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序章





　彼女はずっと海辺をさまよっていた。

　いつか、自分に気づいてくれるモノがあるのではないかという、漠然とした願いを抱えながら……



　もうどれだけの時間を海辺で過ごしてきたか？

　自分が人間だった頃ころに生きた時間よりも、いまこうしている時間のほうが長いような気がしていた。

　その間、彼女に声をかけてくれるモノどころか、その存在に気づいてくれたモノすらいなかった。

　もしかして、自分という存在はすでに無くなっていて、なにかの間違いで意識だけが取り残されてしまったのではないかという気持ちになることがある。

　そんな彼女の心を惑わすのは、自分に似かよった存在。

　人間とも、動物とも違うモノ。

　まるで自分のようなモノ。

　アレなら自分のことに気づいてくれるかもしれない。

　時折、波の音に交じって自分に呼びかけてくるような声が聞こえてきたり、月明かりを反射する波間の向こうから視線を感じることがある。

　それがなにを伝えようとしているのか、いったい何者の声や視線なのかはわからない。

　ただ、なんとなく自分に向けられているような気がする。

　誰だれにも気づかれることなく、まして話しかけてもらえることなど有り得ない彼女にとって、それは唯一自分がここにいて、世界と関かかわれるということを実感させてくれるモノだった。

　だから、彼女はその声から離れることなく、ずっと海辺をさまよった。



　長い長い時間、あてもなく歩き続けてたどり着いた知らない土地で、ある日、彼女は感じ取った。

　それは例の海から感じるモノとは違っていたが、確かに自分に向けられたなにかだった。

　引き寄せられるように向かった、岬の突端。

　踏み分け道の先にぽつんと建っている古い石の祠ほこらにあったものは、茶色く毛羽立った、歪いびつな玉だった。

　いったいそれがなんなのか、彼女にはわからなかった。

　だが、初めて自分に気づいてくれたモノだった。

　その玉は、なんらかの意思を自分に向けてくれている。

　なぜか、彼女にはそれがよくわかった。ずっとすべてのモノに気づかれることのなかった彼女にとって、それは懐かしい感覚だった。

　彼女は少し迷った末に、祠ほこらの中からそれを取り出すとまた海辺へと戻っていった。

　その玉はいくら彼女が語りかけても、なにも返事はしてくれない。

　それでも、彼女にとっては、とても大事なモノだった。

　そして、そんな玉だけが自分に気づいてくれるモノなのだと思い、彼女はいままで忘れかけていた寂しさを、あらためて強く感じるのであった。



    

  
    
      
第一章　海と水着と妖よう怪かいと





　ここは日に本ほん海かいに面した、とある海水浴場。

　日本海というと、なんとなく男と女と酒がメロディーを奏かなで出す演歌とか、どっぱ～んと波しぶきをあげる冬の荒海を思い浮かべてしまうが、夏にはちゃんと海水浴だってできる。

　南国のような真っ白い砂浜とエメラルドグリーンの海とまではいかないが、ゴミと人にまみれた大繁盛の海水浴場よりは断然環境は良い。

　そして、夏の太陽の強烈な日差しはどこでも平等であり、すべての海水浴客たちを水着に、そして大胆にさせるのだった。



「おおおおっ、海だっ！」



　高校生だというのに、智とも宏ひろは子供のようななんのひねりもない歓声をあげた。

　だが、弁解をさせてもらえるならば、それもいたしかたないことである。

　なにしろ、智宏の地元には気軽に行けるほど近くに海が無い。

　正直に言えば、智宏が海水浴に来たのはこれでやっと三度目の経験。しかも最後に行ったのは小学校のときだったのだから、目の前に広がる雄大な海うな原ばらを見て、思わず童心に返るのもしかたないだろう。

「はああああ～、これは広いですね～！」

　智宏の脇わきに立って、同じく歓声をあげているのは好この香かだった。

　智宏の家の近所にあるお稲荷いなりさんに生える桜の木の精なのだが、その姿はどこから見ても夏休みを楽しんでいる女子大生といったところだ。

　いつもの桜色の着物ではなく、今日は海水浴に相応ふさわしいタンクトップとショートパンツ。長い髪はポニーテールにしており、これがまた実によく似合っている。色白だが決して不健康には見えない肌と、ショートパンツのおかげで強調されるすらりと長い両足。こういう格好をすると、本当に好香は普通の人間にしか見えなかった。

　ちなみに、好香は海に来るのは初めてらしいが、海水浴をしたことのある桜などというほうが珍しいだろう。

「騒いでないで、早く荷物を持ってきなさいよ」

　一足先に砂浜に到着して、茶色い石のようなモノに腰を下ろしていた真ま希きは、そんな二人に呆あきれたようにツッコミを入れた。さっきは誰だれよりも早く「海だー！」と叫さけびながら突進していたくせに、この暴走＆ワガママは真希の専売特許である。

　国道脇わきに駐車した大型ワゴンから、真ま希きの荷物まで持たされたコヒロと、それを手伝う瑞みず穂ほも降りてきて、智とも宏ひろたちのあとに続く。

　薄いオレンジのキャミソールに白い細身のパンツと、瑞穂も夏らしい格好だったが、その後ろからついてくるコヒロはあいかわらず黒いスーツである。ただ、この真夏の太陽の下でも涼しげな顔をしているコヒロが着ていると、暑苦しく見えないから不思議である。

　みんなを降ろしたワゴンは短くクラクションを鳴らすと、そのまま発車した。運転しているのは真希の兄である兼かね康やすだが、ちょっと他ほかの用事があるそうで、それを先にすませてくるということである。

「智ちゃんたち、テンション高すぎ～」

　靴に砂が入らないように注意しながら砂浜を歩いてくる瑞穂が、先に待っている智宏たちを見てクスクスと笑っている。

　確かに、旅行好きな母親と一緒に出かけることが多い瑞穂にとっては、海水浴などそれほど珍しいものではないのだろう。

　だが、智宏にしてみれば、テンションをあげるなというほうが無理な話だった。

　じめじめ鬱うつ陶とうしい梅雨も終わった。

　試験期間直前にびしゃがつくという妖よう怪かいの起こした騒動のおかげで、最悪の出来だった期末試験も終わった。

　あまり見たくない通知表も、母親に提出した。

　嫌なことはすべて終わったのだ。あとは永遠に続くとも思える高校生初の夏休みと、そしてこの雄大な海が自分の眼前に広がっているだけ。

　いまテンションをあげずに、いつあげるというのだろうか？

　そんな智宏は、まずは脇に抱えていた大きめのビニールシートを砂浜に敷いた。これが今日の海水浴の重要戦略拠点である。

「はい、ごくろうさま～」

　女性陣は敷かれたばかりのシートにどかどかと荷物を置いていく。

　それにしても持ってくるものは着替えくらいしかないはずなのに、なぜ女性の荷物とはこんなに多いのだろうか。男にとっては永遠の謎なぞである。

「さ～て、まずは一泳ぎしようかな」

　両腕を上に伸ばして軽い準備運動をしながら、真希はやる気満々の目で海を見つめる。

　車での長い移動など、ものともしない真希のバイタリティには智宏も感心させられる。

「そうだな。とにかく海に入らなきゃ話は始まらないな」

　しかし、今回ばかりは智宏も真希と同意見だった。ずっと車の窓から海を眺ながめ続けながらおあずけをくらっていたので、もう頭の中は冷たい海に飛び込んで泳ぎまくることで一杯である。

　さっそく、智宏はＴシャツとジーパンをその場で脱ぎ捨てた。

「うわぁ、智宏さんったら大胆！」

　とか騒ぎながら、好この香かはがっつり智とも宏ひろのほうを凝視していたが、その顔はすぐにつまらなそうにふくれ面になる。

「はっはっはっ、すでに海パンは装着済み。基本だよ、基本！」

　トランクスタイプの海パン姿になった智宏は、腰に手をあててカラカラと笑う。

「ふん、甘いわね」

　そんな智宏に真ま希きはニヤリと笑って、自分の胸に親指を突きつけた。

「私なんて、これがすでに水着よっ！」

「な、なんだって～!?」

　おへそ丸出しのデニム生地のブラに、超ショートパンツ。

　真希のファッションセンスはかなりエッジを走っているので、田舎者の智宏はこれが都会者の夏のファッションかと思ってツッコミを入れずにいたのだが、まさか最初からずっと水着姿だったとは……やはり、この女は本物の馬ば鹿かだ。

「ああ、やっぱりそうだったんだぁ～」

　どうやら瑞みず穂ほは薄々気づいていたらしく、ちょっと驚いた顔をしながらしげしげと真希の水着を見つめている。

「海に来たら、誰だれより先に水に入る。これが私のポリシー！」

「ふっふっふっ、まだまだ甘いですね」

　好香がずいっと胸を突き出して、真希と瑞穂の間に割って入った。

　智宏は「うん、好香の勝ちだな」と、並んだ三人の首から下を見てなんとなく思った。どこを見て勝ち負けを判断したかは、智宏だけの秘密である。

「なぁにが甘いのよ？」

　真希は敵意むき出しで好香をにらむ。

　どうもこの旅行に好香が参加していることが、真希としては気にくわないらしい。車の中でも、好香に対する態度は妙にツンツンしていた。

「好香さんも下に水着を着ているの？」

　真希とは違って、好香と気が合うらしい瑞穂が尋ねた。

「私に着替えなどは無用なのです。見ていてくださいね～」

　好香はニヤッと笑って、両腕を斜めに上げる。

「ぴゅきりり～ん！　このか～、へんっ・しんっ！　とうっ！」

　怪しい動きで両手をぐるりと回転させると、好香は妙なかけ声と共にその場でぴょんと飛び上がった。

　そして、すたっと着地をしたときには、好香はさきほどまでのタンクトップ姿から、トレードカラーである桜色のビキニと、腰にパレオを巻いた水着姿へと変へん化げしていた。

　色白でむいたゆで卵のようなつるっとした肌を惜しげもなくさらけ出し、胸から腰にかけてのくびれは、まさしく大人ならではの魅惑のライン。好香に比べてしまうと、悪いが真希はまだまだお子ちゃま体型だった。

「じ、術を使うなんて卑ひ怯きようよ！」

「卑怯もなにも、私はいつもこうして着替えてますから」

　ふふ～んと、好この香かはちょっと鼻にかけたような言い方をした。

「うわ～、それって便利だなぁ。この水着、すごく可愛かわいいし～！」

　このように好きな衣装に変へん化げするのは、好香の妖よう怪かいとしての能力のひとつである。これは女性にとって、かなりうらやましいものに違いない。

　さらに言うならば、好香は妖怪のくせにファッションのセンスは案外と良く、瑞みず穂ほの感想通り、確かにその水着もよく似合っている。特にある程度ボリュームが無ければとてもつける勇気が湧わかないような、布地の少ないブラには智とも宏ひろの視線も釘くぎ付づけだった。

「他ほかにもいろいろ考えていますから、智宏さん、楽しみにしていてくださいね～」

　好香はグラビアアイドルのようなポーズをとって、智宏にアピールする。

　そんな早着替え大会をじっと見ていたコヒロは、唐突に無言のまま服を脱ぎ始めた。

「ちょっ、コヒロ！　なにしてんのあんた！」

　真っ黒い服とは対照的なコヒロの白い肌があらわになったところで、真ま希きは驚いたように叫さけんだ。

「はい、どうやら早く着替えないといけないようですので……」

　コヒロは真顔で答える。

　その胸元に、どう見ても水着ではないレースのブラジャーがちらりと見えた。



    

  
    
      



    

  
    
      　ちなみに色は黒だった。大人である。

　そんな智とも宏ひろの視線に気づいて、真ま希きと瑞みず穂ほが二人がかりでコヒロの姿を隠す。

「智ちゃん、見ちゃダメ～！」

「瑞穂、コヒロを海の家に連れて行って！」

「う、うん、わかった！　コヒロさん、こっちで一緒に着替えましょう」

「私はここでも構いませんが……」

「駄だ目めなの。目の毒だから」

「毒ですか？」

「毒、毒、猛毒。お願いだから、そんなに見せつけないで！」

　瑞穂は首を傾かしげているコヒロの背中を押しながら、海の家の更衣室に向かった。

「智宏さん、鼻の下が伸びてますよ。ああいう下着がお好きなんですか～？」

　好この香かがウヒヒと笑いながら、智宏の鼻をちょんと指でつついた。

「なっ！　ただ、驚いていただけだよ！」

　智宏は図星をさされたので、あわてて鼻を手で隠しながら叫さけんだ。

「なるほど……『智宏さんは黒い下着がお好き』っと、メモメモ。これはあとで珠たま枝え様にも報告しないといけませんね」

　手のひらにメモを取るような仕草をしながら、好香はニヤニヤと笑っている。

「馬ば鹿か、余計なことを言ったりするなよ。ただでさえ、この旅行はもめたんだから！」



　――そう、この旅行に珠枝は来ていなかった。

　瑞穂がこの海水浴に誘ってくれたのは、夏休みが始まってすぐのことだった。

　話によると、兼かね康やすが仕事で世話になっている旅館が無料で利用できるそうなので、みんなで真希たちと一緒に行こうというものであった。

　その旅館の場所は智宏の地元からは四つも県をまたぐほど遠かったが、移動は兼康が車を出してくれるという。

　相変わらず智宏の母親は仕事が忙しく、夏休みといっても家族旅行の予定などはない。

　高校生にもなったのだから自分たちだけで旅行したいと思っていたところだが、問題なのは予算だったので、この話は智宏にとっても渡りに船だった。母親も兼康が引率してくれるならと、あっさり許可してくれた。

　ただひとつ、予定と違っていたのは珠枝の反応だった。

　きっと喜んで一緒に来ると思っていたのに、珠枝は頑として首を縦に振らなかった。

　なんでも珠枝は海が嫌いらしい。

　智宏の父親が生きていた頃ころ、一緒に川遊びをしたときは、まるでカッパのような見事な泳ぎを披露してくれた記憶があるのでカナヅチではないはずなのだが、とにかく海は嫌いだから行きたくないの一点張りであった。

　そんなわけで、瑞穂と相談をしたところ、珠枝の代わりに好香を誘うということで決着がついたのだった。

　どうやら智とも宏ひろの知らないところで、瑞みず穂ほは好この香かと親しくしているらしい。

　真ま希きのときといい、瑞穂は他人とすぐに仲良くなる才能があるようだ。



「なんで珠たま枝えはあんなに海が嫌いなのかな？」

「海は山とは違ったモノたちがいますからね。ちょっと珠枝様には合わないのかも」

「違ったモノ？」

「えーと、なんと言えばよいのやら……海ってずっと向こうまでつながってるじゃないですか。だから、なんかいろいろなモノがいて……気分が落ち着かなくなるんですよね」

　好香は言葉を探しながら一生懸けん命めい説明してくれようとしているのだが、どうも智宏にはよくわからない。

「あんたのところの家神は案外と霊格が高いから、海にいる有象無象に目をつけられやすいのよ。それがうざったいから来なかったんじゃないの」

　好香の説明にじれったくなったのか、真希が口を挟んだ。

「そんなに海にいるモノって違うのかな」

「そりゃあ、海はどこまでも広いからね。良いモノも、良くないモノも、いくらでも流れ着くわよ。隙すきあらば霊格の高いモノに取り入って、力を得ようとする悪霊みたいなのも沢山いるわ」

「そんなところに来て、好香は大丈夫なのか？」

「私はそういうのは鈍感だから、あまり気にしないたちなんです」

　なんの緊張感も無い顔で、好香はニパッと笑った。気にしなければいいというものなのかどうかはわからないが、本人が言っているのだからそういうものなのだろう。

「ふん、霊格が低いから相手にされないだけでしょ？」

「うわわわっ、そんな言い方ひどすぎますよ～！」

「なによ、ホントのこと言っただけでしょ。服を変えるぐらいしか能がないくせに」

「うわっ、うわわわわっ、またまた言ってはいけないことを～！」

　初対面のときからなのだが、どうも好香と真希の相性は悪い。

　特に真希は好香に限らず妖よう怪かい全般に対してあまり好意を持っておらず、事あれば退治してやると物騒なことを言い出すので、ここまでの移動中にもこのような衝突がたびたびあった。

　そして、それを仲裁するのはいつも智宏の仕事であったが、今回は着替えに行っていた瑞穂とコヒロがタイミング良く帰ってきてくれたので、その場の空気を自然と切り替えることができた。

「うんうん、やっぱり似合っているよ。その水着」

　水着になった瑞穂をチェックするように、そのまわりをぐるぐると回りながら、真希は満足げに言った。

　瑞みず穂ほのスクール水着姿は見たことがあるが、プライベートの水着を見るのは、智とも宏ひろもこれが初めてだった。

　セパレートタイプの水着で、上はスポーツブラのような感じのデザイン。白と水色のストライプがさわやかで、瑞穂の雰囲気によく合っている。

「やっぱり、マキマキに選んでもらってよかった。どうかな、智ちゃん？」

　その水着は瑞穂もおきにいりのようだ。

　だったら、智宏が言うべき言葉はひとつだけだ。

「うん、よく似合ってる」

「そう、ありがと！」

　こうしてしげしげと瑞穂の水着姿を見るのは、実は初めてかも知れない。それが妙に照れくさくて、智宏はほんの一言誉ほめるだけで精一杯だったが、それでも瑞穂はとても嬉うれしそうにしている。

　こういうときもっと気の利いた台詞せりふが言えればいいと思うのだが、どうもそういうのは苦手だった。なんとなく次の言葉が出てこなくて、智宏がちょっと気まずそうな顔をしていると、誰だれかが腕を軽く突いたような気がした。

「ん？」

　気のせいかと思ったが、横を向いてみると、すぐそばにコヒロが立っていた。

　どうやらさっきのはコヒロの仕業らしい。

「なに？」

「……いえ、なんでもありません」

　そう言ったコヒロの目は、少し驚いたように大きく見開かれた。

　いつも無表情のコヒロがこのような顔をするのは、彼女の感情が大きく動いたときだということを、智宏は経験で知っている。

「コヒロも似合ってるわよ。やっぱり私の目に狂いはないわね！」

「……そうでしょうか？」

　真ま希きは上機嫌でポンポンとコヒロの肩を叩たたく。

　コヒロの水着も、真希が選んだものらしい。

　そういえば、コヒロはかなり霊格の高い妖よう怪かいだそうだが、好この香かのように衣服を変へん化げさせることはできないらしく、いつでも同じような黒服を着ていた。もっとも、単におしゃれに興味がないだけなのかもしれないが。

　そんなコヒロの水着は、いつもの服装と同じく黒を基調としたワンピースだ。

　セパレートタイプの水着が続いた後では、これはこれで新鮮な感じがするが、真希が選んだにしてはちょっとおとなしめな気もする。

「なによ、コヒロ。不満なの？」

　コヒロの態度に、真希は眉まゆをひそめる。

「いえ、そういうわけではないのですが……」

　智とも宏ひろはコヒロがじっとこちらを見ていることにふと気づいた。

「この水着はね、前から見るとちょっと地味だけど後ろ姿が凄すごいのよ。イッツ・サプラ～イズ！」

　真ま希きは瑞みず穂ほたちに見せるため、コヒロの肩を持って、くるりと反転させた。

「うわっ！」

　確かにそれはサプライズだった。

　コヒロの水着は、背中の部分がほとんど丸見えになっており、尾てい骨の下に達するぐらいまで大きく開いていた。

　ぶっちゃけて言えば、お尻しりギリギリのところまで開いているのである。

　そして、そんな水着と背中の境目のところに、ぴょこっと黒くて短い羽根のようなものが飛び出ていた。普通の人は水着の飾りと思うだろうが、これはカラスの妖よう怪かいであるコヒロ自前の尾羽である。

「いや、なんというか……」

　あまりに大胆なデザインのため智宏が言葉に窮していると、コヒロはくるっと振り向いて、半紙に墨ぼく汁じゆうを落としたような感情のまったく読めない目つきでじっと見つめた。

「――智ちゃん、誉ほめて、誉めて」

　瑞穂が軽く肘ひじでついて、小声で囁ささやいた。

「あ、ああっ！　うん、その……あれだ。やっぱりコヒロは黒が一番似合うな。まさしく大人の雰囲気ってやつ？」

　なんとも間抜けな誉め言葉だとは自分でも思ったが、智宏はわたわたと手を動かしながら言った。

「……私はカラスですので」

　コヒロは目を大きく見開きながら、ぽつりとそう呟つぶやく。

　相変わらず表情は読めないが、きっと誉められて悪い気はしていないのだろう。

　お尻の尾羽がぴこぴこと機嫌良さそうに動いているのが、その証拠だった。
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「これが私のポリシー！」

　十人が十人振り向くような大声をあげながら、真希は向かってくる波にもの凄い勢いで突進していった。

　そんな真希に手を引かれている瑞穂は災難で、モーターボートに引っ張り回されるバナナボートのような状態である。

「水中モーターでも入ってるんじゃないのか、あいつは？」

　そんな大騒ぎを遠目に眺ながめながら、智宏は波が膝ひざぐらいまでくるところでまずは水に身体からだを慣らしていた。予想以上に海の水は冷たく、いきなり飛び込んだりしたら真希のような強心臓でない限り、心臓麻ま痺ひを起こしてしまいそうだ。

「わひゃひゃひゃひゃっ、冷たいですねー！」

　好この香かはばしゃばしゃと智とも宏ひろに水をかけながら大笑いをしている。なにが面白いのかわからないが、きっとテンションがあがりすぎて箸はしが転んでもおかしい状態になっているのだろう。

　おかげで全身水浸しになった智宏はくちびるにつたう海水をぺろりと舐なめて、ふと素朴な疑問を頭に浮かべた。

「おまえ、桜なのに海水に浸つかって大丈夫なのか？」

「なに言ってるんですか、智宏さん。私の根っこは境けい内だいにあるんですから海水なんて関係ないですよ」

「そういうもんなのか？」

「そういうものなのです。ほらっ、このとおり！」

　好香は大きな波が来たタイミングを見計らって、海に向けて飛び込んだ。

　桜色の水着が波の中に消えたかと思うと、少し離れたところで好香が顔を出した。

「うげげげ……しょっぱ～い！」

　口からダラダラと海水を垂れ流しながら、好香はもの凄すごい顔をしている。

　せっかくの美人が台無しだ。

「なにやってるんだよ、きったね～な～！」

「だって、こんなに海がしょっぱいなんて……」

「あたりまえだろ、知らなかったのか？」

「いいえ……海がしょっぱいのは知っていたんですけど。まさかここまでしょっぱいとはびっくりです。もう少し薄塩かと想像していたのですが」

　好香はしかめっ面で海水を見つめている。

　智宏はあごについていた海水を指につけて、もう一度ぺろりと舐めてみた。

　確かに、海の水はしょっぱかった。

　昔の記憶で知っているしょっぱさと、実際に舐めてみて感じるしょっぱさとでは、全然違う気がする。

「あっ、いいこと思いついたかも。これだけ海の水がしょっぱいってことは、もしかしてお塩の代わりにもなるんじゃないですか。どうです、ナイスアイデアですよね。智宏さんも、これで億万長者になれるかもですよ！」

「えーと、塩って海水から作られているはずだけど……たぶん」

「ええっ、またまた～、私をだまそうとしてぇ。どうやったらこんなお水から、白いお塩が出来るっていうんですかぁ？」

　好香は胡う散さん臭くさそうに智宏のほうを見た。

「海水を蒸発させたら、塩が残るんだよ」

　いまでもそんなふうに塩を作っているのかどうかまでは知らないが、小学生のときにはそのように理科の時間で習った気がする。

「ほえ～っ、本当なんですか。やっぱり人間はかしこいですねぇ。海の水からお塩を作っちゃうんだもんなぁ～」

　どこかずれたことに感心しながら、好この香かは手のひらにすくった海水を見つめている。

　だいたい海が無かったら、きっと塩作りそのものの歴史が変わっていただろう。

「とにかく、口あけて泳ぐからしょっぱいんだよ。ちゃんと口を閉じて泳げよな」

「は～い」

　好香は素直に返事をすると、今度は平泳ぎを始めた。

　これなら顔は水に浸つからない。

　波にうまく乗りながら、好香はすいすいと泳いでいく。

「なんだよ、意外と泳ぐの上う手まいじゃないか」

　智とも宏ひろも平泳ぎでついていくが、好香ほどスマートなフォームではない。

　これまで水泳の授業以外で泳ぎを教わったことはないので、ほぼ我流の平泳ぎである。

「木ですから、水にはよく浮くんですよ。それに泳ぎはカッパに教えてもらったことがありますしね～」

「……なるほどね」

　それは、これ以上無いほどに説得力のある回答だった。

「昔は、よくみんなと川遊びをしたものですけどねぇ」

　智宏に誉ほめられたのが嬉うれしいのか、好香は上機嫌で泳ぎを披露している。

「でも、うちの近所に泳げる川なんかあったっけ？」

「泳げるような川は、だいぶ工事で埋められてしまいましたからね。昔はたくさんあったんですよ」

「ふーん」

　好香の泳ぐスピードについていくのをあきらめた智宏は、ちょっと立ち泳ぎをして休憩をする。

　気づくといつのまにか足がつかない場所に来ていた。

　砂浜はすぐそこに見えているので、それほど不安というわけでもないのだが、立っても足が下に届かない状況というのは、やはり少し気持ちが落ち着かなくなる。

　この足の下の水底は、いったいどのようになっているのか。

　びっしりと得体の知れない海藻が生い茂っていたり、なにかヤバイ生き物がうようよしていたりしないだろうか？

　ついつい、そんなことを想像してしまい、よけい怖くなってしまう。

　智宏は水の底が見えないものかと、頭につけていたゴーグルを装着すると水の中をのぞき込んだが、前日、雨が降っていたようなので透明度は低く、わしゃわしゃと水をかいている自分の手がやっと見える程度である。

「ん……？」

　ふと智とも宏ひろは奇妙なことに気づいた。

　水の中に見える手の動きが、自分の動きと少しだけずれているような気がするのだ。

　最初は、光の屈折とか、そういった感じの錯覚かと思ったが、それにしてもどうもおかしい。

「んん～？」

　智宏は水をかいていた片方の手を水から出してみた。

「うわわわわわわっ！」

「ど、どうしましたか、智宏さん！」

　いきなり悲鳴をあげた智宏のほうへ、好この香かが例の平泳ぎで近寄ってきた。

「なんか、いま水の中に俺おれのじゃない手が動いていた！」

　智宏は好香の後ろに隠れるようにバシャバシャと激しく水しぶきをあげながら泳いでいった。

「それで？」

　背後に回った智宏のほうに身体からだの向きを変えながら、好香は尋ねた。

「『それで』って、海の中に知らない人の手があったんだよ！」

「そのぐらいのこと、別に気にすることないじゃないですか。神経質ですねぇ」

「気にするなって、そんなっ！」

「さっき言ったじゃないですか。海にはいろいろなモノがいるって」

「いや、それは聞いたけど――うひゃあ！」

　そのとき智宏の股ももの間を、なにかがするっと通り抜けた気がした。

　魚かもしれないが、魚ではないかもしれない。

　智宏は急に鳥肌が立ってきた。これは決して水が冷たいからだけの理由ではない。

「智宏さんは霊格が高いほうですから、海のモノもちょっかいを出してくるんでしょうね。大丈夫ですよ、変なモノが見えたり、身体に触ったりするだけで害はありませんから」

　海がしょっぱいことに驚いていたような好香に諭されるのは、どうも釈然としなかったが、妖よう怪かいに関することでは向こうに一いち日じつの長ちようがある。

「ホントかよ？」

「海にいるモノには、元が人間だったモノも多いそうですからね。そういうモノは、智宏さんみたいな霊格の高い人に惹ひかれるらしいですよ」

「海の怪談ってやつか……」

　地元にいる妖怪たちは、どこか愛あい嬌きようがあってあまり怖いという感じがしないが、どうも海にいるモノというのは不気味な感じがする。このへんも珠たま枝えが海を嫌った理由なのかもしれない。

　とはいえ、あまりおおげさに騒ぐと好香に馬ば鹿かにされそうなので、智宏は平常心を取り戻そうと、立ち泳ぎから平泳ぎに変えて、身体を動かそうとした。

　きっと、じっとしているから変なモノにからまれるのだ。

「もう、変なモノに誘われたりしないでくださいよ。智とも宏ひろさんは私のモノなんですから！」

　背後からそんな好この香かの声が聞こえたかと思うと、突然、智宏は水の中に沈み込んだ。

「うわ、がばっ！　やっ、やめろ、好香！」

「ほらほら、口を閉じてないとしょっぱいですよ～」

　不意をついて、好香が背中に抱きついてきたのだ。

　体勢を崩してしまい、智宏は半分マジで溺おぼれそうになっていた。

「うひひひひ、なんて無防備な背中なんでしょうね。このまま食べちゃいたいぐらい」

　普段なら鼻の下を伸ばしてしまう好香の柔らかなふたつの感触も、この生死に関かかわる状況ではそれどころじゃあ無い。

　水面にあがることはあきらめ、智宏はいったん水の中に潜って、好香の手から逃れようとした。

　細かな水泡の向こうに、ばたばたと水を蹴ける好香の白い足が見える。

　智宏は水中でその足に背を向けるように方向転換をして、好香との距離を取ろうとした。

　そのとき――

「…………！」

　うっすらと緑に濁る海の中に、黒い何かの塊を見た。

　絡み合った海藻かと思ったが、それは違った。

　水の奥底、それは智宏に対して意思を発していた。

　その意思とは――悪意。

　珠たま枝えから授かった眼力が無ければ、それに気づくことは出来なかっただろう。

　霊格の低いモノらしく、あまり脅威は感じなかったが、それでもその黒い塊は紛れもない悪意を放っていた。

　じっと黙って、不満そうにこっちを見つめている。

　こちらを恨うらんでいるのか、妬ねたんでいるのか、それはわからない。

　どちらかというとさきほどの白い手のほうがぞっとさせられたが、このモノの発するはっきりとした悪意と、弱々しい存在感のアンバランスさが智宏の印象に残った。

　そんな黒い塊に警戒をしつつ、智宏は少し潜水をして、好香から離れた場所に顔を出した。いまの状況では、その黒い塊よりも好香のほうがよっほど危険だった。

「ぷはぁ！」

　ようやく水面に顔を出すことができて、智宏は新鮮な空気を胸一杯に吸い込んだ。

「あらら、消えたと思ったら、そんなところから」

　智宏を見失っていたらしい好香は、すいすいと泳いで近づいてくる。

「また変なのがいた」

「ですから、いちいち気にしていたら海でなんか泳げませんってば」

「でも、なんかそいつは嫌な感じがしたんだけど……」

「元が人間のモノには、生きている人を妬んでいるのもいると聞きますね」

　また好この香かが後ろから両肩に手を置いてきたが、今度は体重をかけてこなかったので、智とも宏ひろも沈むことはなかった。

「人間が妖よう怪かいになることって、結構あるのか？」

「それほどではないと思いますけど。それに、そういうモノは人間だった頃ころのことにこだわりすぎているモノが多くて、私たちとはあまり仲良くなろうとしませんから……私もよく知りません」

　そんなことを話しながら、好香はバタ足をして智宏の背中を押した。

　一緒に泳ごうと誘っているようだが、海の中にいるモノの存在に気づいてしまった智宏は、どうもその気がそがれてしまった。

　珠たま枝えが海を嫌った理由も、いまならなんとなく理解できる。

「稲いな村むら様、お電話が鳴っておりますが」

「えっ、コヒロ？」

　突然、すぐ近くから浜辺で荷物番をしているはずのコヒロの声が聞こえてきた。

　立ち泳ぎをしながらまわりを見回すが、コヒロの姿はない。

　もしやと思って荷物を置いたシートのあるほうを見てみると、黒い水着のコヒロがゆっくりと手を振っている。いったいどうやって声を送ったのかはわからないが、さっきの声は聞き違いではないようだ。

「ごめん。コヒロが呼んでるみたいだから、ちょっとあがるよ」

「ええ～っ、全然泳ぎ足りないですよ～っ！」

「おまえは泳いでいろよ。向こうで見てるから」

　智宏はそう言い残して、砂浜のほうへと泳いだ。

「ちぇ～っ、つまんないの～！　浮気しちゃあだめですからねぇ～！」

　好香はぶうぶうと文句を言いながらも、智宏が浜辺にあがろうとすると、あきらめたように見事なフォームでひとり泳ぎ始めた。
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　好香には悪いが、内心ではコヒロが呼んでくれてちょうど良かったと智宏は思っていた。

　あんないろいろなモノがいる海では、あまり泳ぐ気にならない。

　だいぶ記憶は薄れてしまっているが、以前、海に来たときにはあのようなモノは見えなかったはずだ。やはり珠枝から授かった眼力の影響なのだろう。

「お電話です」

　シートの上でちょこんと正座をしていたコヒロが、智宏の携帯電話とタオルを差し出してくれた。

「ありがと」

　濡ぬれた手と頭を拭ぬぐいながら携帯電話に出る。

『遅いぞ！』

　いきなり怒鳴ってきたのは家で留守番をしているはずの珠たま枝えであった。

「ああ、珠枝か」

『いまどこなのだ。事故などに遭ってはおらぬか？』

　兼かね康やすのワゴンの中でも、二、三時間おきに珠枝からの電話がかかってきていた。

「もう海水浴場についてるよ」

　ややうんざり気味の声で智とも宏ひろは返事をする。

『なんだとっ、無事に着いたら電話をよこせと言っていただろうがっ！』

「悪かったよ、悪かったよ……」

　確かに真ま希きの勢いに引きずられて、珠枝に報告をするのをすっかり忘れていた。

「そんなに気になるなら、珠枝も来ればよかったのに」

『ワシは海は嫌いなのだと言っただろう。それなのにおまえときたら……』

「とか言って、やっぱりうらやましくなってたりして？」

『ば、罰当たりめ！　そんなことあるか』

「それより、ちゃんと留守番してるのか？」

　智宏の母親は夏休みも仕事のため、いまは家には珠枝だけのはずだ。心配といえば、心配である。

『ふん、いまこちらはもふもふ三ざん昧まいだぞ？』

「もふもふ？」

『智宏さ～ん、早く帰ってきてくださ～い』

　電話口から珠枝とは別の声が聞こえてきた。

　この情けない口調に似合わないやたらと渋い声には聞き覚おぼえがある。石の怪だ。

『もう、珠枝様ったら、朝からわたくしの頭をもふもふもふもふ……このままでは、本当に柔らかくなってしまいそうですよ』

　いや、最初からおまえの頭は柔らかいだろう、という言葉は飲み込んで、ここは素直に同情してやることにした。

　どうやら石の怪は退屈した珠枝のオモチャにされているらしい。ご愁傷様である。

「おまえ、妖よう怪かい町内会長なんだろ。だったら、珠枝の相手もしてやってくれよ」

『そんなぁ～』

　石の怪の泣き声が急に遠のいたかと思うと、また電話は珠枝に代わった。

『そういうわけで、もふもふ三昧なのだ。どうだ!?』

「どうだって言われてもなぁ」

　たぶんこちらを羨うらやましがらせようという魂こん胆たんなのだろうが、残念ながら石の怪をもふもふするのは智宏にとってはあまり食指の動かされないイベントであった。

「あっ、悪い。携帯の電池が切れそうだから、いったん切るよ。旅館についたら充電しておくから」

『あっ、待て……まだ話は――』

　そんな珠たま枝えの声が聞こえないふりをして、智とも宏ひろは通話を切った。

　電池が切れそうなのは本当のことである。珠枝がやたらと電話をかけてくるせいだ。

「珠枝様からですか？」

　身じろぎひとつせずに、ずっと正座をしていたコヒロが尋ねた。

「しつこくて困るよ。ホントに」

「稲いな村むら様をご心配されているのでしょう」

「もうそんな歳としでもないんだけどな」

　智宏は携帯電話を自分の荷物の上に戻すと、コヒロの脇わきに腰を下ろして一休みをした。

「もう泳がれないのですか？」

「なんか変なモノが見えて……その気が失うせちゃったよ」

「海辺にはたくさんのモノが流れ着きますから」

　そう言って、コヒロはここに来たときに真ま希きが腰を下ろしていた茶色いモノをスッと指さした。

「これがどうかしたのか？」

　智宏はシートから身を乗り出して近くで見てみる。

　腐って表皮が柔らかくなった木のようだ。

「流りゆう木ぼくかな？」



    

  
    
      



    

  
    
      　ぱっと見ではよくわからなかったので、智とも宏ひろは指で触れてみた。

　その途端、智宏は指先から何かが伝わってくるのを感じた。



　白い砂浜、穏やかな波の音、照りつける日差し。

　そのあとに続く、まわりになにも無い広大な海うな原ばらと、さらに大きな青空の印象。

　そして、長い長い孤独の末にたどり着いた、この賑にぎやかな砂浜……



　それは穏やかに智宏の心の中に染み渡り、すぐに消え去った。

　一枚の表現力豊かな絵画の前を、すっと通り過ぎたようなそんな感覚。

「その椰や子しの実も流れ着いたモノのひとつです。なにか感じ取れましたか？」

　コヒロの問いかけに、智宏は狐きつねにつままれたような面持ちで顔をあげた。

「……いまのは？」

「きっと、その椰子の実に染みこんだ思い出でしょう」

「椰子の実の……？」

「どんなモノにでも思いはあります。獣でも鳥でも、木でも石にでも」

　確かに智宏のまわりにはそんな連中がたくさんいる。

　しかし、こんな何の変哲もない――

「いや、そんなことないか。こいつも南の島から長い旅をして来たんだもんな。思い出のひとつぐらいあって当然か」

「稲いな村むら様は強い眼力をお持ちですので、そのような薄い縁しか持たぬモノにでも共感してしまうのです。お気をつけください」

「えっ……あ、ああ……」

　最初、なんで気をつけろと言われたのかわからなかったが、さっき自分が海の中のモノの話をしたからだということに、ワンテンポ遅れて気づいた。

　海の中のモノは少し不気味だったが、この椰子の実からはそれほど嫌なモノは感じなかった。だから、コヒロの注意の意味がすぐにはわからなかったのだ。

　結局、見えるモノによって違うということだ。

　以前、コヒロが智宏の家に遊びに来たとき、いつも無口な彼女にしては珍しくいろいろなことを喋しやべってくれた。

　そのときの会話の中で、智宏がずっと気にしていたことがある。

　たとえ相手が妖よう怪かいであっても普通に接する智宏のことを、コヒロは素晴らしいと誉ほめてくれた。

　しかし、それは智宏が妖怪のことをよく知らなかっただけのことだった。

　眼力のおかげで見えるようになったモノのすべてが、この椰子の実のように好感のもてるモノではなかったことを、あのあと智宏は思い知らされた。

　いや……それまで親しみを持って接していたモノにさえ、その内面には自分の理解を超えた恐ろしさがあった。

　そのこと知ったとき、智とも宏ひろの心はあっさりと折れてしまったのだ。

「……この前、ヤマイヌと会ったんだ」

「そうですか」

「あの子の本当の姿を見たとき、俺おれは怖いと思った」

「ヤマイヌは強い力を持つモノですから」

「きっと、これからも妖よう怪かいたちに会って怖いと感じるときがあると思う」

　もっと上う手まく言葉を選びたかったが、いまの思いを口にしようとすると、どうしても簡単な言葉しか出てこなかった。コヒロと話をするとき、見み栄えも嘘うそも無意味に思えて、ただ思っていることをそのまま素直に喋しやべっている自分に気づかされる。

「そうでしょうとも。たくさん怖いモノはいますから」

「だから、きっと……俺はたいした奴やつじゃないよ」

　自虐的になっているわけでも、卑屈になっているわけでもない。

　ただ、智宏はこのことを正直に伝えたかった。

　コヒロにくだらない虚勢を張りたくなかったのだ。

　きっと、彼女がそういうことからまったく無縁のモノだからだろう。

「なにをおっしゃっているのか意味がわかりませんが」

　コヒロはいつもの感情を表さない視線を智宏に向けて言った。

「おまえたちをすべて受け入れられるほど、俺はでっかい奴じゃないみたいだ」

「稲いな村むら様、そんなことができるほど大きなモノは、この海ぐらいなものです」

　そんなコヒロの言葉に、智宏は改めて目の前に広がる海を見つめた。

　さびれた海水浴場の海であっても、その広大さには変わりない。

「……ははは、こんなに広くないと駄だ目めか」

　智宏は思わず少し笑ってしまった。

　だとしたら、自分にはとても無理な話だ。

　この相手は、あまりに大きすぎて張り合う気も失うせてしまう。

「ですから、こうしてまた私とお話をしてくださるだけで十分だと思います」

「それだけで？」

「はい、それで十分です」

　ほんの短い会話だったが、智宏はずっと胸に抱えていたつかえが取れた気分だった。

　コヒロが十分だと言ってくれるのなら、きっと無理をすることはないのだろう。

　彼女は同情とも、お世辞とも無縁のモノなのだから。

　気づくと、いつのまにかコヒロは智宏のすぐ側そばに座っていた。

「うん……その……なんだ……そう言えば、兼かね康やすさん、遅いな」

　少し肩を動かせば肌が触れそうな距離に、智宏はどぎまぎしながら照れ隠しに呟つぶやいた。

　すると、コヒロは少しだけ目を細めて「そうですね」といつもの口調で応こたえてくれる。

　そんな普段通りの会話をコヒロとしていることが、智とも宏ひろにはちょっと嬉うれしかった。背伸びをしても、自分のありのままを晒さらしても、コヒロはいつものコヒロでいてくれる。

　だったら無理をすることはない。

　自分も、これがいつもの自分だという姿で、コヒロたちと接しよう。

　海のように広くはないかもしれないが、コヒロたちと一緒にいられるぐらいの広さにはなれるだろう……きっと。



「ねえっ、いまお兄ちゃんの話をしてなかった？」

　いつのまにか両手でスイカを抱えた真ま希きが、すぐ背後に立っていた。

「うわわわわっ！」

　ついさっきまで向こうで派手な水しぶきをあげていたと思ったのだが、瞬間移動でもしてきたのだろうか？

　ともかく、智宏のホッと安らぐ時間はもうこれで終了のようだ。

「お兄ちゃんは、どこ？」

　真希は猫のように目をクリクリとさせながら、落ち着きなくあたりを見回している。

「……あっち」

「あっちね！」

　智宏が指さすと、すぐに真希はその方向へとダッシュしていった。

「な～んてな。あいつ、すぐひっかかるのな」

　智宏は両手を広げて肩をすくめて、コヒロのほうを向いて笑いかけると、その目が大きく見開かれていることに気づいた。

　そして、その黒瑪め瑙のうのように美しい瞳ひとみには、こちらに向けて飛んでくるスイカが映っていた……



　　　　　◆◇◆



「食べないんですかぁ？」

　騒ぎを聞きつけ、海からあがってきた好この香かが両手に割れたスイカを持って尋ねた。

「命を奪われかけた凶器を食う気にはなれないよ」

　スイカをぶつけられて痛む首を手で押さえながら、智宏は皮肉たっぷりの口調で言った。

「ふん、くだらない嘘うそをついたあんたが悪いんでしょ！」

「スイカは十メートルは飛んでいました。真希様、砲丸投げの選手になることを真剣に検討されてはいかがでしょうか？」

　シートの上に散らばったスイカを片付けながら、コヒロが本気なのか冗談なのかわからないことを言う。

「でも、美お味いしいよ。このスイカ」

　瑞みず穂ほはシートに散らばったスイカの中でまだ食べられそうな部分を拾っては、シャクシャクと食べている。

　散々、海の中を引っ張り回されたものだから喉のどが渇いているのだそうな。

　もう少し、人のことを心配してくれてもいいのではないかと思うのだが。

「もうっ、せっかくスイカ割りをしようと思って持ってきたのに」

「ほらほら、そんなに怒ってないでマキマキも食べなよ」

　瑞穂が差し出したスイカを受け取ると、真ま希きはいいことがひらめいたとばかりに目を輝かせた。

「そうだ、瑞穂！　たんころりんは連れてきてる？」

「うん……あの子、水が苦手みたいだからビニールに入れてあげてたんだけど」

　瑞穂は自分のバッグから、ファスナー付のビニールパックを取り出した。

　中には大きな干ほし柿がきが一個、空気が抜かれ真空パックのような状態で入っている。

「……なんだか、たんころりん苦しそうですよ？」

　夢中になってスイカを食べていた好この香かが、ビニールパックの中のたんころりんをちらりと見て呟つぶやいた。

「苦しそう？」

「そのビニール、空気穴があいてないんじゃないですか？」

「ええっ、空気穴いるの!?」

「そりゃあいりますよ～。光合成には新鮮な二酸化炭素と、たっぷりのお日様が必要なのです！」

　好香はえっへんと物知り顔で言った。

「たっ、大変！　大丈夫、たんころりん!?」

　瑞穂はあわててビニールのファスナーを開けた。

「たっ、たっ、たんころり～ん！」

　ビニールの中にひゅううっと空気が吸い込まれたかと思うと、一気に干し柿は一抱えはあろうかという巨大な柿かきに目鼻をつけたモノへと変化した。

　この巨大な柿こそ、瑞穂のお守りでもある子こ守もり柿がきのたんころりんであったが、そのオレンジ色の顔は心なしか青ざめているような気がする。

「ごめんね、たんころりん！」

　瑞穂はたんころりんにしがみついて、必死に詫わびた。

「たんころ……りん」

　たんころりんのほうは焦点定まらない目で宙を仰ぎながら、ぜーはーぜーはーと荒い息をついている。確かにこの柿は呼吸しているらしい。

「うんうん、相変わらずでっかい顔ね」

　真希はそんなたんころりんを満足げな顔で見下ろすと、どこからか金属バットを取り出した。

「コヒロ、目隠し」

「……どうぞ」

　真ま希きの差し出した手に、コヒロは白いはちまきのような布を手渡す。

「あれ、マキマキ？　いったいそれで……なにをする……つもりなのかな？」

　瑞みず穂ほとたんころんりは揃そろって青い顔になる。

「決まってるでしょう。スイカが無くなったから、柿かき割りに変更よ！」

　金属バットを片手に構え、真希は舌なめずりをした。

「だ、駄だ目め～～～っ!!」

「たんころり～ん！」

「大丈夫、大丈夫、こっちは目隠しするからちっとも痛くないって。それにこれは金属バットだから安全よ」

　真希は理解不能なことを言いながら、怪しい目つきでじりじりと瑞穂たちのほうへにじり寄った。

　どうやら夏の日差しで、真希の脳のう味み噌そは熱暴走を始めているようだ。

　こうなったらとめる手だてはひとつしかない。

「コヒロ、真希をとめてくれ！」

「……わかりました」

　コヒロはすすすっと真希の背後によると、その脳天にめがけてズビッと手刀を振り下ろした。

「ふにゃあ」

　真希が糸の切れた操り人形のようにその場に崩れ落ちようとするのを、コヒロは慣れた手つきで支えた。

「だ、大丈夫なの？」

「これをすると、直前の記憶が飛びますのでご安心ください」

　心配そうにしている瑞穂に、コヒロはいつもの冷静な口調で説明した。

「いや、心配してるのは、そういうことじゃあないんだけど……」

　とか言いながらも、瑞穂はコヒロの説明に少しほっとしている様子である。

　もし記憶が残っていたら、真希がいったいどんな大爆発をするのかは神のみぞ知るだ。

「でも、これってどのぐらいで目が覚めるの？」

「それは私にも……」

　コヒロは気を失っている真希に膝ひざ枕まくらをして、横にさせてやった。

「寝てるときは静かなのに、まったくお騒がせな奴やつだよ」

　智とも宏ひろは呆あきれ顔で真希の寝顔を見つめた。

　楽しい夢でも見ているのか、八重歯のある口元に笑みを浮かべながら眠っている。

「今日のことを楽しみにしていたようでして、昨日の晩などはなかなか寝付けず遅くまで起きてらっしゃいましたから……もしかすると、このまましばらくは目を覚まさないかもしれません」

「ふーん、案外と可愛かわいいところもあるじゃないか」

「あら、マキマキはいつも可愛いわよ」

「そうかなぁ？」

「智ちゃんの前だと、なんでかいつも乱暴なことばかり言ってるけどねー」

　そう言いながら、瑞みず穂ほは日射病にならないようにと、真ま希きの顔に薄手のハンカチをかけてやった。

「こいつは、兼かね康やすさんの前でも乱暴なこと言ってるぞ……って、そういやホントにあの人なかなか戻ってこないな」

「そうねぇ。まだ用事が片付かないのかしら？」



　　　　　◆◇◆



　智とも宏ひろたちが海を満喫していたその頃ころ、兼康は自分の仕事を片付けるべく、ひとり岬の突端にある小さな祠ほこらへとやってきていた。

　人の背丈よりも低い祠で、戸もなく、細長い箱を縦に置いたような形をしている。

　お地蔵様などを雨から守るための祠に雰囲気は似ているが、海風に負けないようにすべて石で出来ているところはちょっと珍しいかもしれない。

「ちょっと失礼しますよ」

　兼康は手を合わせて短く拝んでから、祠の中をのぞき込んだ。

「……なるほど、もぬけの空だ」

　本来、ここにはエビス様と呼ばれるご神体が祭まつられているはずだった。

　実のところ、兼康がこの土地にやってきた本当の目的は、その無くなったご神体の捜索であったのだ。

　お盆も近いこの時期は国交省の祈き祷とう師したちの繁忙期であり、急ぎの仕事ではない案件を担当していた兼康にこの仕事が回ってきたというわけである。

「どうなんだろうね、ここのエビス様は……？」

　祠の周辺を見て回った兼康は、おもむろに耳につけたイヤホンを取り外した。

　急にあたりの音が、トンネルの中を電車で通過するときのような騒音に近いモノに変へん化かする。その響きの中に、無数の生き物の唸うなり声が混ざり合ったような……または、古い家が雨風に叩たたかれきしみをたてるような音が重なる。

「んんっ……やっぱり海の近くは音が多すぎるか」

　頭痛を堪えるようにこめかみに手を当てていた兼康だったが、やがて頭の中に飛び込んでくる様々な音に耐えきれなくなって、イヤホンを耳に戻した。

　耳の中にこだまという妖よう怪かいを飼っている兼康は、常人を遙はるかに超えた聴力を持っている。

　最大限に能力を発揮すれば、ずっと前に発生した音の残響を聞き分け、当時の状況を頭の中で再構築することさえ可能なほどだが、当然のことながらあまりうるさい場所では、その効果も激減する。

　一番苦手なのは人工的な音が多い町中。

　その次に苦手なのが、こういった海に近い場所であった。

　絶えず聞こえてくる波の音もさることながら、海の中、海の向こうにいるモノたちのかすかな声が、兼かね康やすの精神を惑わすためである。

「まったく、部長ももう少し適材適所というのを考えてほしいもんだよ」

　とはいえ、なんとかこの祠ほこらに祭まつられていたエビス様の気配を感じ取ることはできた。

「案外と霊格の高いエビス様だったようだな」

　もしかすると、エビス様として祭られることで仮初めの神格を与えられただけのご神体ではなく、元々が霊格の高いモノだったのかもしれない。

　そこまで考えたところで、兼康は首を傾かしげた。

　さきほど耳を澄ませてみたところ、エビス様が消えた頃ころにこの祠に近づいた人間の気配はなかった。自分の耳にも聞こえないモノとなると人間以外の仕業ということが考えられるが、そうだとしてこれほど霊格の高いエビス様を持ち出すことができるものだろうか？

　そのへんにウロウロしているような悪霊くずれのモノでは、近くによることすらできないだろう。

　では、もしも、あの稲いな村むら家に住まう家神の珠たま枝えだったらどうだろうか？

　兼康はふと考えてみる。

「珠枝様だったら、どうにかなるかな……」

　そう思うと、やはりこの旅行に珠枝がついてきてくれなかったことが悔やまれた。

　兼康の思おも惑わくでは、智とも宏ひろを旅行に誘えば自動的に珠枝がついてくるはずだった。そうなったらしめたもので、うまく言いくるめてこの仕事の手伝いをしてもらおうと思っていたのだが……まさか珠枝があれほど海が嫌いだったとは、すっかりあてが外れてしまった。

　もっとも、この旅行の目的はそれだけではなく、真ま希きにようやくできた友達たちと海水浴をさせてやりたいという考えもあったので、そちらのほうが達成できただけでもよしとすべきであろう。

　せっかくの夏を、ずっと役所の仕事だけでは真希も可哀かわい相そうすぎる。

「さて、こだまは使えないし、見たところ手がかりも無し。いったいどうしたものやら」

　兼康が祠の前で思案していると、携帯電話が鳴った。

「はい、もしもし……えっ、珠枝様!?」

　それは予想外の相手だった。

「あ、はい……はい、そうです……ええっ、いまからですか!?」

　電話の向こうから聞こえた珠枝の言葉に、兼康は仰天した。
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　この海水浴場に到着したのが昼過ぎだったので、早くも日が傾き始めていた。

　まだまだ物足りないが、旅行は始まったばかりである。明日も、明後日あさつても、まだ海は楽しめる。初日はこのぐらいにしておいて、早めに宿に戻るのも良いだろう。

　兼かね康やすの話によると、立派な温泉のある料理の美お味いしい旅館らしいのでそちらも期待できそうだった。

　真ま希きのほうはまだ気を失ったまま――というか、たぶんこれは昼寝をしているだけだろう。コヒロがピクリとも動かずにずっと膝ひざ枕まくらをしてくれているので、すっかり安眠してしまっている。

　結局、いまだ兼康は帰ってきていない。

　旅館までは結構な距離があるらしく、兼康のワゴンが無いと移動することもできないので困ったことになる。

　みんなも海で泳ぐのに疲れたのか、砂浜にあがってきていた。

　瑞みず穂ほはさっきからたんころりんを砂に埋めて遊んでおり、好この香かは海の家で智とも宏ひろにねだって買わせた缶ビールを片手に「光合成にはビールが良く合います」とか言いながら日光浴を楽しんでいる。

　そんな二人を横目に智宏が兼康のことを考えていると携帯電話が鳴った。

　着信を見ると、兼康からである。

「もしもし、いまどこにいるんですか？」

『すみません、ちょっと問題が発生しまして。そこから国道沿いに南に下りたほうにある駐車場まで来てくれますかね？』

「みんなを連れてそこまで行けばいいんですか？」

『いやいや、そうじゃなくて！　きみひとりで来て欲しいんです』

「どういうことです？」

『説明はあとでします。とにかく、真希には気づかれないようにして、こっそりと来てくださいね』

　そう言い残して、兼康はあわただしく電話を切ってしまった。

「なんなんだ、いったい？」

　あからさまに不審な電話だったが、兼康が怪しいのはいまに始まったことではない。

　これまで何度も会っているが、どうにも底の見えない人物である。

　ただ、悪人というわけでもないし、これまでにもいろいろと世話になったことは事実なので、ここは兼康の顔をたてて言われたとおりにすることにした。

　風が出て少し肌寒くなってきたので、海パンの上にＴシャツ、あとスポーツタオルを肩にかけると、智宏はこっそりと海岸沿いの道路へと向かった。



「――こっちで良かったのかな？」

　二十分後、智とも宏ひろは国道の途中で立ちつくしていた。

　たぶんこちらが南だろうと思う方向へ歩いてきたが、いっこうに駐車場らしきものは見あたらない。

　入り組んだ海岸沿いの道なのでうねうねと曲がっており、先があまり見通せないのも難点だ。このカーブを曲がれば駐車場が見えてくるだろうと、何度も何度も繰り返したところで、さすがに道を間違えたかと不安になり始めた。

　兼かね康やすの携帯電話はなぜか通じなくなっているので確認も取れないし、もしこの次のカーブの先に駐車場があったらと思うと、引き返す踏ん切りがなかなかつけられなかった。

　と、そこへバスの待合所に座っている少女を見かけた。

　夏服のセーラー服を着ていることからして、おそらくは地元の人だろう。

　智宏は恥を忍んで道を尋ねることにした。

「すみません、ちょっといいですか？」

　ところが、智宏が声をかけても、少女は顔をうつむかせたままだった。

「………」

　少し待っても、やはり反応無し。

　その間、智宏は少女の格好を見て、様々な推理を働かせていた。

　彼女の姿はそうせざるを得ない、実に不思議なモノだった。

　まず、第一に気づいた点。

　彼女はスカートを履いていなかったのだ。

　最初、これにはギクリとさせられたが、別に彼女がパンツ丸出しだったというわけではない。

　少女はセーラー服の上着の下に、黒のスクール水着を着ていた。

　どちらかといえば、スカートを履いていないというよりは、スクール水着の上にセーラー服の上着を着ていると言ったほうが正しいだろう。なにしろ、そちらのほうが変態っぽい響きが無くて良い。

　そんな彼女はソフトボールの球よりも一回りぐらい大きな、茶色くて丸いモノを、大事そうに膝ひざの上に乗せていた。表面はぼさぼさと毛羽立っており、智宏にはいったいそれがなんなのかはわからない。

　最後に推理のポイントとして、彼女のセーラー服はじっとりと湿っており、素肌と水着にぺたりと張り付いていた。まるで水洗いした服を軽く絞っただけで着ているような感じである。

　さて、これらのポイントから割り出される答えは――

『海水浴をしていたら、波に荷物を流され、なんとかセーラー服の上着だけは回収することができた女の子。茶色いモノについては、気にしないことにする』

　素晴らしい推理だ。

　智宏は心の中で自画自賛をした。

「あのー、すみません」

　荷物を無くして落ち込んでいるところすみませんが、という言葉を内心で呟つぶやきながら、もう一度、智とも宏ひろは少女に声をかけた。

「ひあぁっ、私ですか!?」

　少女は裏返った声で悲鳴をあげながら飛び上がるほど驚いて、顔をこちらに向けた。

　濡ぬれて額に張りついた前髪を斜めに分けている。

　歳としは自分と同じぐらいだろう。

　海水浴に来ているわりには色白で、ちょっとおとなしそうな女の子だった。

　よく見ると、着ているセーラー服はややデザインが古ふる臭くさい。比較的田舎である智宏の地元でも見かけないようなタイプだ。

「すみません。この先に駐車場ってありますか？」

「あのっ、なんで！」

「待ち合わせをしているもんで」

「ちゅっ、駐車場はありますけど……」

「あ、そうですか。ありがとうございます」

　智宏に声をかけられて、どうもかなり戸惑っている様子だ。

　いきなり知らない観光客に話しかけられたので、驚いたのかもしれない。

　智宏はお礼を言って、早々に立ち去ろうとしたが、ちらりと振り返るとその少女が何か助けを求めるような目でこちらを見つめていることに気づいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「あ、よかったら、これ使ってください。別に返さないでもいいですから」

　智とも宏ひろは肩にかけていたタオルを少女に渡した。

　きっと荷物と一緒にタオルも流されてしまったのだろう。

　智宏は少女に礼を言う暇も与えずに、その先にある駐車場へと駆けていく。

　正直、ちょっと格好つけすぎた気がして、少女の前にいるのが照れくさかったのだ。



　少女が教えてくれた通り、国道のカーブを曲がったところでようやく兼かね康やすの言っていた駐車場を発見した。

「やあ、こっちですよ！」

　ワゴンの運転席から、兼康が手を振っている。

「どうしたんですか？」

　智宏はワゴンの側そばに駆け寄って尋ねた。

「いや、すみません。ちょっと急用ができましてね」

　海水浴に来ても相変わらず背広姿の兼康は、いつもの苦笑いを浮かべながら言った。

「それは大変ですね」

「……それで、真ま希きのやつはいまどうしてます？」

「あ、ああ、昼寝をしているところです」

　さすがにコヒロに殴られて昏こん倒とう中とは言えなかった。

「なるほど。どおりで真希の声が聞こえないと思った」

　みんなのいる海水浴場までは一キロメートルぐらい離れていると思うが、兼康の聴覚ならばここからでもその声を聞き分けることは可能だろう。

「……それで急用ってのはもうすんだんですか？」

「いやいや、まだこれからなんですよ。ちょっと時間がかかりそうでしてね。いまからすぐに出ないといけなくなりました」

「ええっ、じゃあ俺おれたちどうしたらいいんですか!?」

「宿の予約はしてあるんで、行けばすぐにチェックインできます。お金のほうは真希に預けてあるから、必要なものはその中で適当に買ってくれていいし。宿に電話すれば、海水浴場まで迎えのバスをよこしてくれるはずですから」

　そう言って、兼康は宿の電話番号が書いてあるパンフレットを智宏に手渡した。

「俺たちだけで大丈夫ですかね」

「コヒロを保護者ということにしておけば問題ないですよ。なにかあったら電話ください」

「そういえばさっきから携帯がつながらないんですけど」

「あ、すみません。真希からかかってくるとうるさいから電源を切っていたんですよ。あとで入れておきますから」

　兼康は言いたいことは伝えたとばかりに、運転席に座り直してハンドルに手をかけた。

「ちょ、ちょっと！　真ま希きにはなんて言ったらいいんですか！」

　最大の問題点はそこである。

　この兄に対してブラコンのけがある真希は、自分の口からは言わないが、兼かね康やすと一緒に海水浴に来られたことをかなり喜んでいたようだった。

　そんな兄が、急用でいなくなったとしたら――もう、その先は考えたくもない。

「智とも宏ひろ君、きみはとてもいい男ですっ！　うまく言っておいてくださいっ！」

　兼康は力強く、有無を言わせない口調でそう言うと、ハンドルを握った。

　同時にウィーンと窓がせり上がり、兼康と智宏の間に割って入る。

「あっ、こらっ！　逃げる気か！」

「えっ、なんですって？　よく聞こえませんけど」

「嘘うそつけ。あんたが聞こえないわけないだろ！」

「じゃあ、あとはよろしく。発車しますから離れてくださいね」

　片手をヒラヒラと振ってワゴンを発車させると、兼康は海岸沿いの道を文字通り逃げるように走り去っていった。

「こっ、この卑ひ怯きよう者～！」



    

  
    
      
第二章　名物・フグの活いけ作づくり鍋なべ





　海水浴場まで迎えに来てくれたバスによって到着した旅館は、智とも宏ひろの予想を大きく超えたものだった。

「本当に、ここでいいのか？」

　車内で読んだパンフレットによると、ここは創業二百年を数える老舗しにせ旅館だそうだ。

　智宏の予想では民宿に毛が生えたような、歴史だけはありますよ、といったようなうらぶれた旅館を想像していたのだが、これはあとで兼かね康やすに謝らねばならないだろう。

　建物は二階建て。

　長年、海風に耐え抜いたしっかりとした木造建築で、門前には純和風の庭が広がっていた。

　その敷地全体からは歴史と、奥行きの深さというものが感じられる。

　観光地にありがちな高層ホテルのように、ただ無む闇やみに大きさを誇っているような造りとは、まったくコンセプトが違っていた。

　写真の少ない控えめなパンフレットであったため、到着するまでどんな建物なのかは想像がつかなかったのだが、どうやら地味なパンフレットは制作費をケチったわけではなく、老舗旅館の品性と自信の現れだったらしい。

　バスが玉砂利の敷き詰められた前庭に停車すると、建物の玄関から和服姿の女将おかみたちが迎えに出てくれた。その絶妙なタイミングからして、ずっとバスの到着を待っていたのだろう。

　しかし、降りてきたのが、こんな若造たちではさぞや拍子抜けしたのでは――と思いきや、女将はその笑顔を少しも崩すことなく、智宏たちの到着を丁重に歓迎してくれた。

「ど、どうも……お世話になります」

　なんとも場違いな気持ちになって、智宏は女将にペコペコと頭を下げた。

「楠くすの木き様でいらっしゃいますか？」

「こんにちは、お世話になるわね」

　真ま希きは荷物を他ほかの仲なか居いに手渡しながら挨あい拶さつをした。

　ちなみに、真希はまだ例のデニム生地のビキニ水着を着たままだった。

　なぜ、真希がいまも水着のままでいるのかと言えば、着替えなどの荷物を先に旅館へ送っていたことをすっかり忘れていたからであった。普段着にも見える水着を着てきたというアイデアは評価するが、その先のことまで考えていないところは、実に真希らしい間抜けなミスである。

　それにしても、着替えが入っていないのならば、さきほど仲居に渡した荷物にはいったいなにが入っているのだろう。やはり女性の荷物の中身は謎なぞが多い。

「先に泳いでこられたのですか？　お疲れになられたでしょう。まずはお部屋にどうぞ」

「ええ、そうさせてもらうわ」

　場違いな格好をしている以外は、真ま希きの応対は余裕があって場慣れしている感じがする。建物を見ただけで圧倒されている智とも宏ひろとは大違いだ。

　もしかして、真希は意外とお嬢様なのかもしれない。そういえば、瑞みず穂ほの話によると、真希は私立のお嬢様中学校の出身だそうである。

　そんな真希に少しだけ劣等感を感じながら、智宏は顔が映るぐらい磨かれた木の廊下を小さくなりながらついていった。



　通された部屋は、建物に負けない贅ぜい沢たくなものだった。

　十五畳ぐらいの和室が二部屋あり、広い洗面所に温泉をひいているという内うち風ぶ呂ろもある。

　テレビは大型液晶ハイビジョンで、ＤＶＤプレイヤーまで備えてあった。

　冷蔵庫が無いのは、買ってきたジュースを部屋に持ち込もうなどというセコい考えの客がいないからだろうか。

「こりゃあ、広いなー！」

　智宏はとててっと窓に近寄った。

　そこからの景色は、当然、旅館の裏に広がる日に本ほん海かいである。

　海水浴場からは少し離れているため、窓から見える海岸は白波が豪快に打ち寄せる岩場となっていた。

「お疲れのところ恐縮ですが、宿やど帳ちようをお願いできますでしょうか？」

「はいはい！」

　女将おかみに呼ばれてバタバタと慌ただしく、みんなのところへと戻る。

　なんだか自分だけがはしゃいでいるようで恥ずかしい。

　何気にお嬢様らしい真希や、旅行に慣れている瑞穂はいいとして、こういうときに一番騒ぎそうな好この香かまでおとなしいのはどういうわけだろう。

　しかも、いつもの着物姿に変へん化げしているので、誰だれよりもこの旅館に似合った雰囲気をかもし出していたりする。

　なんとなく仲間を作りたくて「こんなおしとやかそうにしていますけど、いつもはもっと馬ば鹿かなんですよー」と、女将に告げ口したい誘惑に駆られる智宏であった。

「お部屋は二部屋ご予約をいただいておりますが、部屋割りはいかがなさいますか？」

「えっ、もう一部屋あるの!?」

　いまの部屋だけでも五人で泊まるには、十二分の広さがある。

「あたりまえでしょ。あんたと同じ部屋で寝られるわけないじゃない」

「いや、それはそうだけど……」

　それにしても豪勢な話である。

　国交省の役人というのは、こんなにリッチなものなのだろうか。ニュースで役人の汚職が騒がれているのも、こんなところに泊まっているところを見せられたら納得できる。

「じゃあ、みなさんはこちらの部屋で。私たちは、向こうの部屋にしましょうか、あ・な・た」

　いままで物静かにしていた好この香かが、智とも宏ひろの胸をぐりぐりと指で触りながら頬ほおを桜色に染めて言った。

「まあ、ご夫婦だったのですか！」

　いままでずっと穏やかに接客してくれていた女将おかみも、この好香の一言には驚きを隠せなかったようだ。

「まだ、新婚ほやほやですけどね～」

　くねくねと身をよじらせながら、好香は智宏の手にそっと手を重ねる。

「クワッ！」

　そんな二人の様子に、コヒロが目を大きく見開いて奇声をあげた。

「……失礼しました。まさか、稲いな村むら様がご結婚されていたとは存じ上げませんでしたので」

　みんなの視線を集めたコヒロは、すぐに頭を下げた。

「んなわけないでしょ！」

　座卓を両手で叩たたいて、真ま希きが叫さけんだ。

「えーと、稲村智宏と――その妻、好香……っと」

「そこっ、勝手に宿やど帳ちように書き込まない！」

　真希は素晴らしい背筋力で身を翻ひるがえすと、今度は好香に鋭いツッコミを入れる。

　徐々に明らかになるこの面々の本性に、さすがの女将も若じやつ干かん呆あきれたような顔になりつつあった。

「わかった、じゃあ、俺おれがひとりで別の部屋に泊まるから、好香は瑞みず穂ほたちと一緒の部屋だっ。いいなっ！」

「ええ～っ、そんなのいやいや、いや～ん！」

　さっきまでのおしとやかな雰囲気はどこにいったのやら。好香は宿帳を抱きしめて、幼い子供のようにイヤイヤと身体からだを左右に振った。

「あの部屋におひとりで泊まられるとなると、少し広すぎるかもしれませんが……」

　女将は気を遣つかってくれたのだろうが、智宏にとってそれは余計な一言であった。

「ほらほら、女将さんもこうおっしゃっていますし～」

「駄だ目め、そんなの駄目です、好香さん！」

　瑞穂も顔を赤らめながら反論する。

「だったら、瑞穂ちゃんも一緒にどうですか？」

「そ、そんな……私はそういうわけには……」

「あんた、なに言ってんのよ。だ、だ、男子と女子が同じ部屋にだなんて――」

　好香と瑞穂、そして真希が三みつ巴どもえでギャーギャーと言い合いを始める。

　智とも宏ひろがちらりと女将おかみの顔を盗み見すると、貼はりついた笑顔のまま固まっていた。

　そんな混こん沌とんとした状況を鎮しずめてくれたのは……意外なことにコヒロの一言であった。



「でしたら、私が稲いな村むら様と一緒の部屋になりましょうか？」



「……へ？」

　かしまし娘たちプラス智宏が、呆あつ気けにとられた顔で揃そろってコヒロのほうを見ると、きちんと正座したコヒロのお尻しりに生えた尾羽がピコピコと上機嫌そうに動いていた。



　　　　　◆◇◆



　コヒロの一言で毒気が抜かれた女性陣は、結局、あとから来るであろう兼かね康やすも計算に入れて男と女で分かれる部屋割りで妥協することにした。

　当たり前といえば、当たり前の結論なのだが、これを導き出すのにあれだけ大騒ぎができるのだから、彼女たちと関かかわりを持つようになって智宏の苦労が急激に増えたのもうなずける。

　しかし、いまこのひととき――智宏はそんなことをすべて忘れて、のんびりとこれ以上無いぐらい心底リラックスをしていた。

「いやあ、気持ちいいねぇ～」

　誰だれもいない広々とした露ろ天てん風ぶ呂ろにつかりながら、智宏は両手で顔をぬぐった。

　ここの温泉の湯はあまり臭においはしないが、なめるとちょっとしょっぱかった。海が近いからだろうか？

　泉質はナトリウム・カルシウム－｜塩化物・硫酸塩泉とか難しいことが書いてあり、効能を見ると神経痛、糖尿病などに効くそうな。まだ若い智宏にはあまり縁の無いものだが、それでも温泉が素晴らしいことには変わりない。

　露天風呂を探しながら建物内をウロウロしてみたところ、どうもこの旅館は客が少ないようだ。ただし旅館が流は行やっていないというわけではなく、最上のおもてなしをするためにわざと部屋数を少なくしているらしい。パンフレットの受け売りであるが。

　おかげで、この広い露天風呂は貸切状態。海で泳ぎ疲れていなかったらひと泳ぎしてやろうかと思うほどである。

　隣は女風呂のようだが、ふたつを遮る壁は高く、強固であり、漫画のように板の隙すき間まからのぞけるといった甘ちゃんな構造ではなかった。

　智宏も男なので、やはり隣の様子は気にかかる。

　他ほかの客がいなく静かなため、向こうの会話は自然と聞こえてくる。

　智宏は顔を半分お湯につけ、じっと壁の近くで耳をすませてみると、主に聞こえるのは真ま希きと瑞みず穂ほがはしゃぐ声だった。

　ほんとうにいつのまにあの二人はあんなに仲良くなったのだろうか。

　兼かね康やすが用事でいなくなったときはどうなることかと思ったが、真ま希きも案外と楽しくやっているようでホッとした。

　別に変な下心があるわけではないが、ひとりで湯につかりながらぼんやりと隣の声を聞いていると、ひとつの疑問が浮かんできた。

　コヒロの声が聞こえないのは、まあいつものことだ。

　しかし、好この香かの声が聞こえないのは――

「おこんばんわ～」

　そんな智とも宏ひろの心を読んでいたかのようなタイミングで、湯煙の向こうの戸がカラカラと開いて、そこからタオルで身体からだを隠した好香が入ってきた。

「馬ば鹿か、こっちは男湯だっ！」

　智宏は湯の中で真まっ赤かになって叫さけんだ。

　心の片隅でちょっとだけ予想していた展開ではあったが、予想していたから冷静な対応ができるというシチュエーションではない。

「なに言っているんですか。私は妖よう怪かいですから、男湯とか女湯とかは関係ないですよ」

　納得できそうで、まったく納得できないことを言いながら、好香はごく当然のように湯船の側そばに寄って手て桶おけで身体に湯をかけた。

　タオルが濡ぬれて、好香の悩殺的な身体の線がくっきりと浮かび上がる。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      　これから自分はどうなってしまうのだろうか？

　制御できない感情に脳みそが支配されそうになったとき、頭上から至極冷静な声が聞こえてきた。

「妖よう怪かいには男湯と女湯は関係なかったのですか？」

　見上げると、智とも宏ひろの身長の倍以上ある温泉の仕切りの上から、コヒロがこちらをのぞき込んでいた。

　いったいどうやって登ったのだという疑問は、コヒロがカラスの妖怪であることを考えれば愚問であろう。

「でしたら、私も稲いな村むら様のお背中を――」

　そこまでいいかけたところで、コヒロの身体からだは急に壁の向こうに引きずり込まれるように消えた。

「な～にやってるのよ、コヒロ！」

　真ま希きの怒声が仕切り越しにもはっきりと聞こえた。

「好この香かさんが向こうにいらっしゃるので、私もと思ったのですが」

「「ええ～っ！」」

　真希と瑞みず穂ほの声がダブって聞こえてくる。

　もう最悪だ。

「行けっ、縛鎖の小人たち！」

　真ま希きの叫さけびが聞こえたかと思うと、ジャラジャラという鎖の鳴る音と共に、仕切りの向こうから小さな人影がわらわらと現れた。

「ほーほー！」

「ふーふー！」

　白い頭ず巾きんに「縛」と染め上げたはっぴ姿。真希が縛鎖と呼ぶ術を行使するときに呼び出す小人たちである。

「いや～ん！」

　仕切りの向こうから男湯へと乱入した小人たちは、目にも留まらぬ早業で好この香かを鎖で縛り上げた。タオル一枚のナイスバディな女性が鎖に縛られている姿に、思わず智とも宏ひろはインモラルな想像をしてしまう。

「ふーふー」

　好香を縛り終えた縛鎖の小人たちは、仕切りの向こうに鎖の端っこを投げ入れた。

　すると、その鎖は女湯のほうへガラガラと一気に引っ張られていく。

「きゃああああっ！」

　鎖に縛られた好香の身体からだが軽々とつり上げられ、そのまま女湯のほうへと消えていった。

　その途端、向う側ではついさっき部屋で繰り広げられていたような、女三人の言い争いが始まる。

「まったく、色気も情緒もあったものじゃないな……」

　あまりの騒々しさにうんざりした智宏は、隣の様子をうかがうことはやめ、安らぎを求めて女湯とは離れたほうの湯船へと移動した。

「ほーほー」

「ふーふー」

　見ると縛鎖の小人たちが、興味深そうに湯に手を突っ込んで顔を見合わせている。

「おまえら仕事が終わったんなら、一ひと風ふ呂ろ浴びていけよ」

「ほーほー！」

「ふーふー！」

　智宏に許可をもらった縛鎖の小人たちは、いそいそとはっぴを脱ぐと歓声をあげながら次々と風ふ呂ろの中へと飛び込んでいった。

　この騒がしくも可愛かわいらしい連中は、智宏もおきにいりである。

「………？」

　小人たちの姿に心和なごませていた智宏だったが、しばらくして表情を険けわしくさせた。

「って、おまえら浮かないのかよっ！」

　智宏はあわてて小人たちが沈んでいったあたりを、懸けん命めいに両手で探った。



　危ういところで救助された小人たちは、湯船の縁や、智宏の背中につかまったりしながら、湯につかっていた。

「おまえらなぁ、自分の背丈とか考えてから飛び込めよな」

「ほーほー」

　小人たちはペコペコと頭を下げているが、あまり反省しているようには見えない。

　中には智とも宏ひろの頭にのぼってくつろいだり、お湯を掛け合って遊んでいたりしているモノもいる。

「ふーふー」

　先に湯からあがっていた小人たちが、タオルを持って手招きをしていた。

「なんだ、背中でも流してくれるのか？」

「ふふー！」

　小さな胸をトンと叩たたいて、小人たちは数人がかりでタオルに石けんをつけ始める。

「じゃあ、やってもらおうかな」

　智宏が湯からあがると、他ほかの小人たちもわらわらとついてきた。なんだかカルガモの親子にでもなった気分だ。

「でも、おまえたちで、ちゃんと洗えるのか～？」

　その小さな身体からだではどうも頼りないと思ったが、さすが縛鎖を運ぶので鍛きたえられている小人たちは見た目よりも力が強く、ごしごしとこすってもらうとこれが実に気持ちが良い。他の小人たちも手持ちぶさただったのか、どこからかタオルを持ってくると、背中だけでなく智宏の腕や足などを洗い始めた。

　もう、全身泡まみれ、小人まみれで、智宏が自分で洗う余地が残されていないほどである。

　なんとなくやることがなくなったので、智宏は手近にいた小人を膝ひざの上に乗せて抱きかかえると、お返しに洗ってやった。

「ほー！」

　自分が洗われるのは嫌いなのか、それともくすぐったいだけなのか、小人はしきりにもぞもぞ動いて逃げようとする。

「こら、じっとしてろ！」

「ほーほー」

「……そういや、おまえたち、なんで風ふ呂ろの中でも頭ず巾きんを取らないんだ？」

　智宏は不思議に思って、いま抱きかかえていた小人の頭巾に手をかける。

「ほーっ！」

　すると、小人は両手で頭巾を押さえて、首を激しくいやいやと左右に振る。

「なんだ、取っちゃだめなのか？」

「ほー！」

　小人はコクコクとうなずいた。

「うーん、そうか……気になるなー」

　見てはいけないと言われると見たくなるのが人間の性さがというものだが、あんまり小人が必死だったので、可哀かわい相そうになって頭ず巾きんを取るのはやめにしてやった。

「……でも、こっちは丸出しなのな」

　智とも宏ひろはひょいと膝ひざに乗せていた小人を持ち上げると、そのへその下をしげしげと眺ながめた。

「へえ、ちゃんとちっこいのがついてら」

「ほっ、ほほー!?」

　持ち上げられていた小人は目を大きく見開いて驚いたような顔をすると、その短い足でぽこーんと智宏の顎あごを蹴けった。

　それがクリーンヒットして、智宏は大きくのけぞりながら仰あお向むけに倒れる。

「あたたた……」

「ほほーっ！」

　起き上がろうとした智宏に、小人たちの逆襲が始まった。

　さっきの小人を筆頭に、一いつ斉せいにあたりにいた小人たちが智宏に襲いかかる。

「うわっ、こら、やめろ！」

　小人たちは脇わきや足の裏、そして人にはとても言えない場所をこちょこちょとくすぐり始める。

「うひゃひゃひゃひゃひゃ！　や、やめてっ、やめてくれ～！」

　なんとか逃れようとする智宏だったが、小人たちがばらまいた石けんの泡に足を取られて自由に身動きできない。

「ごめん……悪かった……謝ります……」

「ほーほー！」

　笑い疲れてぐったりと突っ伏してしまった智宏の上に、大物を仕留めたハンターのように小人たちが登ってポーズを取った。この戦いは智宏の完敗だ。

「ふー？」

　すると、勝利者のひとりである小人が、智宏の左手を持って不思議そうな声をあげた。

「んー、どうした？」

　背中に乗っていた小人をポロポロと落としながら、智宏は起き上がった。

「ふーふー」

　小人は、智宏の小指に絡んだ紐ひものようなものを引っ張っている。

　最初、髪の毛でも絡んでいるのかと思ったが、それは思いの外長くて、どこまで続いているのか湯気に隠れてよく見えない。

「なんだこれ？」

　それは髪の毛ではなく、細くて茶色の繊維のようなものだったが、智宏がちょっと触るとすぐにほぐれるように崩れ、消えてしまった。

「おまえたちがやったのか？」

　自然のモノとは思えなかったので小人たちに尋ねてみるが、揃そろって首を横に振っている。

「海でなにかに憑つかれたのかな？」

　昼間、海の底にいたモノのことを思い出す。

　智とも宏ひろは目を凝らしてあたりを見回したが、なにも変わった気配は無かった。

　自分に悪意を持っていたり、霊格の高いモノであれば、眼力を持つ智宏の目に見えるはずである。

　小人たちもさきほどの紐ひもには特に警戒するようなこともなく、ひっくり返した湯ゆ桶とうを浮き輪代わりに湯につかりなおしたりして、再び、思い思いのスタイルで再び温泉を楽しみ始めていた。

「……なんだったんだろうな、あれは？」

　少しだけ気にはなったものの、のんきに温泉を楽しんでいる小人たちの様子を見ていると悩んでいるのが馬ば鹿からしくなってきた。

「よ～し、おまえら。百数えるまで出ちゃあ駄だ目めだぞ～」

　智宏は身体からだについた泡を湯で流すと、小人たちのいる湯船の中に入っていった。
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　温泉を満喫したあとは、お待ちかねの夕食だ。

　部屋に運び込まれたのは、海が近いだけあって、魚介類をメインにした見た目も美しい懐かい石せき風の夕食である。

「若いかたにはちょっと物足りないでしょうから、季節外れですけどこういうものも用意してみましたが……」

　仲なか居いが運んできたのは、黒いすき焼き鍋なべとコンロ。

　そして、それに続くのは、桃色の霜降り和牛の薄切りが美しく並べられた大皿だ。

「能の登と牛をすき焼きで味わっていただこうかと」

「へぇ、すき焼きかぁ～」

　すき焼きと言われて、智宏は珠たま枝えの顔を思い出した。

　珠枝いわく「鍋は季節にかかわらず、いつ食べても素晴らしいもの」なのだそうだ。

　確かに、このとろけるような脂の乗った和牛肉を見れば、その言葉にも納得できる。このことを話してやったら、きっと珠枝は多いに悔しがることだろう。いまから土産みやげ話をするのが楽しみだ。

「あと、こちらがご注文いただきました地酒の加か賀が鳶とびです」

「よっ、待ってました～！」

　浴衣ゆかた姿の好この香かが手を叩たたいて歓声をあげた。

「なにあんた、お酒なんて勝手に頼んでるのよ！」

「だって、宴会にはお酒がなきゃあ始まらないじゃないですか」

　運び込まれた一升瓶に愛いとおしそうに頬ほおずりすると、好香はさっさと栓せんを開けてしまった。

「もう開けちゃいましたんで、これでは返品はできませんねぇ～」

「たくっ、図ずう々ずうしいわね。この桜の精は！」

　真ま希きが忌々しそうな顔をしている横で、コヒロが好この香かのほうをじっと見つめていた。

「おっ、コヒロさんも一杯やります？」

　上機嫌で好香が一升瓶を持ち上げるが、コヒロの視線は別のほうに向けられている。

「これがどうかしました？」

　好香が閉じていた手を開くと、中にはさっき抜いた一升瓶の栓せんが握られていた。

　それを見たコヒロは目を大きく見開くと、素早い動きで奪い取った。

「ど、どうしたんですか!?」

　いつもはおとなしいコヒロの思わぬ行動に、好香は鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔をした。

「コヒロは光りモノに目が無いのよ」

　真希はため息混じりに呟つぶやく。

　一方、コヒロは王冠を両手の上に乗せて、しげしげと見つめている。その姿は茶器の名品でも愛めでているかのような雰囲気だ。

「へ～っ、そうなんですか。私は、お酒と智とも宏ひろさんに目が無いんですよ～」

　ウヒヒと笑いながら、好香は一升瓶を抱えて智宏の脇わきに腰を下ろした。その際、座ざ布団ぶとんをずらして、智宏と身体からだが触れあうぐらい近くに寄るのも忘れていない。

「あーもう、なんでもいいから食べましょう。お腹なかすいちゃったわ」

　何を言ってものれんに腕押しな好香の相手をするのに疲れたのか、真希も手近な席にぺたりと腰を下ろした。

「うわぁ、美お味いしそう～！」

　瑞みず穂ほも空いている智宏の隣に腰を下ろそうとしたが、同時にそこに座ろうとしていたコヒロと目が合った。

「あれ、コヒロ……さん？」

　一瞬、瑞穂はコヒロの目に気け圧おされたような顔をする。

「コヒロ、あんたはこっち！」

　真希は自分の隣の席をパンパンと叩たたいて、コヒロを呼んだ。

「……はい」

　真希に呼ばれて、コヒロは一瞬だけ目を大きく見開くと、すぐに瑞穂に席を譲った。

「いいの、コヒロさん？」

「はい、結構です」

　なんとなく沈んだような声で答えると、コヒロは真希の横の座布団に正座をした。

「じゃ、じゃあ、この旅行の初日の夜にかんぱ～い！」

　なぜか場の空気が重くなったような気がしたので、智宏は気を遣つかって精一杯明るい声で音おん頭どを取った。もちろん、未成年の智宏たちが持っているのはジュースである。

「はい、かんぱーいっ！」

「かんぱいで～す」

「……はいはい、乾杯ね」

　好この香かと瑞みず穂ほがそれに同調すると、真ま希きも渋々ながらそれに従う。

「……乾杯です」

　そして最後に、ツーテンポぐらい遅れたタイミングで、コヒロが両手に持ったグラスをそっと前に差し出した。
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　美しく盛られた料理に舌鼓を打っているうちに、席の雰囲気はすっかり和なごやかになった。

　上品で見目も麗しい懐かい石せき風の料理はどれもひと手間がかかっており、家庭では食べられない味わいである。

　だが、やはり智とも宏ひろのような食べ盛りの年とし頃ごろは、女将おかみが気を遣つかって用意してくれたすき焼きのようなわかりやすい料理のほうが好みだったりする。

　みんなでわいわい美お味いしい鍋なべをつつけば、自然と笑顔になるというものだ。

「よ～し、なんか盛り上がってきましたから、得意の技を見せちゃいますよ～！」

　だいぶ杯の進んでいる好香が威勢良く立ち上がり、くるりとその場で一回転すると、藍あい色いろの地に控えめに桜の花びらの模様を染めた着物姿へと変へん化げした。

「じゃ～ん、好香・夜桜バージョンで～す、宴会といえば、やっぱり芸者さんがお約束ですよね～」

　いつもの可愛かわいらしい色合いの着物に比べると、今晩の着物はだいぶ大人びた感じがする。

　髪型も日本髪に結い上げられており、桜の花びらをモチーフにしたかんざしを刺していた。桜色に染まった肌にはおしろいが少し濃いめにはたかれて、これまたなんとも艶なまめかしい。

「好香さん、色っぽ～い！」

　瑞穂は手を叩たたいて喜んでいるが、真希のほうは少し意地悪そうな顔をして、そんな好香の姿を見た。

「ふん、馬ば鹿かのひとつ覚おぼえね」

「うわわわっ、また馬鹿にして～！」

　せっかくしっとり大人の雰囲気になったというのに、中身は変わらず、いつもの好香であった。

「だったら、別の術でも見せてみなさいよ」

「むむむむむっ！」

　好香は頬ほおを膨らませて真希のほうをにらみつけている。

「そ、そうだ、好香は姿も消せるんだよな？」

　せっかく場が和やかになったのに、また喧けん嘩かを始められてはたまらないので、智宏が助け船を出してやった。

「はん、そんなの妖よう怪かいだったら誰だれでもできるのよ。自慢げに語るほどのものでもないわ」

　真ま希きが鼻で笑いながら言った。

「え、そうなのか？」

「……そうでしゅ～」

　しゅんとした顔で好この香かが答える。どうも助け船はやぶ蛇だったらしい。

「妖怪ってのは、もとから現世うつつよと縁が浅い存在なの。それを濃くするのは霊格次第だけど、浅くすることは誰でもできるのよ」

「ふーん」

　智とも宏ひろは腕を組んでうなずいてから、おもむろに尋ねた。

「で、その『縁』ってのはなんなんだ？」

「あんたそんなことも知らないの？」

「前に聞いたことがある気はするけど……」

「縁ってのは、どれだけ現世に影響力があるかってことよ。縁が極端に浅ければ、そこにいることすら気づかれない……つまりは、普通の人の目には見えないってわけ。その桜の精も、わざと縁を浅くして人の目を誤ご魔ま化かしているだけなの」

「へ～っ、そういう仕組みなのか」

「縁が浅いってのは霊格の低さを表しているから、そんなの自慢にもならないのよ……って、なによあんた？　変な顔でこっちを見て」

　智宏がじっと見ているのに気づいたのか、真希は少し戸惑ったような顔をした。

「意外と物知りなんだな。なんか見直した」

「あっ、あたりまえでしょ。私は日本で五本の指に入るほどの祈き祷とう師しなんだから。もっと尊敬してちょうだい」

　珍しく智宏が誉ほめたりしたので照れているのか、真希は真まっ赤かな顔をしてそっぽを向いた。

「むーっ、このまま馬ば鹿かにされて引き下がっては全国百万本の桜に申し訳が立ちません。こうなったらとびきりの術を見せちゃいますぞっ！」

　好香はムッハーと鼻息を荒くしながら湯飲みに日本酒を注ぐと、それを智宏に手渡した。

「これがどうかしたのか？」

「よ～く見ててくださいよ。うーにゃむにゃむにゃむーにゃむにゃ……とりゃあっ！」

　怪しい呪じゆ文もんを唱えながら、好香は気合いと同時に智宏の手の湯飲みをビシッと指さした。

　するとどこからともなく、ひらりと桜の花びらが一枚湯飲みの中に舞い降りてきた。

「……ほお」

　水面に浮かぶピンクの花びら。

　それは、とても情緒があるが……それっきり、いくら待ってもなにも起きることはなかった。

「ぷはーっ、どうですか。好この香かのとっておき『どこでも花見酒』の術です！」

　すっかりいい仕事を終えた顔になって、好香はみんなの反応を待っている。

「あー、うん。すごいと思うよ」

「うん、ごくろうさま。すごいと思うわ」

「わ、私は好きよっ！　こういうの癒いやし系って言うのよね？」

　智とも宏ひろたちは少し気の毒そうな顔をしながら、順番に好香のことを誉ほめていった。

「な、なんか、みなさん私に妙な気遣づかいをしていませんか!?」

「いや、そんなことないよ。本気ですごいって……」

「じゃあなんで目をそらすんですか～！」

　好香は智宏の肩をつかんでがくがくと揺さぶる。

「いや、気のせいじゃないんですか？」

「気のせいなんかじゃないですよ。なんか智宏さん、敬語になってますし！」

　いったいどうしたものやらと、好香に揺さぶられながら智宏が考えていると、部屋の襖ふすまが開いて廊下から仲なか居いが入ってきた。

　この旅館では珍しく若い感じの仲居で、顔は伏せているのでよく見えないが、ピタリと頭に貼はりついているような珍しい髪型がちょっと気になる。

　そんな彼女は無言のまま、運んできた皿をすき焼き鍋なべの脇わきに置いた。

「……え、なにそれ？」

　好香に絡まれながらも、智宏はその皿の上に乗っているモノを見て、自分の目を疑いたくなった。

　それは一匹のフグ。

　しかも、まったく調理された形跡のない、さっきまで泳いでましたと言っても良いような状態のフグだった。

　いったいなにが始まるのだと、その皿を凝視していた智宏だったが、仲居は思わぬ行動に出た。

　やおらフグの尻尾しつぽをつかむと、なんとそのまますき焼き鍋に入れようとしたのだ。

「ちょ、ちょっと待ったぁ！」

　智宏が叫さけぶと、その仲居はビクッとした様子で動きを止めた。

「ひあぁっ！　な、なにか？」

「いや、そのフグって、そのまま鍋にいれるんですか？」

「は、はい……そうですけど」

「だって、フグですよね。毒があるんじゃあ？」

「これは……あの……毒無しフグですから」

　毒無しフグ――そんなものがいるとは、智宏はまったく知らなかった。

　そういえば、まわりのみんなはフグのことなど気にもとめていない様子で、驚いているのは自分だけである。

　正直いえば、智とも宏ひろはこれまでの人生でフグを食べたことがない。もしかすると、グルメの間では毒無しフグ鍋なべというのは常識なのかもしれないと、ここは余計なことは言わずに事の成り行きを観察することにした。

「では、入れます」

　仲なか居いがフグを鍋に近づけたとき、突然、いままでグッタリとしていたフグがビチビチと暴れ出した。

「ひあぁっ！」

　仲居は小さな悲鳴をあげてフグから手を放す。

　自由になったフグはすき焼き鍋を尻尾しつぽではじき飛ばしながら、座卓の上で暴れ回った。

「なっ、なにやってるのよ。あんたは！」

「智宏さん、こんなフグなんてどこから持ってきたんですか!?」

　真ま希きと好この香かが、座卓で暴れるフグに驚きの声をあげた。

「す、すみませんでしたぁ～！」

　そんな騒ぎをそのままに、仲居はあわてて立ち上がりどこかに行こうとする。

「ちょっ、ちょっと！　これなんとかしてくれよ！」

　いくらなんでもこの状況をほったらかして職場放棄は無責任だろうと、智宏は彼女の手をつかんだ。

「えっ……？」

　その感触に、智宏は一瞬ギョッとした。

　彼女の手はまるで海の水のように冷たく、しっとりと濡ぬれていたのだ。

「あれ、智ちゃん……その人は誰だれ？」

　仲居のすぐ脇わきに座っていたはずの瑞みず穂ほが、まるで初めて気づいたといった顔で尋ねた。

「誰って……」

「稲いな村むら様、その女から離れたほうがよろしいかと」

　正面のコヒロが、この騒ぎの中でもなぜかハッキリと聞こえる、低い声で呟つぶやいた。

　まわりを見ると、真希も好香も仲居のほうを不思議そうな顔で見ている。

「このひと……さっきまでいませんでしたよね。いつのまに？」

　好香がポツリと呟いたのが合図だったかのように、真希は素早く立ち上がると、その場でドンドンと足を踏みならした。

「縛鎖の小人！」

　真希の呼びかけに応じて、畳の下からモコモコと縛鎖の小人たちが現れる。

　その手にはジャラジャラと音を立てる金属製の太い鎖。

「早く離れてください」

　智宏と仲居の間に、黒い何かが割って入った。

　それは鳥の翼に変へん化げしたコヒロの腕で、巨大な羽がまるで壁のように広がって、智宏と仲居を分ける。

「瑞みず穂ほさんはこっちに！」

　このただならぬ緊迫感を察したのか、好この香かは瑞穂の手を取って部屋の奥へと避難した。

「な、なんだよ、どうしたんだよ？」

「それはこっちの台詞せりふよ。そいつ何者？」

「……えっ？」

「真ま希き様、縛鎖を」

　珍しくコヒロのほうから、真希に指示を出した。

「わぁってるわよ。縛鎖の小人たち、そのモノを捕縛しなさい！」

「ほほーっ！」

　鎖を担いだ小人たちが、仲なか居いへと飛びかかるのがコヒロの翼越しに見えた。

　あの不思議な鎖の威力は、前に縛られたことのある智とも宏ひろ自身がよく知っている。一度絡めば、そう簡単には逃れられない……はずだった。

「ほっ？」

　仲居の周囲に張り巡らされたと思った縛鎖が、一いつ斉せいにバラバラになって落ちていく。

　畳の上には、鎖とは呼べないほどに細かく切断された破片が散らばる。

「う、嘘うそっ、縛鎖が……こんな簡単に!?」

「みなさん、お下がりください」

　コヒロは広げた翼を腕の中に収めつつ、智宏と真希をかばうように仲居の前に立ちはだかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　そして、翼の代わりに、今度は両手を黒く鋭いかぎ爪づめに変へん化げさせる。

　さっきまで足下をちょろちょろしていた小人たちは、そんなコヒロの迫力に怯おびえたように、あわてて畳の中へと潜っていった。

　智とも宏ひろは恐怖心を腹の底に無理矢理に押し込みつつ、相手のことをよく観察する。

　見て、理解する。

　それが珠たま枝えの教えてくれた、このような得体の知れないモノにできる、智宏の唯一の対処法。

「あれ……この人は……」

　顔をあげた仲なか居いの顔に、智宏は見み覚おぼえがある。

　確か、バス停で会ったスクール水着の女の子だった。仲居の服装をしているため気づかなかったが、その驚きと怯えが混ざったような目を見て、智宏はようやく思い出した。

　あともうひとつ、彼女の着物の袂たもとから細い糸のようなものが垂れていることにも気づいた。普通なら見過ごしてしまうようなモノだったが、眼力を持つ智宏の目にはそれは異形の姿をとったコヒロを超えるほどの、圧倒的な存在感を放っているように見える。

「あの糸みたいなモノは……？」

　智宏の問いかけに、コヒロは小さくうなずく。

「袂の中に何かを隠し持っています。とても霊格の高いモノを」

　息のつまるような状況の中で、唯一動いているのは座卓の上のフグだけだった。

　ビチビチと威勢良く尻尾しつぽを動かして、そのフグは仲居の足下へと跳ねていく。

「…………」

　そんなまったく場違いなフグの間の抜けた動きに、なぜか全員の視線が集中した。

「ご、ごめんなさい！」

　突然、仲居は足下で飛び跳ねるフグの尻尾をガシッとつかむと、脱だつ兎とのごとき勢いで部屋から飛び出していった。

「あ……！」

　反射的に追いかけようとした智宏を、コヒロがかぎ爪を生やした手で制する。

「追わないほうがよいでしょう。危険です」

「そ、そうなのか？」

「少なくとも、私などとは比べものにならないほど霊格の高いモノでした」

「ホントかよ……」

　これまでたくさんの妖よう怪かいを見てきた智宏だったが、コヒロほど底が見えない妖怪は珠枝かマヤぐらいしか心当たりが無い。

　そんなコヒロが言うのだから、よほどのものなのだろう。

　いつもだったら真っ先にブチ切れて追いかけようとする真ま希きですら、じっとその場に立ったままなにかを考えているかのように、切断された鎖の破片を見つめていた。

「どうかしたのか？」

　あまりに静かにしている真ま希きに不安を感じた智とも宏ひろが声をかける。

「ん……別に。ああ、このことは旅館の人には内緒にしておきなさいよ。妖よう怪かいが部屋を荒らしたなんて言ったら、変な客だと思われるからね」

　珍しく理性的なことを言いながら、真希はフグが暴れてひっくり返った皿をテキパキと片付け始めた。

　妖怪らしきモノが大暴れしたというのに、真希の不自然なまでのおとなしい態度に、智宏はなにかよからぬことを企たくらんでいるのではと不安なモノを感じていた。



    

  
    
      
第三章　あえのこと





　翌朝。

　文句の付け所の無いすばらしい朝食のあと、なぜか智とも宏ひろは真ま希きと二人きりで旅館のロビー脇わきにある茶屋にいた。

　日本庭園が室内から眺ながめられる落ち着いた造りで、宿泊客にはお茶と甘味をいつでもサービスしてくれる。

「なんだよ、話って？」

　運ばれてきた濃い緑茶をすすりながら智宏は真希に尋ねた。

　あまり他人の目を気にしない真希が、わざわざこうして二人きりで話をしたいというからには、よほど重要な話なのだろう。昨日の晩から様子がおかしいことを併あわせて考えれば、その話題は例の不思議な闖ちん入にゆう者のことだけだ。

「あんた、また変なモノに目をつけられたみたいね」

　やはり智宏の予想通りだったようだ。

「昨日の昼間、海水浴場の近くにあるバス停で会ったんだ」

「会っただけなの？」

「あとは俺おれのほうが道を聞いて……タオルを貸してやったけど」

　いま思い出すと、あれはちょっとキザだったかもしれないと思い、智宏は少し顔を赤らめた。

「なんでタオルなんかを？」

「あの子、濡ぬれていたんだ。まるで、海からあがったばっかりみたいに」

「……ってことは、あれはさしずめ濡れ女ってところね」

「そのまんまのネーミングセンスだな～」

　真希のセンスの悪さに智宏は呆あきれ顔をする。

「馬ば鹿か、そういう妖よう怪かいが昔からいるのよ」

「あっ、そうなの？」

「もっとも、海辺にいる女の姿をした妖怪をよくそう呼ぶだけで、性質とかはバラバラなんだけどね」

　智宏は彼女と出会ったときのことを思い出すが、どうも自分の知っている人間にそっくりな妖怪というのとは、少し雰囲気が違っていたような気がする。彼女はとてもか細く、そこには隠された裏が無いというか……影が薄いような気がした。

　コヒロや好この香かは人間の姿にもなれるといった感じで、その存在感はもっと濃厚だ。

「それで、またあの子を退治しようってのか？」

　妖よう怪かいを見ると、やたらと好戦的になるのは真ま希きの悪い癖くせである。

　そんな智とも宏ひろの皮肉に真希は気づいていない様子で、やや真剣な面持ちで答えた。

「あんな雑ざ魚こどうでもいいのよ。気になるのは、あれが袂たもとに入れていたモノよ」

「あの茶色い紐ひもみたいな奴やつか」

「あれって、たぶんエビス様だわ」

　あんまりさらっと言われたので、最初、智宏はうっかり聞き流してしまった。

「えっ、なに？」

「エビス様よ。あんただって知ってるでしょ。宝船に乗ってる七福神のひとり」

　そう言われてようやく智宏にもピンと来た。確か太った老人の姿をしていて、釣つり竿ざおと鯛たいを持っている神様のことだ。やたらと縁起の良さそうな顔をしていて、ビールのラベルにもなっていた気がする。

「ええっ、あれってそんなすごいモノだったのかよ！」

「そんなに驚くほどのモノでもないわよ。エビス様なんて日本全国にたくさんいるんだから」

「たくさんって……神様なんだろ。しかも七福神の……」

「神に名前をつけるのは人間よ。地元で崇あがめている力の強いモノに、神の名前をつけて箔はくをつけているだけ。エビス様の名前を使うのは、海岸沿いの土地に多いわね」

「なんだ、エビス様っていったって名前だけか。けど、そんなことして本物のエビス様は怒らないのか？」

「エビス様はちょっと変わった神様だからね。本当はそんな神様はいなくて、各地で祭まつられているエビス様と呼ばれるモノしかいないのかもしれない。名前だけで実体の無い神様ってのも、いくらでもいるから」

　そういえば、好この香かの住んでいるお稲荷いなりさんの神様もずっと留守をしているという話を聞いたことがある。あちらは忙しくて日本全国を飛び回っているからなのだそうだが。

　神様が留守をしている神社に真面目まじめにお祈りをしている人たちは、その事実を知ったらどう思うだろう？

「――けど、人が崇めればそれは神になるわ。その力は並の妖怪とは比べものにならないほどよ」

　智宏だって、神と名のつくモノの力は承知している。

　なにしろ、自分のもっとも身近な存在として神様と一緒に暮らしているのだから。

「でも、なんでそんな神様が濡ぬれ女と一緒にいるんだろう？」

「盗まれたのよ。エビス様を祭っている祠ほこらからね」

「神様を盗むって……」

「そう、普通はあんな霊格の高いモノを持ち出すなんて無理なはず。でも、昨日の晩、私の縛鎖を断ったのは間違いなく、そのエビス様よ」

「濡れ女とエビス様は仲間同士ってことかな？」

「そこが不思議なのよ……濡ぬれ女はエビス様の力を利用していた。でも、いったいどうやって……？」

　一人で悩んでいる真ま希きに、智とも宏ひろはふと思いついた疑問をぶつけた。

「ちょっと待て。なんでおまえはこのあたりのエビス様が盗まれたこととかを知っているんだ」

「なに言ってんのよ。私たちがここに来たのは、盗まれたエビス様を捜すためでしょ？」

「……俺おれたちは、まったく聞いてないんだけど」

　瑞みず穂ほに誘われたときに聞いたのは、兼かね康やすが仕事で利用している宿に無料で泊まれるということだけだ。

「そうだったっけ？」

「だから、あんなに珠たま枝えを連れてこいってしつこかったのか」

「あんたのところの家神は、やたら霊格が高いからね。あっ、言い訳しているわけじゃないけど、これはお兄ちゃんの考えなのよ。私は反対したんだから」

　それでも、そんな魂こん胆たんを隠し持っていたことを少しは悪いと感じているのか、真希は智宏から目をそらして外の日本庭園を眺ながめている。

「あの人は……」

　兼康が事ある毎に珠枝に仕事を手伝ってもらおうとしているのは、智宏もよく知っていた。なにしろ、週に一度は菓子折を持って、挨あい拶さつをしにくるほどである。

　一方、真希のほうはそんな兄とは対照的で、あまり珠枝に好意を持っていない。もっとも、真希の場合、それは妖よう怪かい全般に対して言えることなのだが。

「私としてはお兄ちゃんと二人だけでもよかったのに……まあ、瑞穂と一緒に来られたのは良かったと思っているけど」

　よって、珠枝を利用しようとしていたのは兼康ひとりのたくらみというのも本当のことだろう。プライドの高い真希がそんなことを自分から言い出すわけがない。

　この場に兼康がいれば文句のひとつでも言ってやりたいところだが、残念ながら主犯はどこかへ逃亡中である。

　そうやって考えると、この必要以上に立派な旅館も、珠枝への接待の意味合いがあったのかもしれない。知ってはいたが、やはりまめな男だ。

「けど、これはチャンスよ。なぜだかは知らないけどエビス様を盗んだ犯人のほうからこっちに来てくれるなんてね」

　外を眺めていた真希は八重歯のある口元に意味深な笑みを浮かべ、ジロリと智宏を横目に見た。

「おまえ、俺を囮おとりにして彼女を捕まえようとか考えているだろ」

「ビンゴ！　よくわかったわね」

「おまえの考えなんて、すぐにわかるよ」

「さっさとエビス様を捕まえちゃえば、私たちも早めの夏休みに入ることが出来るのよ。そうしたら、お兄ちゃんたちと思う存分に海水浴を楽しめるでしょ」

　目をキラキラと輝かせながら真ま希きは言った。

　きっと真希にとっては素晴らしいアイデアだったのだろう。そこに智とも宏ひろの迷惑という要素が考慮に入っていないところが、実に彼女らしい。

「なんで俺おれがおまえの仕事を手伝わなくちゃならないのかを聞かせてもらいたいな」

「ケチなこと言いたくはないけど、昨日のすき焼き分ぐらいは働いたって罰は当たらないと思うけど？」

「うっ……！」

　それを言われると、確かに耳が痛い。自分には分不相応な旅館にただで泊まらせてもらうのに、少し気が引けていたのも事実だった。

「まあ、おまえも仕事だろうから、俺で手伝えることがあるのなら協力するけど」

「よしっ、決まりね！」

「それで、どうやって濡ぬれ女からエビス様を取り返すつもりだ。相手はコヒロよりも霊格が高いモノなんだろ？」

　真希の決め技の縛鎖は、あのエビス様にまったく通用しなかったのはもう実証済みだ。

「霊格が高いのはエビス様だけよ。あの濡れ女は見たところたいしたやつじゃないみたいだから、隙すきをつけばなんとでもなるわよ」

「隙ねぇ……」

　智宏が半信半疑な気持ちで、自信満々の真希の顔を見ていると、仲なか居いが大きなガラスの器を持ってきてくれた。

「ど、どうぞ」

　それは見目涼やかな蜜みつ豆まめだった。さいの目に切られた寒天がたっぷり入って美お味いしそう――ただひとつ、その中心にフグが丸ごと入っていることさえ除けば。

　智宏は無言のままで、これを運んできた仲居の顔を見る。

　やはり昨日の晩の濡れ女だった。

　変装のつもりなのか、やけに大きい黒縁メガネをかけているところが、脱力系の笑いを誘う。

「おまえは……」

　智宏が口を開こうとした瞬間、真希におでこをぴしゃりと叩たたかれた。

「美味しそうじゃない。せっかくだから、あんた食べなさいよ」

　真希はニッコリと八重歯を出して笑った。それは悪魔の微笑ほほえみにも似ている。

「た、食べろって……これを？　マジで？」

　智宏は早くも先ほどの協力してやるという言葉を後悔していた。

　すると、真希は目で足下を見るようにと合図する。

　いつのまにか縛鎖の小人たちが現れており、細めの鎖を投げ縄のように振り回していた。その狙ねらいは濡れ女の膨らんだ袂たもと部分だろう。あの中にエビス様を隠し持っていると考えて間違いない。

　しかたなく、智とも宏ひろはカレーを食べるときに使用するようなスプーンを手にとって、フグ入り蜜みつ豆まめを自分の手元に引き寄せた。

「活いきのよいうちにどうぞ」

　蜜豆を活きのよいうちに食べろと言われたのは、これが初めてだ。

「……だいたい、蜜豆ってこんなでかいスプーンでガッツリ食べるモノじゃないだろ」

　もしかして本当は砂糖細工か何かなのではという淡い期待を込めて、智宏は器の中央に横たわるフグの腹をスプーンでつついてみた。

　期待は裏切られ、何とも言えないプニョッとした感触をスプーン越しに感じた――その直後、またもや器の中のフグが大暴れを始める。

「せめて調理してからもってこ～い！」

「ひああっ！」

　豆や寒天を盛大にまき散らすフグに、智宏は作戦も何もかも忘れ、濡ぬれ女を思いっきり怒鳴った。

「いまよっ！」

「ほーっ！」

　スタンバイしていた小人たちが、真ま希きの号令のもとに鎖を投げた。

　細い鎖が濡れ女の身体からだに絡みつくと、昨晩のようにエビス様に切断される前に、小人たちが一いつ斉せいに引っ張った。

「ひああっ！」

　素早く引っ張られた鎖は刃物となって、濡れ女の着物を切り裂いた。

「縛鎖の小人、それを逃がすな！」

「ほーっ！」

　濡れ女の足下から飛び出した小人のひとりが、落っこちてきたモノをキャッチする。

「ほっ、ほほほほほっ!?」

「馬ば鹿か、それじゃない！」

　縛鎖の小人がキャッチしたのはテーブルから落下したフグのほうだった。とれとれぴちぴちのフグを両手に抱えて、小人は目を白黒させている。

「これか!?」

　真希と小人が三文コントをしている間に、智宏は濡れ女の落としたエビス様と思おぼしき茶色い玉を拾い上げた。

　思ったより軽く、茶色い繊維質に覆われた木の玉のような感じのモノ。

　正直、それほどありがたいモノには見えなかったが――それが手に収まった途端、智宏は波の音を聞いた気がした。

　昨日、浜辺で椰や子しの実に触れたときの感覚に少し似ているが、こっちのほうがより強く、明確なイメージが伝わってくる。

「……これは海？」

　それはとても長い時間に渡って、海と風と岩がぶつかり合い生み出してきたモノが凝縮されて、それが一気に吹き出してきたような力強くも優しい波の音。

　広大な海うな原ばらの上にひとり立たされたような錯覚を感じて、思わず智とも宏ひろはエビス様を取り落としてしまった。

　そこに悪意らしきものは無かったが、それでも智宏はその想像を絶する大きさに恐怖に近いものを感じてしまった。たとえおとなしい象でも、間近で見れば思わず恐ろしいと感じてしまうように。

「ひあっ、それは私のです！」

　床に落ちたエビス様を、濡ぬれ女が抱きかかえるようにして奪い返す。

　引き裂かれた着物が脱げ落ち、いまはスクール水着とセーラー服の上着だけという初めてバス停で出会った時の姿になっていた。

「……なにそれ。変態コスプレ？」

　そんな濡れ女を見て、真ま希きが無神経な一言を呟つぶやいた。

「――っ！」

　みるみるうちに濡れ女の顔が真まっ赤かになったかと思うと、大きな涙が両の眼めに浮かび上がった。いまにも泣き出しそうな子供の顔だった。

「な、なによ……」

　そんな濡れ女の反応に、真希も少し動揺したようだった。

　濡れ女はなにか言い返してやろうと口をパクパクとさせたが、出たのはか細い「ひあああっ」という嗚お咽えつだけだ。

　そして、結局そのままなにも言わずにきびすを返すと、エビス様と小人が抱えていたフグを奪って逃げ出してしまった。

「あーあ、泣かせたー」

　智宏はその後ろ姿を見送ってから、ぽつりと呟いた。

「ば、馬ば鹿か、追いかけるのよ！」

　一瞬ばつの悪そうな顔をしていた真希だが、いつもの強気の表情に戻ると大声でわめいた。

　しかし、そんな真希の前に予想外の強敵が現れた。

「――お客様、あまり騒がれますと他ほかのお客様のご迷惑になりますので」

　いつのまにかロビーには何人かの旅館の人が集まっており、こちらを怪け訝げんそうな顔で見つめていた。

　そして、その代表として、やんわりとそれでいて断固とした態度で女将おかみが二人の前に立ちはだかっている。

　振り返ると、品の良い純日本風の茶屋に散乱する蜜みつ豆まめと、引き裂かれた着物。

　さて、この場をどうやって言い逃れようか……

　再度、真ま希きに協力すると言ったことを後悔する智とも宏ひろであった。



　　　　　◆◇◆



「はああああ、どうして死んでくれないのかなぁ」

　濡ぬれ女はぷくっと膨れたフグを見つめながら大きなため息をついた。

　といっても、別にフグに死んでもらいたいわけではない。

　死んでほしいのは、あの男の子――智宏だった。

「でも、そういえばあなたもいつまでたっても元気ね？」

　手の中でさかんに尻尾しつぽを動かしているフグを不思議そうに見る。

　フグというのは海から出ても、こんなに長生きするものなのだったろうか？

「むーっ？」

　濡れ女はしばらくフグとにらめっこをしていたが――

「って、そんなことはどうでもいいのよ～」

　唐突に我に返って、自分の頭をポカポカと叩たたいた。

　そして、フグをぽいっと放ほうり出すと、今度は膝ひざに乗せていたエビス様を両手で持ち上げてすがるように呼びかける。

「あの～、なんとかならないんですか。エビス様？」

　やはり返事は無い。

　だが、フグのときのような無反応とは違う。

　声は聞こえないし、なにを伝えようとしているのかはわからないが、それでもエビス様からはなんらかの意思が感じられた。

　これまでどんなモノも濡れ女に対して反応を示すことはなかった。

　自分はここにいるというのに、相手は気づいてくれないという、その例えようのない寂しさはすでに濡れ女の一部となっていた。身体からだをかきむしりたくなるほどの寂しさの中で、ずっと浜辺を歩き続けてきた。じっとしていると頭がおかしくなりそうだった。

　だから、せめて向こうは気づいてくれなくとも、新しい土地、新しいモノに出会うために歩き続けてきたのだ。



　そんな長い放浪の末に出会えたエビス様。

　ようやく自分のことに気づいてくれる存在に出会えた。

　だが、ひとつ不満がある。

　それは、エビス様は喋しやべってくれないこと。

　やはりそれはとても寂しい。

　そう感じていたときに、まるで運命の出会いのように、自分に声をかけてくれた智宏。

　きっとそれはエビス様の御利益だったのだろう。

　濡ぬれ女は無意識のうちにぎゅううっとエビス様を抱きしめながら、智とも宏ひろのことを思い浮かべていた。

　あの人がどこかへ行ってしまう前に、こちらに来てもらわなければ。

　ずっと一緒にいてくれるように。

　もういなくならないように。

　すでに忘れてしまった遠い記憶が疼うずく。

　昔……ずっと昔にも、同じことを思った気がする。

　たぶん、その思いは叶かなわなかったのだろう。

　だから、いま自分はこんなモノになってしまったのだ。

　でも、今度は違う。

　自分にはエビス様がついている。

　きっと、今度はこの願いも叶う。

「ああ、早く死んでくれないかしら」

　濡れ女はしっとり濡れた頬ほおをほんのりと赤く染めながら、またぽつりと呟つぶやいた。



　　　　　◆◇◆



「あの濡れ女のやつ……絶対許さないんだから！」

　ロビーで恥をかかされたことに対して、真ま希きはまだブチブチと文句をたれていた。

　散乱していた蜜みつ豆まめも、切り裂かれた着物も、すべて旅館から持ち出されたもので、その犯人にされなかったことだけでも幸いだった。もっとも、女将おかみも内心ではこちらのことを疑っていたのかもしれないが。

「やっぱり、あの濡れ女も姿を見えなくすることができるのかな？」

「……そうね。だけど、昨日の晩、あんたがあいつに触った途端に見えるようになったってことは、たぶんわざと姿を消しているというわけじゃないようね」

「どういうことだ？」

「あの濡れ女は現世うつつよとの縁が極端に浅いみたい。だけど、あんたと縁を持ったから、私たちにも見えるようになったのよ。わざと姿を消しているのなら、そんなことにはならないはずよ」

「でも、旅館の人には見えなかったみたいだけど？」

「あの人たちは、あんたとは縁が浅いでしょ。だから見えないのよ」

「なるほどね」

　濡れ女は智宏と縁を持つことで、間接的に真希たちとも縁を持つようになり、それで見えるようになったということか。

　しかし、だとすれば、なぜ自分は最初から濡れ女が見えたのだろうか？

　いくら自分には眼力があるとはいえ、その力がコヒロに勝まさっているとは思えない。

「コヒロも最初は濡ぬれ女が見えなかったんだよね？」

「はい、見えませんでした」

　すぐ後ろをついてきているコヒロは、こくりとうなずいて答えた。

　ロビーでの騒動のあと、智とも宏ひろはエビス様捜索を手伝うために真ま希きとコヒロに同行していた。

　ちなみに、瑞みず穂ほはお土産みやげのガラス細工を探しに出かけており、好この香かもそれにつきあっている。確か好香は現金を持っていないはずなのに、買い物につきあって楽しいのだろうかと疑問にも思ったが、こちらについてこられても真希と喧けん嘩かをしてうるさいだけなので、そのほうがありがたいといえばありがたかった。

「で、俺おれたちはどこに向かっているんだ」

　旅館からタクシーでやってきたのは、昨日の海水浴場からそれほど離れていない場所にある港だった。

　十隻程度の漁船がつながれている小さな漁港で、あまり人影がないのはきっと朝の水揚げが終わった時間帯だからだろう。道ばたに干してある干物や、のんきに波間に浮かんでいる真っ白なカモメなど、智宏の地元とはまた違った風情を感じさせる田舎の光景だった。

「エビス様を盗まれたって人のところよ」

「じゃあ、神社に行くのか？」

「違う違う。ここのエビス様は漁師の人たちが自分たちで祭まつっていたモノだから、これから会いに行くのはこの港の漁ぎよ労ろう長ちようよ。この土地のエビス様について、もっと情報を集めないと」

「へえ～、神社以外にも神様っているんだ」

　てっきり神様というのは、神社とかにいるものだとばかり思っていた。

「日本には八や百お万よろずも神様がいるんだから、神社できちんと祭られているような神様はほんの一部だけよ。だいたい、あんたの家にだってひとりいるじゃないのよ」

「あっ、そういやそうか！」

　これは灯台もと暗しだった。

「いいかげん、あの家神も野放しにしておかないほうがいいわよ」

「いいんだよ、ウチは珠たま枝えの好きにさせておく方針なんだ」

　稲いな村むら家での珠枝の扱いについては、前から兼かね康やすにも言われていることだった。

　神というものは、ちゃんと祭らないと力が弱まっていくモノらしい。

　智宏の家ではまったくそういったことはしていなかったため、以前、珠枝はその力を復活させるのに、大ムカデの妖よう怪かいから魂を奪ったことがあるぐらいだった。そのときは近所の妖怪たちが、自分たちまで珠枝に食べられるのではないかと不安になって、そろって家に押しかけてきたものだ。

　あの頃ころは、智宏も妖怪の世界をよく知らなかったが、いま思うとあの大ムカデにはとても悪いことをしたと思っている。

　しかし、珠たま枝えのほうは神棚などに祭まつられるのは、あまり好かないらしい。

　兼かね康やすにも稲いな村むら家の家神などではなく、山林を鎮護する山神に復帰してほしいと何度も頼まれているようだが、まったく相手にしていない様子だった。

「祭られていない神なんて、抜き身の刃物と同じようなモノなのよ。危なっかしいったらありゃしない。なにかあってからじゃ遅いんだからね……」

「そんなに危険なモノかねぇ」

「エビス様が盗まれたからって、わざわざ私たちがこんなところまで出張しているのはどうしてだと思うの？」

「大好きなお兄ちゃんと海水浴がしたかったからじゃないのか？」

　智とも宏ひろは意地の悪い笑みを浮かべながら言った。

「ばっ、馬ば鹿かっ！　エビス様自身の祟たたりや、その力を悪用するモノを国交省が警戒してるからよっ！」

「祭られていない神が危険だというのは本当のことです。人が神を祭るのは、その御利益を得る以上に、神を鎮しずめるという意味合いがあるのです」

　真まっ赤かになって怒っている真ま希きを助けるようにコヒロが口を挟んだ。人の会話にコヒロが割ってはいるのは珍しい。

　ちょっとからかいすぎたかと、智宏も反省して口をつぐんだ。

「普段は鎮まっていても、ちょっとしたきっかけで荒あら神がみになるものよ。そんなことにならないようにするためにも、あんたのところの家神には適当な祠ほこらに納まってもらいたいもんだわ。それに、いまのまま家族みたいに暮らしているよりも、そっちのほうが長く神としていられることにもなるんだから、あんたとしても有り難いでしょ？」

「わかってるけど、珠枝はそんなのは嫌がるんだよ」

　以前、珠枝のことを外に出かけさせないようにしていたことがある智宏は、あの家神が祠などでおとなしくしているような性格ではないことをよく知っている。

「そりゃあ、たいていの神は嫌がるわよ。けど、そこを上う手まく閉じこめるのよ」

「どうやって？」

「人間にはね、昔から悪知恵ってのがあるのよ。ここさえ冴さえていれば、どんな相手だろうがどうにかなるものよ」

　真希はにんまりと笑って、自分の頭をコツコツと指で叩たたいた。

「悪知恵ねぇ」

　確かに昔話などでは、よく人間の知恵で退治される妖よう怪かいが登場するが、そんな形のないモノを自慢されてもどうにも頼りない。

「まあ、考えておくよ」

　智宏は車の外に目を移し、もう興味が失うせたというふりをしてこの話を終わらせた。

　しかし、心では真希の言葉を真しん摯しに受け止めていた。

　いままでのように珠枝と一緒に暮らすことと、きちんと祠で祭ること。

　どうするのが一番良いことなのか、いまの智とも宏ひろにはわからない。

　きっと母親に相談しても同じことだろう。

　だからこそ智宏は珠たま枝えや彼女たちの世界をもっとよく知ろうとしているのに、なぜか珠枝はそのことを嫌う。

　以前、珠枝は言った。



――いずれワシらが本当に人間とは異質なものであると思い知るときがくる。そのとき、おまえはワシのことを嫌うだろう。



　それは、自分も真ま希きのように珠枝を畏おそれ、どこか離れたところに祭まつるようになるという意味だったのだろうか？

　なら、深入りせずにいままでのような関係を続けることが、互いの幸せなのだろうか。

　それもまた違う気がした。

　もっと良い選択があるはずだ。

　いまはまだわからないが、もっと良い選択が。

　智宏にとって、真希たちの妖よう怪かいに関する仕事につきあう理由は、そうしてもっとその世界のことを知ろうという意味もあったのだ。



　　　　　◆◇◆



　この港の漁ぎよ労ろう長ちようの家というのは、思ったより普通の家だった。

　港が望める坂の途中に建っており、まわりの家に比べればやや大きいが豪ごう邸ていというほどのものでもなかった。

　案外と庭は狭く、隣にはガレージ兼倉庫らしきものが建っていて、漁で使うらしい雑多な道具が陰干しにされていた。

　それらの道具の手入れをしている二十歳過ぎぐらいの男に、真希が声をかけた。

「す、すみません。国交省から来た者なんですけど。漁労長さんいらっしゃいますか？」

　真希は名刺をぎこちない動作で差し出しながら自己紹介をした。

「……？」

　なんだかいつもと様子が違って、妙に緊張をしているような様子だ。

　漁労長というのはそんなに偉い人なのだろうか？

　真希ならたとえ市長にだって、ため口をききそうな気がするのだが。

「ああ、こりゃどうも。わざわざ東京から……漁労長は親父おやじですが、身体からだを壊したんでいまは俺おれがその見習いみたいなものをさせてもらってます。浜はま見みといいます」

　名刺と真希の顔を交互に見比べながら、浜見と名乗った男は挨あい拶さつをした。

　どう見ても高校生ぐらいにしか見えない真希が、国交省から来た役人だということに驚いているのだろう。

　とはいえ、浜はま見みの態度は紳士的で、智とも宏ひろが勝手に想像していた粗暴な海の男というイメージとは違っていた。全身真っ黒に日焼けしており、彫りの深い顔立ちをしたなかなかの二枚目。白いシャツと潮しお臭くさい作業ズボンという姿でなければ、女性にもてそうなタイプである。

「こちらからどうぞ」

　浜見は智宏たちを、玄関ではなく庭のほうへと案内してくれた。

　海が一望できる庭に面したガラス戸は開け放たれ、部屋の中は丸見えだった。

　そこは立派な床の間がある客間で、広さは二十畳ぐらいある。

　そんな部屋で真っ先に智宏の目を引いたのは、一番上座に用意された二つの席だった。

「なんですか、あれは？」

「『あえのこと』の準備ですよ」

　浜見は当然のことのように答えたが、智宏にはなんのことだかさっぱりだった。

　床の間には、智宏もよく知っているありがたい笑顔を浮かべた老人の姿をした恵え比び寿す様の掛け軸。その前に分厚い臙えん脂じ色の座ざ布団ぶとんが二組敷かれて、脇わきには金糸で刺し繍しゆうが施された肘ひじ掛かけ。お膳ぜんには、干した昆こん布ぶやスルメが赤と白の紙に包まれて並べてある。さらに、部屋の端には米俵と酒さか樽だるまで置かれてあった。

　なんとなく神道の結婚式を彷ほう彿ふつとさせる、めでたい雰囲気のする席だった。

「なんなんです、そのあえのことって？」

「神様をお招きする儀式ですよ。内陸のほうでは、あえのことというと田んぼの神様をお招きする儀式だそうですけど、ここいらではエビス様に交代をしていただくためのものなんです。この席はエビス様をお招きするための準備です」

「エビス様って交代するんですか？」

「この港では、昔からそうしていますね。普段は海辺の祠ほこらに祭まつられていますが、あえのことのときだけここにお招きします」

「でも、新しいエビス様はどこから来るんですか？」

　まさか神様が歩いてくるというわけでもあるまい。

「この時期に浜辺に打ち上げられたり、網にかかった珍しいモノが新しいエビス様に選ばれます。そうやって、毎年、エビス様を取り替えていくんですよ」

「へえ、変わってるなぁ」

　そんな風に神様を決めるというのは、智宏にとって意外な気がした。

　かといって、他ほかの神社のご神体がどのようにやってくるのかも知っているわけではないが。

「神の中には山神や家神のように場所に定着するのではなく、来訪神といわれるようにいろいろな土地を流浪するかたもいらっしゃるのです」

　浜見を前にしてどうも様子のおかしい真ま希きに代わって、コヒロが教えてくれた。

「ただ……今年はいままで祠ほこらで祭まつっていたエビス様が誰だれかに盗まれてしまって、あえのことができずに困っているんです。それで役所のほうに届けたんですけど」

　どうも浜はま見みの表情からして、こちらのことを頼りなく思っているようだった。

　それもしかたのないことだろう。実際、智とも宏ひろ自身も自分のことを頼りないと思っているぐらいなのだから。

　こういうときこそ、真ま希きの根拠の無い自信が役立つのだが――さっきから真希はおとなしく浜見の話を聞いているだけだ。横目で観察すると、そわそわして目が泳いでいる。心ここにあらずといった様子だ。

「いつまでに古いエビス様を見つけなければならないのでしょうか？」

　真希の代わりに、コヒロが静かな口調で尋ねた。

「早ければ早いに越したことはないんですが。いつもならもうあえのことをやっている時期ですから。もうこの際、古いエビス様はいないままで、新しいエビス様をお迎えしようかと思っているんですけど」

「それはいけません」

「そうですか？」

　コヒロに頭ごなしに否定されて、浜見は少しカチンときた様子だった。

「それに、その席も一度片付けたほうがよろしいかと」

　そんな浜見の様子などお構いなしで、コヒロは言葉を続ける。

「そんな……この忙しい時期に、そんな手間なことできませんよ。それより、あなたがたが古いエビス様を見つけてきてくれれば、すぐにでもあえのことはできるんですから」

　浜見の反論ももっともだ。この席の準備は結構大変だったと思われる。理由も無しで片付けろと言われれば、浜見でなくても反論したくなるだろう。

「……そうですか」

「こんな面倒なことになるんだったら、役所に届けたりしなかったほうがよかったかもしれないな」

　浜見は聞こえるか、聞こえないかぐらいの声で独り言を呟つぶやく。

　智宏としては、なぜコヒロが片付けろなどと言ったのかが気になったが、彼女の性格からして、ここで無理押しをするようなことはしないだろう。

　そういうのは真希の仕事なのだが、やはりどうもさっきから様子が変だ。

「おい、真希……どうかしたのか？」

「べっ、別にどうもしてないわよ」

　真希は顔をそらしてぶっきらぼうな口調で呟いた。

「けど、さっきからなにも喋しやべってないじゃないか」

「別にべらべら喋らなくたって見てればわかるのよ。コヒロ、なにか妙な気配はする？」

「いまのところはなにも」

「じゃあ、失礼するわよ」

　ついさっき来たばかりだというのに、いきなり真ま希きは帰ろうと言い出した。

「お、おい……もういいのかよ」

「だいたいわかったって言ってるでしょ！」

　何に怒っているのかしらないが、真希はさっさと庭から外の通りへと出ていってしまった。コヒロもそのあとをついていってしまったので、残された智とも宏ひろは浜はま見みにあわただしく会釈をして、その場を去った。



「ホントに、あんなので良かったのか？」

　早歩きで港へと続く下り坂を歩く真希に、智宏は小走りで追いかけながら問いかけた。

「いいのよ、あんなもんで」

　真希は歩調をゆるめず、振り向きもしないで答えた。まるで智宏から顔を隠しているかのようだ。

「なんだよ、さっきから！」

　智宏は真希の先回りをして、その真正面に立つ。

　仕事に協力することはやぶさかではない。

　いつもの真希の強引なやり方については異論もあるが、それでもなにをしたいのかはわかりやすすぎるほどにわかるから、渋々ながらも従うこともある。

　だが、このようにわけもわからず振り回されるのはごめんだった。

「べっ、別にあんたには関係ないでしょ！」

　真まっ赤かになって真希は怒鳴った。

　ただ、どうもその表情はいつものブチ切れとは微妙に違う気がする。言葉で表現するのは難しいが、外に発散するモノではなく、なにかを内に抱えているような……

「真希様は若い男性が苦手なのです」

「ああっ！」

　コヒロの解説を聞いて、智宏は思わず手をポンと叩たたいた。

　そうだ、この顔は恥ずかしがっているときの顔だ。

　真希に何かを恥じるという感情があるとは想定外だったので、そんな簡単なことも思いつかなかった。

「はっは～ん、意外とほれっぽいんだな。おまえ、ああいうタイプが好みなのか～」

　智宏はねとぉっとした視線で、真希のほうを見つめる。

　真希は真性のブラコンかと思ったら、もしかして年上が好みというだけなのかもしれない。まあ、確かに浜見は智宏から見ても、ワイルドな雰囲気の男前だ。

　真希が一ひと目め惚ぼれするのもそれほど不思議では――



　ゴッ！



　いきなり、智とも宏ひろの視界が大きく急上昇した。

　記憶がとぎれる寸前、智宏の眼力は確かに見た。

　霊力を拳こぶしに宿した真ま希きのアッパーカットが空気を切り裂き、自分の顎あごにめがけて飛んできたのを……

　智宏はその場に崩れ落ちながら、もしも自分がボクシングジムの会長だったら、真希に世界だって獲とらせてやれるのにと思っていた。



　　　　　◆◇◆



　――背中に感じる硬い感触と、カモメの声で目を覚ました。

　見事な青空と、距離感を見失いそうになる巨大な入道雲は、あまりに典型的な夏の風景で、まるで書き割りのような非現実感があった。

　まぶしい太陽から目をそらして、顔を横に向けると、真っ白いコンクリートに自分が横たわっていることがわかった。

　その天地が縦になった世界で、ストリート系ファッションの少女が宙を舞うカモメたちにスナック菓子をやっていた。

　やっぱり非現実的な光景だ。

　確かなのは、頭に感じるひんやりとやわらかな枕まくらの感触だけ――

「お目覚めですか」

　その心地よい枕をさわさわと撫なでていると、不意に頭の上からコヒロの声が聞こえた。

「ああ、起きた」

　半分寝ぼけながら、智宏は上を見上げる。

　驚くほど近くに、コヒロの感情を表に出さない二つの黒い瞳ひとみがあった。

「うわっ！」

　こちらが驚きの声をあげても、まるで実物大ポスターのように表情の動かないコヒロの顔は、目覚めの気付けにはちょうど良い効果があった。

　そして、いままで撫でていた枕がコヒロの太ももであったことに気づいて、智宏はもう一度驚きの声をあげた。

「お目覚めですか？」

　あわてて跳ね起きた智宏に対して、コヒロは平然とした様子で挨あい拶さつをした。太ももを撫でられたぐらいで動じることは無いらしい。

「やっと起きたの？　こんな炎天下で、よくそんなに寝られるわね」

　その原因を作った人物が、たくさんのカモメを頭上に引き連れてやってきた。

「ほら、これでもうおしまいよ。あっちに行きなさい」

　真希が袋に残ったスナック菓子を少し離れた地面にまくと、瞬く間にカモメたちが群がりきれいに平らげていく。

「……俺おれの記憶が確かならば、最後に見たのは誰だれかさんの握りしめた拳こぶしだったような気がするんだが？」

「正解。よかったわね、そんな空っぽの頭でもまともに動いているみたいで」

　コヒロの膝ひざ枕まくらから身体からだを起こした智とも宏ひろを、真ま希きはカラカラと笑いながら見下ろしている。

　青空を背にしたそんな真希の表情にはいつもの人を馬ば鹿かにしたような笑顔が戻っており、智宏はそれを見て腹を立てるよりは、なぜか少しだけホッとした気分になった。

　智宏が寝ていたのは、さっき通った港の岸壁だった。

　たぶん気を失ったところを、ここまでコヒロが運んでくれたのだろう。

　真希なら、そのまま道ばたで野ざらしにしているはずだ。

　太陽に焼かれた真っ白なコンクリートの上にあぐらをかいて、智宏は潮風を胸一杯に吸い込んだ。

　砂浜での海水浴もいいが、こういう海の雰囲気を全身で味わうのも悪くない。山ばかりの土地で暮らしている智宏にとっては、潮風の吹き抜ける場所はすべて新鮮に感じられる。

「なに嬉うれしそうな顔してるの。やっぱり頭でも打ったの？」

　せっかく理不尽に受けた仕打ちに対する怒りを収めるために気分転換をしていたところなのに、そんな気持ちをすべて台無しにするようなことを言いながら、真希は智宏の横に腰を下ろした。

「おまえなぁ……人がせっかく海の良さを味わっているのに――」

　智宏が横に座る真希をにらもうとしたが、不意にばっちり目が合ってしまった。

　珍しく真面目まじめな表情で、真希はこちらをじっと見つめている。

　昨日、寝顔を見ていたときも思ったことだが、こうしておとなしくしていると真希は結構可愛かわいい顔をしている。智宏は不覚にもそんな真希との急接近にドキリとしてしまった。

「なんでだろう、あんたはホントにからかいやすいわね～」

　そんな可愛い顔をしていた真希は、唐突に真顔で呟つぶやいた。

「てめぇ～！」

　ちょっと好感度があがったと思ったら、これである。

　もう二度と、おまえのことを可愛いなどと思ってやらないと、心に誓う智宏であったが、続けて真希は意外なことを言い出した。

「ごめんごめん。馬鹿にしてるわけじゃないのよ」

　いや、さっきからかいやすいと言ったばかりだろうが。

　本気で真希がなにを言っているのかさっぱりわからない。

　自分の頭が悪いのだろうか？

　それとも、真希の頭がおかしいのだろうか？

　だが、真希が智宏に対して謝ったのは珍しい。もしかすると、これが初めてかもしれないぐらいだ。

「さっきコヒロが言ってたでしょ。私、ちょっと男の人が苦手なのよね……」

　真ま希きは両りよう膝ひざを抱えるように座って、海のほうを見ながら独り言のように呟つぶやいた。

　それは以前、瑞みず穂ほからも聞いたことがある。私立のお嬢様校出身のため、男子と話すことに慣れていなく、まともに話せるのは兄の兼かね康やすぐらいだとか……

　だが、真希の口からそんなカミングアウトが聞けるとは意外だった。

　意地でもそんな弱みは、人に見せないタイプだと思っていたのだが。

「でも、あんたはなんか話しやすいのよね。なんでだろ？」

「そ、そうなのか？」

　なんか妙な雰囲気になってきた。

　あの真希がこんなに自分のことを話すのは初めてだ。

　いったいどういうふうに返事をすればいいのかよくわからない。

　というか、そもそも女子にこんなふうに話しかけられるというのも、智とも宏ひろにはそれほど経験がないことだった。

　ちらりと横を見ると、コヒロはボーッとした顔で二人の様子を無言で見つめているだけだ。相変わらずこういう時には頼りにならない。

　智宏が困っていると、それを察してか真希のほうからしゃべり出した。

「たぶんだけど、これってあんたが妖よう怪かいみたいなモノたちと縁があるからかもね。だから話しやすいのかも」

「そんなもんかね？」



    

  
    
      



    

  
    
      　それは意外な解答だった。

「どうしたって、私たちみたいな祈き祷とう師しを胡う散さん臭くさく思う人は多いからね。さっきの人だって、儀式は真面目まじめに執り行っているかもしれないし、信心もあるようだけど、実際に神様がいるモノとしては捉とらえていないわ。だから、古いエビス様がいなくてもあえのことを行おうなんて言い出すのよ」

「あの人も見えているわけじゃないのかな」

　神様を祭まつる役割なのだから、少しは見えるのだろうと思っていたが。

「あんたみたいな眼力のある人は、ほんとに少ないのよ」

「これは珠たま枝えにもらったものだけどな」

「それは見えるようにするためのきっかけを与えただけ。その眼力自体は生まれつきのはずよ。そんなに簡単に見えたり、見えなくしたりできたら、私だって苦労しないわ……」

　真ま希きは憂ゆう鬱うつそうな顔でため息をついた。

　そんな憂い顔の真希を見るのも初めてだ。

　今日は真希のいろいろな顔を見られる日だった。

「だから、ああいうモノの話をするときには気をつけないと。私が仕事で話をする人は多かれ少なかれ妖よう怪かいに関かかわっているわけだから、こっちに頼ってくるけど、普通の人たちはそんなモノの話をすれば妙な目で見るからね」

「……そうだな」

　家神である珠枝のことを秘密にする習慣が身についていた智とも宏ひろは、誰だれに教えられるわけでもなく、妖怪たちが見えることを言いふらすようなことは控えていた。

　もし、授かった眼力で見えるモノをクラスメイトたちに話したとすれば、きっと真希が言っているような反応が待っているだろう。

「うん、そうかそうか。だから、あんたとは相性がいいのか。納得したわ！」

　真希はうんうんとひとりでうなずいている。

　智宏としては真希と相性が良いとは、一度も思ったことがないのだが……

「そう思ってくれて光栄だよ。瑞みず穂ほ共々、末永いおつきあいをお願いするよ」

　智宏は軽い皮肉を交えて言った。

「瑞穂といえば――あんた、あの子の前で桜の精といちゃつくのやめなさいよねっ！」

　すっかりいつもの調子に戻った真希は、智宏に胸に指を突きつけて怒鳴った。

「いちゃつくって、あれは好この香かが一方的に……」

「あっ、そうやって人のせいにするわけ。男らしくない」

「ううっ……」

　なぜ、女子に男らしくないと言われると、こんなに傷つくのだろうか。たとえそれが理屈に合っていなくても、思わず二の句が継げなくなる決め文句だ。

「だいたい、あんたには桜の精避よけのリングをあげたでしょ？」

「あ、ああ……もらったけど」

「なんでつけてないのよ？」

「いや、あれは……」

　以前、真ま希きからもらったシルバーリングは髑どく髏ろをかたどったごついデザインで、とても智とも宏ひろの指には似合わないものだった。

　あれが似合うのはウィスキーを瓶でラッパ飲みをするような、革ジャン、グラサン、ハーレーを装備したパンクな外人だけだろう。農耕民族の日本人の指には不釣り合いな代物である。

「……確かに、あんたには似合わないかもね」

　真希も、そんな智宏の無言の説明を感じ取ったらしい。

　そんなにあっさりわかられるのも、なんとなく釈然としなかったが。

「縛鎖の小人、出てきなさい」

　そんな智宏の様子を見た真希は、ぺちぺちとコンクリートの地面を叩たたいた。

「ふーふー？」

　ひょこひょこっと縛鎖の小人たちが顔を出す。

　まったくもって神出鬼没な連中である。

「ちょっとチェーンを持ってきて」

「ほーほー」

　真希に命じられて、小人はコンクリートの中に潜ったかと思うと、手にいつもの鎖を持って再び顔を出した。

「違う、それじゃなくて。私のおきにいりのシルバーチェーンよ。知ってるでしょ」

「ほほっ？」

　縛鎖の小人はしまったとばかりにポリポリと頭をかくと、もう一度、コンクリートの中に戻っていった。

「ほーほー」

　今度、縛鎖の小人が持ってきたのは、人を縛るときに使う無骨な鎖ではなく、アクセサリーに使うような細いチェーンだった。

「そう、それそれ」

　真希は小さくうなずいて小人からチェーンを受け取ると、智宏に差し出した。

「これで、あのリングをペンダントにしてみたら？」

「えっ、くれるのか？」

「余ってていらないチェーンだしね」

　さっき「おきにいり」と言っていたような気がするが、真希のせっかくの厚意に水を差すのも何なので、黙って受け取ることにする。手に取ってみると、しっかりした造りの中にも丁寧な細工が施されたチェーンである。

「ありがとう」

　あのごっついリングも、このチェーンでペンダントにすれば自分にも似合うかもしれない。

「どういたしまして。それよりあの桜の精のことで、瑞みず穂ほを悲しませるようなことをしたら、私が許さないからね。そこんとこ肝に銘じておきなさい！」

「あ、ああ……」

　いったい真ま希きは、自分と瑞穂の関係をどのようなものだと思っているのだろうか？

　智とも宏ひろとしては、まだ恋人同士というつもりは無いのだが……しかし、ただの幼なじみだと言い切ってしまうのも、なにか寂しい気がする。

　そんな我ながら中途半端なことを思いながら、智宏は黙ってチェーンをポケットにしまう。

　すぐ脇わきで光りモノが大好きなコヒロがじぃ～っとチェーンを凝視していたが、なんとなくややこしいことになりそうな気がしたので、心で謝りながらあえてそれには気づかぬふりをする智宏であった。



    

  
    
      
第四章　エビス様大暴走





「しっかし……海まで来て、俺おれは何やってるのかねぇ」

　昨日、海水浴を楽しんだ砂浜で、智とも宏ひろは海パン姿でぼんやりと体育座りをしていた。

　むき出しの背中が太陽にチリチリと焼かれているのを感じる。

　もう、かれこれ小一時間はこうしているだろう。いい加減、日射病になりそうだった。

　そんな智宏のまわりでは、同じく暑さに参った縛鎖の小人たちが死し屍し累るい々るいと横たわっている。

「おーい、大丈夫か～？」

「ふ～ふ～」

　智宏が手で扇あおいでやると、小人たちは弱々しく反応する。どうやら、まだ生きているようだ。

『こら～っ、もっとしっかり見張ってなさ～い！』

　突然、足下に転がっていたコップから真ま希きの怒鳴り声が響いた。

「ほほーっ！」

　その声に小人たちは飛び跳ねるように立ち上がり、しゃきーんと気をつけの姿勢をとった。

「ほっほっほっ！」

　そして、規則正しい足取りで智宏のまわりをぐるぐると回り始める。

『敵はどこから来るかわからないのよ。気を抜かないの！』

「ほほーっ！」

　小人たちは行進をしながら、びしっと敬礼をする。

　その様は、まるでオモチャの兵隊だ。

「おーい、いつまでこうしてればいいんだ～？」

　智宏は砂浜のコップに向けて呼びかけた。

　コップの底には鎖が糸電話のようにつながっており、それはずっと向こうの海の家まで伸びている。日陰で居心地の良い海の家にいる、真希のところまでだ。

『濡ぬれ女が出てくるまでよ』

　真希のそっけなくも明快な返事が、コップから聞こえていた。

　そこには智宏と縛鎖の小人への心遣づかいは微み塵じんも含まれていない。

「もっと、ましな作戦を思いつかないのかねぇ。だいたい、こんな真っ昼間の浜辺にやってくるものなのか。妖よう怪かいってのは？」

　智宏はすっかりぬるくなってしまっているミネラルウォーターのペットボトルを手に取った。

「ほっほほっ？」

　そのとき、縛鎖の小人のひとりが智とも宏ひろの海パンを引っ張った。

「なんだ？」

　縛鎖の小人が指さす先には、夏の日差しで熱せられた砂浜をピチピチと跳ねていくフグの姿があった。

「……フグって両生類だっけ？」

「ふー？」

　異変に気づいて集まってきた小人たちは、揃そろって首を傾かしげている。彼らに聞くだけ無駄だったようだ。

「おまえ、大丈夫か？」

　炎天下の砂浜でフグはぐったりしていたので、智宏は手に持っていたペットボトルの水を上からかけてやった。湿り気を得て、フグは心なしか元気になったように見える。

「このフグ……見み覚おぼえがあるような――？」

「す、すみません。うちのフグがお邪魔してしまったみたいでっ！」

　妙に力んだ声で謝りながら駆けてきたのはスクール水着の上にセーラー服を着た、変態コスプレ――もとい、濡ぬれ女であった。

『よーし、よしよし、ようやく来たわね。そいつはエビス様を持ってる？』

　コップから真ま希きのひそひそ声が聞こえた。

「ああ、持ってる」

　濡れ女はミカンなどを入れるネットに例の茶色い玉を入れてぶら下げていた。それにしても神様を持ち運ぶ方法として、これほど罰当たりなやり方もそうそう無いだろう。

『あんたはそいつの相手をして時間を稼いで。隙すきを見て、エビス様を捕まえるわ』

「けど、おまえに捕まえられるのかよ？」

　あのエビス様を、真希に上う手まく確保できるかそれが智宏の最大の不安であった。

『大丈夫よ、今度は秘密兵器を用意しているんだから。それにエビス様だって、こんな人目につくところで暴れたりはしないわ。昔から、神様ってのは大勢の人の前では力を使わないモノなのよ』

　そう言い残して、ぷっつりと真希の声が聞こえなくなった。

　気づくと、縛鎖の小人たちの姿も見あたらなくなっている。おそらく砂の中に隠れて隙をうかがっているのだろう。

「あの……」

　そんな智宏に、濡れ女がおずおずと声をかけた。

　砂浜に置かれたコップにブツブツと話しかけているのは、さすがに不審すぎたようだ。

　あわてて身体からだの位置をずらしてコップを隠すと、智宏はできるだけ自然な表情を作って濡れ女のほうに顔を向けた。

「や、やあ、また会ったね……」

　この作戦を開始するにあたって、智とも宏ひろは真ま希きから濡ぬれ女についてのレクチャーを受けていた。

　真希によると、どうも濡れ女というのはかなり危険な妖よう怪かいらしい。

　智宏の知る妖怪の多くは、あまり強い力を持っておらず、せいぜい夜道で人を驚かすのが関の山といった連中ばかりだった。

　しかし、この濡れ女は言い伝えによると漁師の命を奪ったり、血を吸ったりと、人間に害を為なすモノが多いらしい。中でも島しま根ね県の濡れ女は、自分の抱いていた赤ん坊を人に抱かせておいて、その隙すきに牛ぎゆう鬼きという恐ろしい妖怪に犠牲者を突き殺させるという妖怪だそうだ。

　いま目の前にいる濡れ女も、もしかして智宏がフグに気を取られているうちに、とり殺そうとでもしているのかもしれない。

　そんな考えが、どうしても智宏の態度をぎこちなくさせてしまっていた。

「もしかして……この子がご迷惑をかけませんでしたか？」

　濡れ女は、まるで公園で放し飼いにしていた子犬のように砂浜のフグを抱き上げ、もじもじと恥ずかしそうにしている。

「いや、別に……」

「そうですか……じゃ、じゃあ、よかったらこのフグ召し上がりませんか!?」

　濡れ女は精一杯の勇気を振り絞って告白しましたといった調子で、ぷくーっとまん丸に膨れているフグを智宏に差し出した。

「…………」

　眼前に突き出されたフグと、しばしの間にらめっこをしていた智宏だったが――

「いらない」

　きっぱりと断った。

「ええーっ、なんでですか。フグって美お味いしいらしいですよ!?」

「いや……だから、フグって毒もってるし」

　そういう問題でもないような気がするが、智宏が真っ先に思いついたのはそれだった。

　炎天下の砂浜でも生きているようなフグだったら、きっと毒も相当強いことだろう。科学的な根拠はないが、なんとなくそんな気がする。

「だって毒がなければ毒殺できないじゃないですかぁ～」

「ど、毒殺って……」

　その手段の成功確率は万分の一も無いだろうが、その言葉の不吉な響きは智宏をゾクッとさせる物騒なものだった。それにしても、いくら間抜けな作戦でも勝手に自分の口から白状してしまうあたりの天然っぷりは、恐ろしい妖怪というよりは、好この香かたちのようなおまぬけ妖怪グループに通じるモノがある。

「ひああっ、ばっ、ばれちゃった！」

　濡ぬれ女はようやく自分の失敗に気づいたようで、慌てて逃げだそうとした。

「ま、待てよ！」

　そう何度も逃げられていては、いつまでたってもきりがない。

　智とも宏ひろは慌てて濡れ女の手をつかんだ。

　こんなに太陽が照っているというのに、その手はひやりと冷たく、そしてしっとりと湿っていた。

「な、なんでしょう……？」

　少し怯おびえた顔で濡れ女は智宏を見上げる。

「ちょっと話をしないか？」

　真ま希きからは時間を稼げと言われているが、この誘いは智宏の本心からの言葉でもあった。

「私と……お話を？」

　濡れ女にとって、その申し出はかなり意外なことだったらしく、目をまん丸にして聞き返してきた。こういう反応を見ている限り、彼女はただの女の子にしか見えなかった。

　ちょっと太めの眉まゆ毛げを戸惑ったようにハの字にして、落ち着き無さそうに智宏の顔をちらりと見ては、すぐに目をそらしたりしている。

「その、きみは濡れ女なのか？」

「えっ、なに女ですか？」

　智宏の問いに、濡れ女はきょとんとした顔をする。

「濡れ女っていう妖よう怪かいじゃないのか？」

「はあ、私って濡れ女なんですか？」

　どうも会話が噛かみ合わない。

　少なくとも、彼女自身は自分のことを濡れ女だとは思っていないらしい。

「ごめん。じゃあ、名前を教えてくれる？」

　妖怪たちをなんと呼ぶかは人間の勝手だと言ったのは珠たま枝えだったが、彼女のような存在を濡れ女と呼んでいるのは人間だけなのかもしれない。

　智宏は改めて彼女の名前を尋ねてみた。

「名前……私の名前……私の名前って、なんだったっけ？」

　そのボケっぷりには、さすがの智宏もズルッと古典的なズッコケをしてしまった。

「自分の名前も覚おぼえてないのかよ！」

「ひあっ！　だって、ずっと名乗っていないからど忘れしてしまって」

　いくら妖怪でも、自分の名前を忘れられるものだろうか？

　これまで出会ってきた妖怪の中でも、最高ランクのボケキャラらしい。

「じゃあ、思い出すまでは濡れ女って呼んでいいか？」

「私が濡れているから、濡れ女なんですか？　もっと可愛かわいい名前のほうが……」

「うるさい。悔しかったら自分の名前をさっさと思い出せ」

「うーんうーん」

　濡ぬれ女は砂浜の上にぺたりとお尻しりをついて両手で頭を抱えた。

「いったい、どれだけ名乗ってなかったら自分の名前を忘れられるんだよ」

　智とも宏ひろは呆あきれ果てた声で呟つぶやく。

「えーと、えーと……それもよく憶おぼえてません」

　濡れ女はえへへと恥ずかしそうに笑った。

「処置無しだな。まったく」

「確か大おお阪さかで万博が開かれてるとか、そんな頃ころだったような気がするんですけど」

「大阪の万博？」

　この前あった万博は大阪ではなかったような気がするが……しかし、大阪万博という言葉はどこかで聞いたことがある。テレビのニュースだっただろうか？

「知らないんですか～？　世界中の人たちが集まって、太陽の塔とかすごい変なのが建てられて――」

　濡れ女は大きな身振りで説明する。

　智宏も「太陽の塔」という単語で思い出した。それは日本で最初に開かれた有名な万博で、もう何十年も前のことだったはずだ。

「ちょっと待て、そんな昔から、自分の名前を名乗ってないっておかしくないか？」

「だって、その間、誰だれも私のことを気づいてくれる人はいなかったんですもん」

　濡れ女は口を尖とがらせて、ふてくされたような顔で言った。

「ずっと、誰も？」

「そうです、ずぅ～～っと、誰もです」

　真ま希きは濡れ女のことを縁が浅いモノだと言っていた。

　誰も彼女のことに気づかなかったというのは、それが原因なのだろう。

　そういえば、濡れ女が妙に古ふる臭くさいデザインのスクール水着を着ていることも、その話を聞けば納得できる。

「そんな昔から、ずっとひとりだったのか……」

　誰とも縁を深められず、たったひとりで数十年も居続ける。妖よう怪かいといえど、その寂しさを考えると、智宏は濡れ女に同情せざるを得なかった。

「だから、ずっと誰か私に気づいてくれる人を探していたんです」

「でも、それでなんで俺おれを殺そうとするんだよ」

　考えてみると、自分もずいぶんと恐ろしいことを気軽に質問しているものである。

「だって、ずっとずっと一緒にいたいから。私の初めての人ですもの――って、ひああっ、言っちゃった、言っちゃった！」

　濡れ女は自分の言葉に、ひとりで顔を真まっ赤かにしているが、何を言っているのかはさっぱり理解できない。まさか良くない電波でも受信しているのではと、智宏は最初とは別の方向性でこの濡れ女が怖くなってきていた。

「一緒にいたいのと、殺さなきゃならないってのがつながらないんだけど。人間の俺にもわかる言葉で説明してくれないか？」

「死んだら、私みたいになれるんですよ」

「いや、正直なりたくないから――って、俺おれが死ぬと、おまえみたいな妖よう怪かいになるっていうのか？」

「なるんじゃないですか。試したことないですけど」

「じゃあ、なんでそんなことわかるんだよ」

「だって、私がそうでしたから」

　濡ぬれ女はさらっと重たい事実を告白した。

「おまえ……人間だったのか？」

「そうですよ。いまは違うかもしれませんけどね」

　まるで以前やっていた部活の話でもするかのように、濡れ女はにっこり笑ってそう言った。



　　　　　◆◇◆



「ごめんなさい、好この香かさん。いろいろつきあわせちゃって」

「いえいえ、こちらこそ～」

　町の散策を終えた瑞みず穂ほと好香は、智とも宏ひろたちと合流すべく海水浴場へと向かっているところだった。

　智宏と真ま希きの携帯電話は留守電になっておりつながらなかった。

　ということは、二人とも携帯電話を持たずにいる――すなわち海水浴をしているのだというのが、瑞穂の推理である。

「でも、カモメッピのガラス細工があるなんてラッキー。きっと本ほん間ま先生も喜ぶわ」

　瑞穂には、どこに旅行に行ってもガラス細工をお土産みやげにするという習慣がある。

　今日の収穫はいま女の子に人気のあるカモメのキャラクター、カモメッピのガラス細工だった。カモメッピとこの土地とは縁もゆかりも無いはずだが、瑞穂にとってはそんなことはどうでも良いらしい。ちなみに、瑞穂の担任である本間先生はカモメッピをこよなく愛する恋人募集中の独身女教師である。

「好香さんは、たくさん試着してたのに買わないでよかったの？」

「ふふふ～っ、私の場合は一度着るだけで十分なのですよ～」

　好香はその質問を待っていましたとばかりにくるりと一回転すると、サーモンピンクのサマーワンピース姿に変へん化げした。

「あーっ、それってさっきの店の！」

　好香と一緒に入った、田舎の町にしては珍しい若者向けのブティックで店員が今年のおすすめと言っていた服だった。

「一度着た服なら、完かん璧ぺきに真ま似ねられるのです」

　さらに、ポニーテールにしていた髪を下ろして、どこから取り出したのかリボンのついた麦わら帽子を頭に乗せる。

「あっという間に、避暑に来たお嬢様に変身で～すっ！」

　とどめとばかりに、そのへんの男など一撃でイチコロであろう、格別魅力的なウィンクを瑞みず穂ほにしてみせる。

「うわああっ、いいな、いいな、それいいな～っ！」

　あまりのうらやましさに、瑞穂は我を忘れてじたばたと両手を振った。

　とにかく、好この香かのいろいろがうらやましかった。

　試着した服に変身できるのも、簡単にイメチェンできてしまうのも、その破壊力抜群なウィンクも……

「瑞穂さんも妖よう怪かいになれば、変身できるかもですよ」

「じゃあなるっ！」

　瑞穂は即答した。

「あはは～、私はそれでもかまわないですけど。もし、瑞穂さんを妖怪にしたら智とも宏ひろさんに怒られちゃいますからね～」

　麦わら帽子の角度をいじりながら、好香は苦笑いをした。

「智ちゃんが？」

「妖怪になるには、いろいろなモノと縁を切らないといけませんからね。人間にはおすすめしませんよ」

「そうかな～、妖怪のほうが便利そうだけど……」

　もちろん瑞穂も本気の本気で妖怪になりたいというわけでもないが、すごく魅力的であることには違いない。

「人間はたくさん素敵なモノを持ってますよ。そういったモノと縁を切ってこちらに来ようとする人は――よほど寂しい人だけです」

　さっきまで一緒に買い物をしていたポニーテール姿の好香はとても若く見えて、学校の先輩ぐらいに見えた。

　ところが、いまこうして喋しやべっている好香はいつもよりも大人びて――まるで母親よりも年上の女性が語りかけているように思える。きっとそれは服装のせいだけではないだろう。

「好香さんは……人間になりたいと思うの？」

　やがて自分でも意識しないうちに、瑞穂はそんな言葉を口にしていた。

　もしかすると、それは好香の術に誘われた言葉だったのかもしれない。

　その問いに、好香はそっと瑞穂を包み込むように答えた。



「なれないからこそ、あこがれるんですよ」



　ふわりと桜の花びらが目の前をよぎった気がして、瑞穂は目をしばたいた。

「あ～っ、智とも宏ひろさんを発見！」

　次に好この香かを見たときには、いつもの彼女に戻っていた。

　海水浴場の砂浜を指さして、ぴょんぴょんと跳ねている。

　狐きつねにつままれたような気分の瑞みず穂ほだったが、つられて好香が指さす方向を見つめた。

「……誰だれ、あれ？」

「……誰でしょう？」

　二人の顔が険けわしくなる。

　ぽつんと遠くに見える人影。その数はふたつ。

　ひとりは黒っぽい水着に、白のシャツのようなものを羽織った……見知らぬ女性だった。

「行きますよ、好香さん！」

「らじゃっ！」



　　　　　◆◇◆



「あの濡ぬれ女、元は人間だって」

　海の家から双眼鏡で智宏と濡れ女の様子を監視していた真ま希きは、さほど驚いた様子も無くコヒロにそのことを伝えた。

　二人の会話はすべてコップから伝わってきている。

「霊格が低い割に人間に近い行動をしていたので、おそらくそれは事実でしょう」

　あれほど霊格の低いモノが、人の真ま似ねをすることは難しい。

　せいぜい物音をたてたり、鬼火を見せたりするのが関の山だろう。

　それが、あのように人間に間違うほどに化けられるとすれば、考えられる一番の可能性は、彼女が元々人間であったというパターンだ。

　しかし、そうなると別の疑問が浮かぶ。

「でも、元が人間だとしたら、今度は霊格が低すぎない？」

　人間は生き物の中では、比較的霊格の高い部類に入る。

　他ほかには狐や狸たぬき、狢むじなやイタチなどが霊格が高いといわれており、彼らが人間などに化けるというのは誰でも知っている有名な話だ。

　濡れ女の霊格は、人間どころかイタチにも劣るように見える。

「魂のほんの一部がこの世に残ったモノなのでしょう」

　人間の魂が現世うつつよに残されるということは、案外と多い現象である。

　主人が亡くなったばかりの部屋に、なんとなくその人の気配を感じたりするのは、そういった魂の一部が部屋に残されているからだ。大事にしていた遺品に魂が宿ることもある。

　たいがい、それらはよほどその人と深い縁を持っていた人にしか気づけないような、とても弱い名残のようなモノであり、それが現世側になにか影響を及ぼすようなことはない。

「けど、それがああして人と接するようになったのは――エビス様のご加護ってわけね」

「はい。エビス様の真意はわかりませんが」

　それは真ま希きも同意見だった。

　いったいなぜ土地の神が、そんなモノに力を貸すのか。

「この事件、主犯は濡ぬれ女じゃなくて、エビス様自身の意思も関かかわっているってことか……なんかややっこしくなってきたわね」

「兼かね康やす様のお帰りを待たれたほうがよろしいのでは？」

　エビス様が自分の意思で濡れ女の味方をしているとなると、彼女に手を出すのは神に逆らうということになる。プライドの高い真希であるが、エビス様が相手では荷が重すぎることぐらいは自覚している。

「でも、浜はま見みさんはあえのことを始めてしまっている。あのまま、ずっと神の座を空座にしておくわけにもいかないわ」

「……おっしゃるとおりです」

　コヒロは素直に真希の言葉に同意した。

　すぐに危険というわけではない。

　しかし、あの空座となった神の席は、ある感情を呼び起こす。

　不安定な場所に置かれた花瓶や、いまにも崩れそうな崖がけに大雨が降り続けるのを眺ながめているような――そんな、人を落ち着かせない不安を呼び起こすのだった。

「んんっ、なにしてるの。あいつは？」

　監視を続けていた真希は、二人から少し離れた場所でぱたぱたと手を振っている縛鎖の小人を見つけた。

　双眼鏡で見てみると、どうやら小人はどこかを指さしているらしい。

　それに従って双眼鏡を横に動かしてみると、ビーチパラソルで身を隠しながら智とも宏ひろのほうへと近づく瑞みず穂ほと好この香かの姿が見えた。

「うわっ、なにやってんのよ。あの二人はっ！」

　驚いて大声をあげた真希の脇わきで、コヒロがポツリと呟つぶやいた。

「なにか、楽しそうですね。あの二人……」



　　　　　◆◇◆



「俺おれを妖よう怪かいにしてどうするつもりなんだよ？」

　人間をとり殺すという妖怪の話なら、智宏も聞いたことはある。

　しかし、人を妖怪にしたがるという話はあまり聞いたことがない。

　少なくとも、真希の話してくれた濡れ女はそんなことをする妖怪ではなかった。

「妖怪になったら、ずっと一緒にいてくれるかと思って」

　濡れ女はさほど悪びれた様子もなく答えた。

「なんで、俺と一緒にいたいんだ？」

「だって、ずっと誰だれも私のことに気づいてくれなかったのに……あなたは、私に声をかけてくれたから。きっと、これってエビス様が縁を取り持ってくれたんだと思うんですよ」

「なるほどね」

　ようやく智とも宏ひろも合点がいった。

　コヒロの眼力でも気づけなかった濡ぬれ女が普通の人間のようにハッキリと見えたのは、エビス様の力が関与していたからなのだろう。

　ちょうど濡れ女の口からエビス様の名が出たので、これ幸いと智宏は詳しく尋ねてみることにした。

「エビス様とはどんな関係なんだ？」

「この近くの祠ほこらで偶然に会ったんです。私に初めて気づいてくれたモノ。だから、私はお願い事をしたの」

「願い事？」

「それはもう叶かないました。あなたが私に声をかけてくれたから」

　濡れ女はぷく～っと膨らんだフグをボールのように砂浜の上でもてあそびながら、顔を赤らめ恥ずかしそうに言った。

「じゃあ、もうエビス様には用はないのか？」

「なんでそんなことを聞くんですか？」

「地元の人がエビス様がなくなってしまって困っているんだってさ」

「……勝手に持ち出したりして、ごめんなさい」

　しおらしく濡れ女は頭を下げた。

　毒殺うんぬんと言っていたときは、とても話の通じる相手とは思えなかったが、こうしてじっくり話してみれば、真ま希きを相手にするよりもよほど会話が成り立ってるぐらいだ。

「もう願いがすんだんならエビス様を返してくれないか？」

「それはだめです」

　濡れ女が力を入れて押したので、フグの口からぴゅっと水が飛び出た。

「なんでだよ？」

「まだ、もうひとつのお願いが叶っていないから……」

「それって……？」

「あなたに死んでもらうことです～！」

　そう叫さけぶと、濡れ女は両手に掲げたフグを智宏に向けてズビッと突き出した。

　智宏の眼前でフグがぷくっと膨れる。

　このフグとにらめっこをするのは、これで何度目だろう。そろそろ心と心が通じ合いそうな予感がするが――

「だから、なんでそうなるんだよっ！」

　智宏はそんなフグをぺしんと濡れ女の手からはたき落とした。

　砂浜に落ちたフグは相変わらずの生命力で、じたばたと暴れている。もしかすると、今回の件で一番ひどい目にあっているのはこのフグなのかもしれない。

「死んでくれないと、私みたいにならないじゃないですか～」

「別に妖よう怪かいにしなくてもいいじゃないか！」

　さきほど話が通じると思ったのは気のせいだったのだろうか。

　やはり濡ぬれ女の思考パターンはいまいち理解できない。



「だって……人はすぐにどこかに行ってしまうもの」



　濡れ女がそう呟つぶやいたとき、なぜか海水浴場の騒がしさも、遠くから聞こえていたセミの声も一切が消えた気がした。

　代わりに大きく耳に響くのは、いつまでも続く波の音。

　そして、濡れ女が続けた言葉。

「夏が終わったら、砂浜からみんないなくなってしまう。誰だれもいない海は、静かで……とても寂しい」

　そう語る濡れ女の背後に、智とも宏ひろは自分が見たことのない光景を垣かい間ま見みた。

　灰色の空に、鉛色の海。

　砂浜に押し寄せる白く泡だった波は、まるで岩壁に貼はりつく氷雪のように思える。

　誰もいないのに、海はその雄大な姿を惜しげもなく見せつけ、その体内にすべてを抱擁する。

　智宏の眼力は、それを濡れ女の身体からだに染みついた海の気配であると見抜いた。

　この砂浜に来たとき砂浜の椰や子しの実から感じたのと同じ、眼力による感覚の共有。

　しかし、その内容はまったく違う。

　それは冷たくて、苦くて、辛つらい感情。

　濡れ女はずっとこの景色を眺ながめてきたのだ。

　智宏の知る賑にぎやかな青い海ではなく、自分が小さな存在であると思い知らされるだけの慈悲無き灰色の海を……

「だったら、おまえも海から離れて、もっと賑やかなところに行けばいいじゃないか！」

　智宏は自分を圧倒する海の姿を打ち払うように、濡れ女の両肩をつかんで言った。

「海から離れる？」

　そんな智宏の言葉に、濡れ女は口を丸く開けて驚いた顔をした。

「桜の木が海水浴に来られるぐらいなんだから、おまえだって海から離れられるんだろ？」

「けど、私は……」

　濡れ女は急に落ち着きを失ったように、そわそわとしだした。

「俺おれの地元に来れば、おまえみたいなのがたくさんいるぞ。ここの海にいるみたいな陰気なやつらとは違って、もっと明るくて愉快な連中ばかりだ」

　智宏は意気込んで濡れ女を説得する。

　さっき見えた海の姿から、彼女を解放してやりたかった。

　もっと暖かい場所に連れて行きたかったのだ。

「本当に、本当に私を連れて――？」

　濡ぬれ女は言葉の途中で、不思議そうに智とも宏ひろの背後を見つめた。

「どうした？」

「あれ、なんでしょう？」

　智宏は濡れ女が指し示す方向に振り向いた。

　そこには砂を押しのけながら、ずりずりと匍ほ匐ふく前進をするビーチパラソルがあった。

　から傘お化けというのは割と有名だが、ビーチパラソルも妖よう怪かいになるのだろうか？

「おい？」

　そのカラフルな傘に向けて、智宏は呼びかけた。

　するとバサッと傘が飛び上がり、その陰に隠れていたらしい二つの人影が飛び出した。

　それは買い物に行っていたはずの好この香かと瑞みず穂ほである。

「とっ、とっ、智宏さんっ！　なんですか、なんなんですか、そのマニアックな女は？　まだ若いうちから、そんな特殊な趣味を持ったりしたら将来ろくな大人になれませんよ！」

　好香は濡れ女を指差してわめき散らす。

「もうっ、そういうのが好きなら最初から言ってくれれば――私だってレパートリーはいくらでもあるんですからね！」

　そう叫さけんで、好香は両腕を胸の前でクロスさせると、ゆっくりと上に持ち上げていく。

　するとそれまで上品なサマーワンピース姿だった好香の服装が、見る見るうちにセーラー服の上着を着たバニーガールという罰当たりなモノへと変へん化げしていった。

「セーラー服という縛りの中に、豊満なバニー要素を閉じ込め、頭頂に奮ふるい立つふたつのお耳のアンビバレ～ンッ！」

　きっと、好香自身も自分が何を言っているのか理解していないに違いないが、そのアホさ加減だけは智宏にもしっかり伝わってきた。

「智ちゃん、私は女の子に変わった格好をさせて喜ぶ趣味って、どうかと思うの。だって、大切なのは中身でしょ？」

　一方、瑞穂のほうはもの凄すごい正論で攻撃をしてきた。

　いや、その言葉には同意しよう。

　ただし、こんなことをさせて自分が喜んでいるというのは大きな誤解だ。

　というか、いまさらだがなぜ濡れ女はこんな格好をしているんだろうか。

　ふとそんなことを思いついて、智宏が濡れ女のほうを見ると、彼女は両手で身体からだを隠しながら恥ずかしそうにこちらを見つめていた。

「そっ、そんな変な目で私を見ていたんですか……？」

「ちっ、違う、違うぞ！」

　少しずつだが築かれつつあった信頼関係がたったいま派手な音を立てて崩れ去るのが、智とも宏ひろにもはっきりわかった。



    

  
    
      



    

  
    
      「でも、私はそんな智宏さんも広い心と大きな胸で受け入れてあげますから～」

　そう言って好この香かは両手を広げると、ぎゅ～っと智宏を抱きしめた。

「だから……ちがっ……って！」

　濡ぬれ女と瑞みず穂ほの視線が痛い。

　しかし、セーラー服バニーに抱きしめられたこの格好で、何を言っても説得力は無いだろう。

　そんな困惑する智宏をさらに追い詰める刺客は、上空斜め四十五度の角度から飛んできた。

「な～にやってるの、このハレンチ男っ！」

　げしっと真ま希きの跳とび蹴げりが智宏の脳天にヒット。

　智宏はそのままズルズルと力なく砂浜に崩れ落ちる。

「と、智宏さん！」

　あわてて助け起こす好香の脇わきに、真希が着地する。

　そして、上空から巨大な何かが羽ばたくような音が聞こえたかと思うと、いつのまにかコヒロも真希の後ろに立っていた。

「あ、あの、あの……」

　いきなり揃そろった個性的な面々に、濡れ女は呆あつ気けにとられてオロオロするだけだ。

「それでっ、いったい誰だれなんですか、そのかたは!?」

　真ま希きが乱入しても、好この香かの追及が弱まることは無い。

　ばたばたと手を振り回しながら駄々っ子のように智とも宏ひろに詰め寄ってくる。

「こっ、この子は濡ぬれ女だ。この土地で知り合った妖よう怪かいだよ」

「濡れ女～？」

　好香は怪け訝げんそうな顔で、濡れ女の頭からつま先までにらみつけてから、唐突にその胸をぺたりと触った。

「ひああっ、なにするんですか！」

　悲鳴を上げて、濡れ女は自分の胸を両手で隠す。

「ホントだ、ぺっちょり濡れ濡れですね。なんかいやらし～の」

　なにがいやらしいのかさっぱりだが、好香はわきわきと手を動かしながら、今度は自分の胸を触っている。

「なにしてんだ、おまえは？」

「いえ、念のため、大きさの比較を……」

　真剣な面持ちで悩んでいる好香は放ほうっておいて、智宏は瑞みず穂ほのほうに向き直った。

「妖怪さんだったの。てっきり、私……また智ちゃんが知らない女の人にちょっかいだしていると思って」

「ちょっと待った！　またってなんだ、またって？」

「あ……でも、智ちゃんが手を出すのって、女の妖怪さんばっかりだったね。ええっ、もしかして、智ちゃんって人間の女性は嫌いだとかなのっ!?」

「おまえなぁ～」

　いつから自分は瑞穂から、そんな目で見られるようになったのだろう。

「あ、あのぉ、このかたたちは……？」

　すっかり取り残された感のある濡れ女が、少し怯おびえた顔をして智宏の腕をつついた。

「ああ、さっき言ってた俺おれの地元の連中だよ。こっちの二人は違うけど――まあ、似たようなもんかな」

「みなさんにも、私が見えている……んですよね？」

「えっ、見えるけど……？」

　瑞穂は首を傾かしげる。

「智宏さんとお友達なら、私たちも縁がつながってますからねぇ～」

　ようやく胸の比較を終えたらしい好香は、いつもより心持ち胸を張りながら応こたえた。

「ひああっ、すごい、すごいですっ。こんなにたくさんの人とお話ができるなんて！」

「あっ、そうだ。あんたもこれから一緒に海水浴しない？」

　その場で飛び跳ねんばかりに感激をしている濡れ女に、真希は八重歯の見えるやや怪しげな笑みを浮かべつつ誘いの言葉をかけた。

「えっ、いいんですか～？」

「濡ぬれ女っていうぐらいなんだから、泳ぐのは上手なんでしょ？」

　明らかに何かを企たくらんでいるような、真ま希きの猫なで声。

「どうなんでしょう。私、あんまり泳いだことないから……」

「いいから、いいから。勝負よ、勝負！」

　強引に手を取って、真希は濡れ女を海のほうへと誘う。

「あっ、でも、泳ぐんだったらその腰に吊つるしているモノは邪魔よね。置いていったら？」

　なるほど、真希の魂こん胆たんは智とも宏ひろにも読めたが、それほど相手も甘くなかった。

「いえ、これは大事なモノですから。それに濡れても平気みたいですし」

「大丈夫よ、ちゃんとコヒロに荷物番をさせるから。ねっ、ねっ？」

　真希も引かずになんとかエビス様を手放させようとするが、そのしつこさにだんだんと濡れ女の表情に疑惑の色が浮かんできた。

「ほらほら、そんなのいいから。さっさと海に入ろう！」

　せっかく、自分からエビス様を返してくれそうな雰囲気になっていたのに、濡れ女が真希の下心を疑い始めたら台無しだ。

　智宏は濡れ女と真希の間に割って入ると、二人の手を取って海へと引っ張った。

「なによ、あんた……もうちょっとだったのに」

　作戦を邪魔された真希が不満そうに智宏の手をつねる。

「いいから、いまは俺おれにまかせてくれって。ちゃんとエビス様は戻させるから」

「……信じていいんでしょうね？」

「おまえが余計なことしなければ、大丈夫だよ」



　　　　　◆◇◆



「ほら、そっち行ったわよ！」

「あっ、こら待て！」

　波打ち際で濡れ女たちが、フグを追いかけながらおおはしゃぎで騒いでいる。

　さっさと沖のほうへと逃げないところからすると、フグも本気で嫌がって逃げ回っているというわけではないのだろう。なんだか、エビス様や濡れ女よりも、実はあのフグが一番謎なぞの存在である気がしてきた。

　すっかりフグに翻ほん弄ろうされて泳ぎ疲れた智宏は、ふらふらと砂浜にあがった。

　好この香かは見かけによらず泳ぎが達者だし、水中モーターを隠し装備しているとしか思えない真希のスタミナは妖よう怪かい以上。濡れ女にいたってはどうやら水の中でも息が吸えるらしく、平気で水中を歩いたりしている。

　そんな連中を相手にしていて、生身の智宏が敵かなうわけがなかった。

　で、同じく生身の瑞みず穂ほといえば――

「きゃああああっ！」

　またも、真ま希きに引きずり回されていた……ご愁傷様である。

　しかし、智とも宏ひろの思おも惑わくは期待以上に上う手まく運んでいるようだ。

　向こうで遊んでいる濡ぬれ女は、さっき知り合ったばかりとは思えないほどみんなにうち解けている。これならきっと地元に行っても、他ほかの妖よう怪かいたちと仲良くできるだろうと、智宏は安心した。

「おかえりなさい」

　荷物の置いてあるシートに戻った智宏に、コヒロが昨日の昼間と同様にタオルを差し出してくれた。

「真希はホントに元気だな」

「瑞みず穂ほ様がご一緒だから楽しいのでしょう」

　どちらかといえば真面目まじめでおとなしい瑞穂と、ワガママ＆乱暴な真希という対照的な二人が仲良しだということを聞いたときには意外に思ったものだが、若じやつ干かん、瑞穂が振り回され気味なところを除けば、とても上手くやっているようだった。

　これまでの瑞穂に対するイメージが間違いだったのか、それとも真希への評価を改めるべきなのか、もしかすると両方なのか――それはなんともいえないが、どちらにせよ仲良くやっているのは歓迎すべきことである。

　望むならば、濡れ女や他の妖怪たちともその調子で仲良くしてもらいたいものだ。

「そうだ、コヒロも泳いでくれば？」

　ちょっと休憩をするだけのつもりだったが、シートに座って夏の日差しを背中に浴びるのが気持ちよかったので、智宏はコヒロに声をかけてみた。

　せっかく来たというのに、昨日からコヒロは海には一度も入っていないようだった。

「いえ、私は荷物の番をしていないといけませんので」

　じっと海を見つめたまま、コヒロは生真面目そうに答えた。

　ただ、コヒロのその横顔からは彼女が海に対して並々ならぬ興味を抱いているように智宏には感じられた。

「でも、泳ぎたいんだろ？」

　試しに聞いてみると、コヒロは顔だけをぎゅいんっと動かしてこちらに向けた。

　案の定、その目は驚いたように見開かれている。それは図星をさされて驚いたといったところだろう。

「荷物は俺おれが見てるから、泳いでこいよ」

「よろしいのですか？」

　尾羽がピコピコと動いている。

「いいって、いいって。俺は少しここで休んでるから」

「そうですか？　では、お言葉に甘えて……」

　コヒロはすっと立ち上がると、小走りで海のほうへと向かった。

　いつも物静かなコヒロのあんなに急せいている様子は初めて見る。よほど海で泳ぎたかったのだろう。

　智とも宏ひろは背中が大胆にカットされたコヒロの水着からどうも目を離すことができず、瑞みず穂ほに見られたら軽けい蔑べつされそうな目つきで、彼女が波に飛び込むのを眺ながめていた。

「おーおー、あんなにはしゃいじゃって……」

　シートにうつぶせに寝ころんで、智宏はオッサン臭くさい感想を呟つぶやいた。

　実際、コヒロの様子は『はしゃいでいる』以上のものがある。

　ひとりで腰ぐらいのところに立って、両手で思いっきり水をばしゃばしゃと叩たたいてしぶきをあげているのだ。自分のあげたしぶきで全身水浸しになりながらも、それでもまだやめようとはしない。

　最新の水着を着た美女が、ひとり真顔で熱心に水しぶきをあげているというのは、かなり奇妙な姿であった。

「あれで楽しいのかね？」

　甲こう羅ら干ぼしをしながら智宏が疑問に思っていると、唐突にコヒロはその動きをぴたりと止めた。

「ん、いよいよ泳ぐのかな？」

　さて、お手並み拝見と思ったら、なぜかコヒロは海からあがってきてしまった。

「どうした、忘れ物か？」

「いえ、終わりましたので戻ってきました」

「終わった？」

「十分に堪たん能のうさせていただきました」

　前髪から顔に水がしたたっているのを拭ぬぐいもせずに、コヒロは寝転んでいる智宏を見下ろしながら淡々と言った。

「もしかして、もうあがるっていうのか？」

　コヒロが海に入ってから三分も経たっていない。

　智宏は身体からだを起こして尋ねた。

「カラスですので行水は短いのです」

「ああっ、なるほど！」

　智宏は合点がいったと手のひらをポンと叩いたが――

「って、そういうもんでもないだろ。もっと遊んでこいよ」

「遊んで――？」

「だから、俺おれが荷物番してるから。もっと楽しんできていいんだよ」

「いいえ、もう十分です。それにいまはここにいさせていただきたいと思います」

「そうか？」

「はい、稲いな村むら様さえよろしければですが」

「そりゃあ、俺はいいんだけどさ……」

　まあ、無理に泳いでこいというのも変な話である。

　こうして波の音を聞きながら日光浴をするのもおつなものだし、もしかするとコヒロも海の中にいるモノが苦手なのかもしれない。

　そんなことを思いながら、智とも宏ひろは濡ぬれ鼠ねずみのコヒロのためにタオルを渡そうとしたが、そのときデジャブを感じた。

「いいえ、タオルは結構です」

　そう言って、コヒロは両りよう肘ひじを左右にあげると、腰をくいくいっと軽快な動作で振った。

　すると、コヒロの身体からだから水滴が一いつ斉せいに落ちた。

　これぞコヒロの『秘技・水滴落とし』である。

　あっという間にあんなにびしょ濡れだったコヒロの身体には、水滴ひとつ無くなっていた。

「おおおおっ、やっぱすごいな～っ！」

　自分でもなぜなのかよくわからないのだが、智宏はこのコヒロの技がとても気に入っていた。妖よう怪かいたちの奇妙な術はいろいろ見てきたが、この適度に日常生活に役立ちそうで、それでいてやっぱり役に立たなさそうな微妙なバランスが妙に智宏の心をくすぐるのだ。

「ひあぁ、いまの便利ですね～！」

　いつのまにか海からあがってきていた濡れ女が、コヒロの見事な技を見て手をパチパチと叩たたいた。

「はい、とても便利です」

　コヒロは真顔で答える。

「私って、なんでかいつもびしょ濡れなんで、いまのやりかた教えて欲しいです～」

「コツさえつかめば、誰だれでもできます」

　そう言ってコヒロは、無表情のままお手本とばかりにもう一度腰をくいくいっと振って見せた。

「こ、こうですか……？」

　それを真ま似ねて、濡れ女もくいくいっとぎこちなく腰を振る。

　しかし、濡れたスクール水着からも、セーラー服からも水滴はほとんど落ちない。

「む、難しいですね……」

　濡れ女は真剣な顔でコヒロの動きを真似ようと、何度も腰を振り続ける。

「あははははは、そうじゃないだろ！　もっと脇わきをあげなきゃ！」

　そんな二人の様子が面白くて、智宏は適当なアドバイスを濡れ女にしながら、シートの上で笑い転げていた。

　すると、今度はその騒ぎを耳ざとく聞きつけた好この香かが、興味津々といった顔つきでやってくる。

「おやおや、楽しそうですね～。なにしてるんですか？」

「腰を振ると稲いな村むら様が喜びます」

　コヒロがくいくいっと腰を振りながら好香に答えた。

「腰を……ですか？」

　好この香かはきょとんとしながら、真剣な顔つきのコヒロと濡ぬれ女、そしてさきほどから笑い転げている智とも宏ひろを見比べた。

「コツは尾羽に水滴を集めるように振ることです」

　コヒロは好香と濡れ女にお尻しりを向けて、尾羽をピコピコと動かした。

「なんと、智宏さんのおきにいりのダンスとあれば、私も是非是非習わせてください」

　少し見当違いなことを言いながら、好香は自分のお尻をさわさわと撫なでる。すると、ぴょこんと水着のパンツからピンク色の羽根飾りが飛び出した。

「これでいいですか？」

「はい、あとはこうやって――腰を振るのです」

　コヒロが実演をすると、好香もその横でそれに習って腰を振った。

「ちょっと邪魔なんで、エビス様はここで見ていてくださいね」

　濡れ女は好香に負けじと、腰につけていたエビス様をシートの上に置くと、二人に並んで一緒に腰を振った。

　なんだかいろいろと間違っている気もするが、それでも三人が仲良くやっているのだから、智宏もなにも言わずにそんな腰振りの様子を眺ながめていたが……よく考えると、水着の女性がすぐ目の前でお尻をふりふりしているというのは、もの凄すごい状況である。

　一口にお尻と言っても、こうして並んでいると差異がよくわかる。

　好香が一番ふっくらしていて女性らしい。コヒロはそのすらりとしたイメージ通り、好香に比べるとちょっと小ぶりである。濡れ女のほうは水着がスクール水着というせいもあるが、やはり他ほかの二人に比べるとまだ発展途上という感じだ。

「……なにやってんの、あんたら？」

　三人の妖よう怪かいが並んで腰を振っているという異様な状況がさすがに気になったのか、真ま希きと瑞みず穂ほの二人も海からあがってきた。

　例のフグは瑞穂の腕に抱きかかえられておとなしくしている。

　いつもじたばたしているフグがどことなく気持ちよさそうな顔をしているように見えるのは、気のせいだろうか。たんころりんといい、瑞穂はああいう丸いモノに好かれるたちなのかもしれない。

「腰を振ると……」

「い、いやっ、コヒロの水滴落としの術をみんなで勉強していたんだよっ！」

　智宏は伸びた鼻の下を戻して、あわてて二人の間に割って入った。

　コヒロの説明では真希たちにどんな誤解をされるかわかったものじゃない。

「ええ～っ、これって智宏さんが大好きなフリフリダンスの練習じゃなかったんですか～？」

　好香は妙に色っぽく腰をクネクネ振りながら不満そうに言った。

　もうすべて台無しである。

　智とも宏ひろが顔をあげると、瑞みず穂ほの視線は真夏の太陽の下でも凍り付きそうなぐらいに冷たかった。ぞぞぞっと寒気を感じながら、今度は恐る恐る真ま希きのほうを見る。

「あれ？」

　意外なことに、真希の表情はとてもにこやかだった。

　だが、智宏の観察眼はその微笑ほほえみに細めた目の奥が怪しく光っていることを見逃さない。真希がこんな顔をしているときは、悪巧みをしているときと決まっている。

「そうなの、そうなの。いいわね～、こんな美人たちのフリフリダンスを間近で観賞できて」

　そんなことを言いながら、真希は智宏の座っているシートのほうに近づいてくる。

　いったいなにをされるのだろうと、智宏はコソコソと真希を避けるように身体からだを動かした。

　真希はそんな智宏など眼中に無いといった様子で、荷物から大きめのビニール袋を取り出すと、いきなりシートに置かれていたエビス様にそれを被かぶせた。

「えっ!?」

　あまりに突然の行動だったため、一瞬なにが起きたのかわからなかった。

　そして、ようやく真希がエビス様を奪おうとしているのだと気づいたときには、その姿はずっと向こうに小さく見えるだけになっていた。

「あーはははははっ、これでエビス様は私のモノよ～！」

　他ほかにも観光客がたくさんいる海水浴場で、真希の勝ち誇ったアホっぽい声が響き渡る。

「ひああぁっ、あの人、エビス様持っていっちゃいましたよ！」

　ワンテンポ遅れて、濡ぬれ女が驚きの声をあげた。

　たぶん、真希の性格を知らないので、その行動の意味を理解するのが遅れたのだろう。

「うん、ごめん」

　いまは謝る言葉しか思いつかなかった。

　もの凄すごく気まずい思いで智宏は濡れ女と並んで呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたが、突然、遙はるか向こうで真希が動きを止めた。

「なんだ？」

　遠目で見ているためよくわからないが、真希が手に持っていたビニール袋が大きく膨れあがっているように見えた。

「きゃああああああっ～！」

　そして、真希らしからぬ妙に女の子っぽい悲鳴をあげながら、百八十度転進して、今度はこちらのほうへと全力疾走で駆けてくる。

「な、なに、あれ!?　マキマキが変なのに追いかけられてるよ！」

　瑞穂が驚いて指さしたのは真希ではなく、その背後から迫ってくるモノ――人の背丈の二倍の高さはあろうかという巨大な玉だった。

　それがまるで意思を持った生き物のようにぐるんぐるんと自力で回転しながら、真希のことを追いかけてきている。

　まわりの観光客たちも悲鳴をあげながら逃げ出したり、驚いたように玉を遠巻きに見物していたりしている。

「これは大変ですね」

　あまり大変そうな口ぶりではないが、その目が大きく見開かれているところからすると、コヒロにとっても予想外のことだったのだろう。

　智とも宏ひろはこちらに向かってくる巨大な玉をじっと見据え、その正体を見極めようとする。姿は大きく違えども、その内側に宿る気配を智宏は知っていた。

「やっぱり、あれはエビス様だ」

「そのようで」

　コヒロもこくりとうなずいて同意する。

「――で、正体はわかったけど、どうしよう？」

　そんなことをしている間にも、エビス様は真ま希きを追いかけながら、もうすぐそこまで迫りつつあった。

「そ、そうだ。こういうときにこそ、たんころりん！」

　瑞みず穂ほはあわててカバンから干ほし柿がきの姿になっているたんころりんを取り出した。

「たんころり～ん！」

　いつもの雄お叫たけびをあげながら、たんころりんは巨大化していったが、それでも迫ってくる玉に比べるとやや心こころ許もとない大きさだった。

　しかし、ここぞというときに期待を裏切らない。

　それが子こ守もり柿がきという別名を持つたんころりんの凄すごいところだ……ったのだが。

「た、たた、たんころりん？」

　迫ってくるエビス様を見た途端、いつも夕日のように赤いたんころりんの顔がみるみるうちに熟す前の青い柿かきのような色に変わっていった。

「ど、どうしたの、たんころりん!?」

　たんころりんの厳いかめしい太い眉まゆ毛げはハの字になり、むすっとしたへの字口は情けなく半開きになる。

「……駄だ目めなの？」

「たんころりん」

　瑞穂の問いかけに、申し訳なさそうな顔でたんころりんはうなずいた。

　さすがのたんころりんも、神様が相手ではどうしようもないらしい。

「コヒロ、飛んで！」

　すぐそこまで逃げてきていた真希が、全力でこちらに駆け寄りながら叫さけぶ。

　すると、目の前が真っ黒いなにかに覆われ、智宏は急激に引き上げられるような感覚と、上から下に抜ける風を感じた。

　そのあと、一瞬ふわりと身体からだが宙に浮いたかと思うと、いつのまにかいままでの砂浜ではなく黒いふわふわしたモノの上に智とも宏ひろは座り込んでいた。

　まわりを見ると、真ま希きと瑞みず穂ほ、そして好この香かもいる。

　ここは巨大な黒い鳥の背中だった。

「コヒロか？」

　呼びかけると、それに返事をするかのように巨大な鳥は翼を羽ばたかせた。

　智宏は以前にも一度、この姿をしたコヒロに乗って空を飛んだことがあった。あのときはかぎ爪づめにぶら下げられてだったが、今回は背中に乗せてくれたようだ。

　コヒロが助けてくれたのだと知ってホッとした智宏は、濡ぬれ女の姿が無いことに気づき、落ちないように気を付けながら眼下に遠ざかる海水浴場を見た。

　さっきまで自分たちがいた場所に、巨大な玉と、そのかたわらに立つ濡れ女の姿を見つけた。

「おーい、濡れ女～！　俺おれの地元に来いって言ったのは本気だからな～！　だから、そのエビス様とは縁を切れよ～!!」

　どんどんと小さくなる濡れ女に、智宏はあらん限りの大声で叫さけんだが、やがてその姿は見えなくなってしまった。

　自分の声は届いただろうか。

　それはわからないが、豆粒のように小さくなった濡れ女がこちらに手を振っていたように見えたのは、きっと気のせいではないだろう……



　　　　　◆◇◆



「やばい、やばい、やばいよ～、部長に知れたら始末書モノだよ～」

　大ガラスの姿になったコヒロの背中をゴロゴロと転げ回りながら、真希はひとりで苦く悶もんしていた。

「おまえのせいだろ。エビス様にはかなわないってわかってたくせに」

「だって、たんころりんみたいにビニールに包めば息が苦しくて力を無くすと思ったんだもん」

　コヒロの背中の羽根をもじもじと指でいじくりながら、真希は口を尖とがらせていった。

　秘密兵器がどうのとか言っていたが、あのビニール袋がそうだったとは……実に真希らしい行き当たりばったりな作戦だ。

「で、通用せずに、逆に怒らせたってわけか」

「まさかあんな大勢が見ている前でエビス様が暴れるだなんて……あああっ、こんなのとても報告書に書けないよ～」

　そう言って、また真希はゴロゴロと転げ回る。

　智宏の前では強気なくせに、意外と上司には弱いらしい。

　しかし、自分も会社勤めをしたらこのようになるのかもしれないので、ここはあまりからかわないでおいてやった。

　それに、あんなに大勢の人に見える状態で妖よう怪かいが姿を現したというのは、智とも宏ひろも初めて見た。あのあと海水浴場ではどんな騒ぎになっていることか……

　それを考えると、真ま希きが落ち込むのも無理はないだろう。

「けど、あいつはエビス様を返してくれると思うぞ」

「どうしてそんなこと言えるのよ～」

　寝転がったまま、真希は智宏を上うわ目め遣づかいでにらみつけた。

「そうするように頼んだから」

「頼んだぐらいで言うこと聞くのなら、祈き祷とう師しはいらないのよ～」

「そうかなぁ？」

「そうなの～！」

　真希はじたばた暴れながらコヒロの背中を手のひらで叩たたいて八つ当たりしている。

　もっとも、巨大なコヒロはなにも感じていないようだが。

「……そうじゃないと思うけどな」

　そんな真希には聞こえないぐらいの声で、智宏はぽつりと呟つぶやく。

　自分の地元の話をしたとき、濡ぬれ女は間違いなく興味を持ってくれた。

　彼女の背後に見えた海の姿から解放してやれば、エビス様に頼ることも、人を毒殺しようだなんてことも考えなくなるに違いない。

「元が人間の妖怪はね、未練に凝り固まって根が深いものなのよ」

　智宏の呟きが聞こえたのかどうかは知らないが、真希は身体からだを起こしながら言った。

「みんながみんな、そうだとは限らないだろ？」

「あの濡れ女にだって、現世うつつよに残った理由があるはず。その理由だけは簡単に曲げられない。現世と常とこ世よの境目である海辺に居続けていたりするのが、その証拠よ」

「海辺が境目？」

「そうよ。山の奥に黄よ泉みがあるといわれるように、海の向こうにもこの世とは別の世界があるの。向う側に行けないから、あの濡れ女はずっと海辺にいるんでしょうね」

「けど、あいつは……」

　海から離れられると聞いて、濡れ女は喜んでいた。

　はっきりと言葉にはしなかったが、智宏にはそう感じられた。

　第一、濡れ女の海には――何もない。

　あの灰色の海には、何もなかったのだ。

　あんなところに彼女がいなければならない理由など、ありはしないはずだった。



　　　　　◆◇◆



　倉庫で陰干しにしていた漁具の手入れを終えた浜はま見みは、くたびれた足取りで家に戻る。

　漁ぎよ労ろう長ちようである父親の仕事の引き継ぎに追われる日々。

　慣れない書類仕事が増えて、これまでのように船に乗って漁をしていれば良いというわけにはいかなくなった。

　そのうえ、あえのことなどという面倒な儀式のおかげで余計な仕事まで増えている。

　国交省の職員だからといって、あんな子供みたいな連中にまかせておいて、本当に大丈夫なのだろうか。

　あの神の座だって、いつまでも応接間に出しておくわけにもいかない。お盆になったら町に働きに出ている弟夫婦が里帰りしてくるのだ。

　あの部屋を空けないと、とても家に泊めることは出来ない。

「やっぱり、適当に次のエビス様を用意して儀式をしてしまったほうがいいな」

　神様を大切にするのもいいが、そのせいで日々の生活に支障がでるのでは本末転倒だ。

　そもそも神様というのは、人に福を与えてくれるもののはずなのだ。

　そんなことを考えながら、玄関代わりになっている応接間のガラス戸に手をかけた。

「……あれ、誰だれかいるのか？」

　浜はま見みはガラス戸の向う側に奇妙な気配を感じた。

　家族四人で暮らしている家なのだから、ガラス戸の向う側に気配を感じたところで不思議はない。

　しかし、さきほど感じた気配は、どうもそういった慣れ親しんだモノとは違う。

　家族団らんの食卓に知らない人間が紛れ込んでいるような違和感。

　住み慣れた家だというのに、なぜかガラス戸を開けるのがためらわれた。

　もっとも、浜見が躊ちゆう躇ちよしたのはほんのわずかな時間だった。

「なんだろう、疲れが溜たまってるのかな？」

　首を傾かしげながら、勢いよくガラス戸を開けた。

「ん、くさいな？」

　応接間の奥から漂うのは、まるでしっかりと干さなかった魚ぎよ網もうのような悪臭。

「なんだ、あれ……」

　その臭においの元はすぐにわかった。

　あえのことの神の座。

　その新しい神を招くべき席に、黒い糸が絡み合ったような見慣れぬモノが置かれていたのだ。もつれた魚の網か、腐った海藻の繊維のように見えるが、それがなんなのかははっきりとはわからない。

「これは新しいエビス様……？」

　あまり信心深いとはいえない浜見であったが、その神の座に鎮座するモノからは、ただならぬ気配を感じ取った。それは漁をしているときに、時折、海の底から感じる何か得体の知れないモノの気配とよく似ている。

　そんな不思議な気配は他ほかの漁師たちも感じることがあるらしく、それを聞いた年寄りたちはもっともらしく海坊主だとか、船幽霊だとか怪談じみた話をしてくれたものだ。

「でも、いったい誰だれが？」

　新しいエビス様を用意するのは、父親から自分に任されたはずだ。

　最近、家の中を歩くのも辛つらくなったという父親が浜辺に出て探してきたとは思えない。

　浜はま見みが座ざ布団ぶとんに鎮座するそれに恐る恐る触れようとすると、その近づく手に反応したかのように黒い糸のようなものがザワリと動いた。

　それは決して風に吹かれて動いたといった感じではなかった。

　その複雑に絡み合った糸すべてが意思を持っているかのように蠢うごめき、その奥にある何かが浜見を見上げた。

「うっ……」

　浜見はそれが毒針を持つ魚であったかのように、あわてて手を引っ込めた。

　自分を畏い怖ふさせたモノが何かはわからないし、その正体を確かめる勇気もなかった。

　だが、ひとつだけ実感したことがある。

　それは、ここにあるモノがただの海から流れ着いたモノではないということだ。

「親父おやじ、新しいエビス様がいらっしゃってるぞ！」

　浜見はあわてて家族を呼び集めた。



    

  
    
      
第五章　ちいさな珠たま枝え様





　日も暮れた海岸沿いの曲がりくねった道を、兼かね康やすはカーブを曲がるごとに肝を冷やしながらワゴンを飛ばしていた。

　田舎道のため街灯が少なく、見通しも悪い。

　それなのに、全身を覆い尽くす眠気は、容赦なく兼康の集中力を低下させる。

　昨日の昼に呼び出されてから、いろいろありすぎて兼康は一睡もしていなかった。

　兼康はうつらうつらとしながら、このままなにも考えずに布団ふとんに倒れられたら、どんなに素晴らしいことだろうかと妄想する。

　やがて、そのためなら悪魔に魂を売ってもかまわない気がしてきたところで――

「人をはねるなよ」

「はっ、はい！」

　助手席からの呼びかけに、兼康は我に返った。

　ほんの半秒だが意識が飛んでいたようだ。

　兼康は脇わきに置いてあった缶コーヒーを開けて、眠気覚ましにと一気に飲み干す。

　ほどよい苦みとカフェインが脳のう味み噌そに染み渡るが、同時に荒れた胃に重くのしかかった。

　隣の席に聞こえないように小さくげっぷをすると、兼康は再び運転に集中した。

「もっと甘いモノを飲めばよいのに。わざわざ甘味の無いコーヒーを飲む奴やつの気が知れぬ」

「失礼しました」

　もしかしてさきほどのげっぷが聞こえてしまったかなと思い、兼康はとりあえず謝った。

「それにしても『こんびに』とは便利なものだな。こんな夜更けにも眠気覚ましのコーヒーを買うことができるし、ワチを買収するための甘味も揃そろえられる」

「買収だなんて、そんな下心は……」

　我ながら空そら々ぞらしい嘘うそだと思い、兼康は途中で言葉を濁した。

　助手席にちょこんと腰を下ろして、最近、どんどん豪華な方向に充実していくコンビニのスイーツに囲まれているのは、智とも宏ひろの家に住まう家神である珠たま枝えだった。

「まあ、いまはなにも言うまいて」

　珠枝はふんと鼻を鳴らして、たっぷりのクリームでデコレートされたプリンアラモードのカップを両手でよいしょと開けた。

　車内に甘いカスタードの匂においが満ちる。

「しかし、このプリンはけしからん旨うまさだな。あの『ふぁみれす』に勝まさるとも劣らん。人間の煩ぼん悩のうには果てがないのか……」

　口の周りにクリームをつけながら、珠枝は難しそうな顔をしてしきりに感心している。

「そんなお体なんですから、食べすぎには気をつけてください。お好きなモノを食べたいだけ食べて、あとは残して結構ですから」

「馬ば鹿か者、食べ物を残すなど罰が当たる。それに人間たちも、でざぁとは別腹だと言うそうではないか」

　ぺろりと顔についたクリームを舐なめ取ると、珠たま枝えは再びプリンの中に顔を埋めた。

「はあ、ではお好きなように……」

　珠枝の言うとおりこのコンビニデザートによる接待は見え見えの買収だったが、それでわずかでも機嫌を直してくれるのなら安いものだ。

　智とも宏ひろたちに置いてきぼりをくらって寂しくなった珠枝が、こっそりと自分を電話で呼び戻したときは、これで恩を売れれば悪くないと思ったものだが、その結果はまるで正反対でこのありさまである。

「なんでこうなるのかなぁ」

　空すきっ腹に入り込んださきほどのコーヒーが、また兼かね康やすの胃をシクシクと痛める。

　カーナビを確認すると、あと二時間ぐらいで到着だ。

　道も空いているし、ようやく旅館の布団ふとんで眠れるかと思うと――ああ、白くて柔らかい布団……なんて素敵なのだろう……

「おい、車が右に寄ってるぞ」

「はっ、はい～っ！」

　またまた意識がどこかへ飛んでいた兼康はピ～ンと背筋を伸ばすと、今度は「眠気・激スッキリ」とラベルに書かれたガムを口いっぱいに頬ほお張ばった。

　舌の上に、味というよりは痛みが広がる激烈なガムだ。

　しかし、これもどれだけ自分の意識をここにつなぎ止めてくれるモノか……

　あと二時間――この命がけの勝負はこれからが正念場のようだった。
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　濡ぬれ女は海辺を離れ、見知らぬ港町を歩いていた。

　なぜかこの町は静かで、真っ暗だった。

　人の気配はあるというのに、みんな家の奥で静かにしている。

　何かを恐れるように。

「どうしたんだろうね、エビス様」

　昼間、巨大化してみんなを驚かせたエビス様も、いまはいつものサイズに戻っている。

　ここに自分を導いてきたのは、エビス様だった。

　確かに、この町の雰囲気は普通と違う。

　濡れ女は町を好まない。自分が拒絶されているような気がして、居心地が悪いからだ。

　ところが、この港町は不思議と引き込まれるような感じがした。

「この家に入ればいいの？」

　ぼんやりと感じるエビス様の導きに従い、濡ぬれ女は一軒の家の庭先へと入り込んだ。

　ガラス戸が開きっぱなしになっており、部屋の中が丸見えだった。

　なんとなしに中をのぞくと、そこにはたくさんのお供え物に囲まれた、立派な席が二つ用意されていた。

　ただし、その席の片方は空席であり、もう片方には――奇妙なモノが乗っていた。

　磯いその匂においを漂わせる、黒い繊維の塊。

　それはみすぼらしく、惨めで、不快なモノだった。

　濡れ女は眉まゆをしかめてそれを見つめる。

　あらゆる負の感情が混ざり合い、ひとつの思いが濡れ女の中で形作られる。

　その感情とは、哀れみ。



「……私をそんな目で見ないで。見るのは、私のほうなんだから」



　そんな濡れ女の気持ちの変化に気づいたように、黒い塊がしゃがれた声で言った。

「あなたは誰だれ？」

　濡れ女は恐る恐る尋ねる。智とも宏ひろたち以外のモノに話しかけられたというのに、不思議と濡れ女にはそれが当たり前のことのように思えた。

　これは智宏と出会う前から、ずっと海から自分のことを見てきたモノ。

　そのしゃがれ声は、波の音に交ざって聞こえてきた自分に語りかける声なき声。

「ねえ、誰なの？　ずっと私の近くにいたよね？」

　濡れ女は部屋にあがって、黒い塊に近づいた。

「私は私。あなたこそ、私の残りカス。浜辺にしがみついて間抜けな姿を晒さらすだけの、くだらないモノ」

　ざわりと黒い繊維が動くと、その内側に隠された白いモノが見えた。

「その空席に座ってちょうだい。それで私は新しいエビスになるの」

　妬ねたみに満ちてこちらを見上げる内側のモノは、濡れ女にそう言った。
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　旅館での二度目の夕食のあと、智宏はみんなには黙ってひとりでこっそり温泉につかっていた。

　せっかくいつでも入れるかけ流しの温泉なのだから、何度も入らないともったいない。

　今回は女湯のほうにも客はいないようで、遠くに聞こえる波の音と、庭から聞こえる虫の音が、昨晩よりもはっきりと耳に届く。

　湯加減は上々。日焼けした肌にピリピリと少し染みる感じも、逆に心地よい。

　この気持ちの良さを独り占めするというのは、なかなかできない贅ぜい沢たくだろう。

　智とも宏ひろは手足をひろげ、湯の中で大きく伸びをしながら、濡ぬれ女のことを考えた。

　旅館の女将おかみに聞いたところ、やはり大おお阪さかで万博が開かれたのはもう何十年も昔のことらしい。それはそれは盛大に行われ、日本中が万博ブームに沸いたという。自分の名前さえ忘れた濡れ女ですら、そのことは記憶しているぐらいなのだから、きっとそれはすごいものだったのだろう。

　そして、その頃ころに濡れ女は人間からいまのような妖よう怪かいとなった。

　人間が妖怪になる――ほとんどの場合、それは死んだということを意味するらしい。

　真ま希きはそう教えてくれた。

　数十年前に死んだ人間のことなど、普通ならばあまりに昔のことで現実味の無い話にしか感じないだろう。生まれて十数年の智宏にとっては、なおさらのことだ。

　だが、濡れ女は間違いなくいまもいるのだ。

　生きているとはいえないが、存在はしている。

　あの冷たく苦い灰色の海を背負って、ずっと浜辺をさまよい続けているのだ。

「…………！」

　あの景色が頭に浮かんだ途端、智宏は温泉につかっているというのに寒気がした。

　手のひらで湯をすくって、ばしゃばしゃと顔にかける。

　自分は向こうの世界のことを何もわかっていないかもしれない。

　すべてを受け入れることもできない。

　けれど、濡れ女ひとりを助けてやるぐらいのことはできるはずだ。

　智宏の地元は田舎で何もないところだが、彼女ひとりの居場所ぐらい、みんなで作り出すことはできるだろう。

　妖怪町内会長に就任した石の怪に頼んで、近所の妖怪たちをお稲荷いなりさんの境けい内だいに集めてもらおう。

　そこで、みんなに濡れ女を紹介しよう。

　少し間が抜けていて、騒々しくて、得体の知れない連中たちだが、きっと濡れ女を暖かく迎えてくれることだろう……



　湯にのぼせた頭でぼんやりと地元に帰ってからのことを考えていた智宏は、カラカラという戸の開く音で我に返った。

　男湯の戸が開いた音だ。

　誰だれか来たのだろうかと、智宏が振り向くと、湯煙の向こうでもメリハリあるプロポーションがはっきりわかる人影が立っていた。

　あまり大きな声ではいえないが、そのプロボーションだけで智宏には誰なのかがすぐにわかった。

「好この香かのやつめ……性懲りもなく」

　智とも宏ひろも年とし頃ごろの男子なので、嬉うれしくないといえば嘘うそになるが、それでも人が風ふ呂ろに入っているときに乱入されて歓迎できるほどの境地には達していない。

　というか、もの凄すごく恥ずかしい。

　しかし、そう何度もオモチャにされてばかりいては男が廃るというものだ。

「ふふふ、さっそくこれが役に立ちそうだな」

　とぷんと湯に鼻までつかると、智宏は静かに湯船の中を移動する。

　人影は音もなく、さっきまで智宏がいた場所を目指して歩いてくる。智宏の予想通り、不意を突いて驚かせようという魂こん胆たんだろう。

　やがて、人影は湯船の縁にしゃがみこんで辺りを見回すような仕草をした。

　いまが絶好のタイミングである。

「ここは男湯だと何度言ったらわかるんだ～っ！」

　腰にタオルを巻いた智宏は、ざばっと立ち上がると胸にぶら下げていたシルバーリングを水み戸と黄こう門もんの印いん籠ろうのように突きつけた。

　金気を嫌う好この香かなら、これでイチコロのはず――だったのだが。

「あれ？」

　湯船に仁王立ちしたまま、智宏は間抜けな声をあげた。

　目の前にいたのは、予想通り好香に間違いない。

　ところが、大嫌いなシルバーリングをつきつけられても、まったく意に介している様子はなかった。

　いつもなら十円玉にさえ飛び上がって驚くところなのだが、好香は無表情のまま湯船に入ると、すうっとこちらへと近づいてくる。

「……おまえ、好香じゃないな？」

　智宏は目に見える姿形からではなく、眼力によってそれを察した。

　白い肌をあらわにした好香の姿は、風に吹かれた湯気のように薄くなり、その内側に潜むモノの気配が明らかになる。

　黒く細い繊維らしきものが絡み合った、腐った海藻に似た臭においを放つモノ。

　素肌にゾワゾワと何かが這はい上る感覚。

　それは目の前のモノから溢あふれ出す悪意だった。

　あまりに強い悪意は、まるで形ある力のように智宏の身体からだを縛り付ける。

　醜く捻ねじ曲がり、どす黒く、嫌な臭いを放つ悪意。

　この気配には覚おぼえがある。

　初日、海水浴をしているとき、海の底から感じた気配。

　しかし、あのときにはこれほどまで強烈な力を持っていなかった。

　ここまで圧倒的な力を持つモノを、智宏は知らない。

　コヒロやヤマイヌ――いや、もしかするとあの珠たま枝えですら及ばないかもしれない。

　それでも、智宏は目をそらすことなく相手の正体を見極めようとした。

　こんな醜い悪意を放つモノが、好この香かの――自分の大切なモノの姿を真ま似ねたことが許せなかった。

　妖よう怪かいのようなモノは、人に見られ、理解されることで力を失うという。

　見るということは人間が最初に得た、モノに対する呪のろいなのだ。

「これは……？」

　悪意に塗りつぶされた力の奥に、智とも宏ひろは少し違った気配を感じる。

　それはエビス様の気配。

　ならば納得できる。この圧倒的な気配は神を名乗るに相応ふさわしい。

　だが、この前までのエビス様にはこんな禍まが々まがしいモノは感じなかった。

　エビス様にとても似ているが、それでいて異なる存在。

　智宏の頭にあえのことで用意された二つの神の座が思い浮かんだ。

「もしかして、新しいエビス様なのか？」

　この相手に、智宏は本能的に危険を感じた。

　いくら眼力を使っても、その奥底まで見通すことはできない。

　まるで底知れない海へ潜り続けるような感覚。

　それは冷たく、苦く、あの濡ぬれ女が背負っていた灰色の海と同じモノ。

「なんで、この海が見えるんだ……これは濡れ女の背負っていた風景……なのに……」

　そのとき、智宏は初めて息苦しさを感じた。

　あまり深く潜れば、息が続く間に水面に戻ることができなくなる。

　そのことに気づいたとき、ようやく智宏は罠わなにはめられたと知った。

　仏様の手のひらを飛び回った孫そん悟ご空くうの話を不意に思い出しながら、智宏はその悪意の渦へと飲み込まれていった。
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　暗くら闇やみの中に引きずり込まれ、これが死というモノかとさえ感じた智宏であったが、次の目覚めは意外なほどあっさりとしたものだった。

　湯船の縁にうつぶせの姿勢でもたれかかったまま、背中に感じる夜の空気の冷たさに我に返った。

「なんだったんだ、あれは？」

　顔を上げてあたりを見回すが、何も変わったところはない。

　相変わらず客は自分だけで、温泉の湯は変わりなく温かで心地よい。

　身体からだにも異常はないようだ。

　もしかして温泉で寝入ってしまい、夢でも見たのではないかという気にもなったが、身体に染みついたあの圧倒的な悪意の感覚は生々しく記憶に残っている。そんな簡単に、夢の中の出来事と片付ける気にはなれなかった。

　とはいえ、ここにいてもしかたないし、このままでは今度こそ本当にのぼせてしまいそうだ。

　智とも宏ひろは釈然としない気持ちのまま湯からあがった。



　着替えに持ってきていたはずの浴衣ゆかたがなぜか無くなっていたので、智宏は昼間着ていた普段着をまた着て部屋に戻った。

　襖ふすまをあけると、女性陣は座卓を囲んで話をしているところだった。

　あまり夢中になって話をしているせいか、智宏が戻ってきたことにも気づいていないようだ。

「やっぱり、智宏さんには変な趣味があるんじゃないかと思うんですよ！」

　珍しく好この香かが真面目まじめな顔をしていると思ったら、耳に入ってきたのはこんな思わず脱力しそうな会話だった。

「変な趣味って？」

　それに対して、瑞みず穂ほも大まじめな顔で聞き返す。

「実はコスプレ好きなのではと――」

　瑞穂の隣で何食わぬ顔をしていたコヒロが、それを聞いて大きく目を見開いた。

　コスプレなどという言葉をコヒロが知っているのは意外である。

「でも、いままでそんな素振りは見せたことなかったけど」

　いったい誰だれのことを気にしているのか、瑞穂はなぜか声を潜めてひそひそと囁ささやいた。

「男の人は、そういう趣味を人には知られないようにするものなのです」

「ほーほー」

　縛鎖の小人みたいな声をあげて、瑞穂は感心したようにうなずく。

「よ～く思い出してみてください。智宏さんに、そういった素振りはありませんでしたか？」

　好香は人差し指を立てて、瑞穂とコヒロの顔を交互に見つめる。

「そっ、そういえば……マヤちゃんのゴスロリ衣装を可愛かわいいって誉ほめてたわ！」

　いや、それはマヤのことが可愛いと言っただけで、特別衣装だけを誉めていたわけではないと、智宏は心の中で突っ込んだ。

「でしょう？　あと、私がバニーガールの格好をしたとき、もの凄すごく見てました。いえ、あれは見ていたというよりも、もう凝視ってやつですよ、凝視！」

　好香は両手で胸を隠しながら身体からだをくねくねと動かす。嫌がっているようなことを言っているくせに、どこか嬉うれしそうな顔をしているのはなぜだろう。

「そして、決め手はあのにっくき濡ぬれ女ですよ。あの子の格好はまさしく智宏さんの趣味をピンポイント爆撃！　ああ悔しい、ああ妬ねたましい！」

　興奮した好香は、バンバンと座卓を叩たたいて頭を左右に振った。

「濡れ女さんって、あの昼間のスク水の子？」

「ただのスクール水着ではありません。あれは昭和の遺物、旧型スク水。特殊な趣味の男性たちにはいまだに根強い人気を持つ、カリスマ水着なのです！」

「ほーほー」

　また瑞みず穂ほが縛鎖の小人化した。

　その横では、コヒロまでもが感心したように好この香かの話にうなずいている。

「あちらがあんなあざとい攻撃をしてくるというのなら、私たちもコスプレで対抗するしかないわけですよ」

「けど、私はそんな服は持ってないし……」

　いやいや、そういう問題ではないだろう。

　そこは突っ込むところだ、瑞穂――と、またまた心の中で突っ込む智とも宏ひろ。

　とはいえ、なんとなくこの馬ば鹿からしい会話の結末を見届けたい気分にもなっていた。

「大丈夫、瑞穂さんの学校はいまだにブルマを着用させている生きた化石のようなところ。古今東西、ブルマになびかぬ男は無しと――かの福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちも言ってます」

　いや、言ってないから。

「つまり、体操着とブルマが効果的と？」

　ここの温泉は人をアホにする効用でもあるのだろうか？

　智宏の中で、瑞穂のイメージがどんどんと崩れていく。それとも女同士だと、いつもこんなお馬鹿な話ばかりしているのだろうか。

「その通り。ブルマなんて授業で見慣れているのではというのは浅はかな考え。年とし頃ごろの男子は、女子の体操着姿を見たくても照れくさくて見られない、そんな青春の狭はざ間まで揺らぐ小さな難破船なのです」

　そろそろ突っ込みどころかなー、などと智宏が思っていると、予想外なところから口を挟むモノがいた。

「では、私はどんな服装をしたらよろしいでしょうか？」

　そう尋ねたのはコヒロだった。

　瑞穂はそんなコヒロをぽかんとした顔で見つめているが、好香は腕を組んでひとしきり思案したのちに、びしっと指を突きつけて言った。

「コヒロさんにはナース服がぴったりかと。黒髪に、白のナース服。手には注射器とカルテ。これで男心はバッチリ診断オッケーです！」

　なにがバッチリなのか知らないが、コヒロはその話を聞くと、そそくさと真ま希きの側そばに寄っていく。

「真希様、ナース服というのはどこで売っているのでしょう？」

　真顔で尋ねるコヒロ。

「……コヒロ、あんたねぇ～」

　真希ががっくりと両肩を落として「はああああっ」と大きなため息をついた。

「おまえら、いい加減にしろよな～！」

　さすがにそろそろ潮時かと思い、智とも宏ひろは座卓に手をついて好この香かと瑞みず穂ほをにらんだ。

「あんたには黒が似合うっていつも言ってるでしょ。白とかピンクのナース服なんて絶対駄だ目めだからね」

　智宏のことを無視して、真ま希きはまったく見当違いな角度からコヒロをたしなめた。

「いまは黒いナース服もあるんですよ。暗黒面に目覚めた悪のダークナース。良い子も悪い子も、まとめて注射でお仕置きなのです」

　好香は身を乗り出してコヒロに説明する。

「お仕置きですか」

「そうです。お仕置きです」

　真面目まじめな顔でコクコクとうなずき合う二人。

「アホか、おまえら」

　あまりの馬ば鹿かさ加減に、智宏は思わず好香の頭をぱしんとひっぱたいた。

「あれ……？」

　好香は叩たたかれた頭をさすりながら、智宏のほうをきょろきょろと見回す。

「どうかしましたか？」

「いえ、なんか頭に触ったような気がしたので」

　好香は不思議そうな顔をして首を傾かしげている。

　そんな好香の様子を見て、智宏は急にぞくっと背筋に冷たいモノが走った。

「おい、なにふざけてるんだよ」

　智宏は好香たちの間に割って入って声をかけるが、誰だれ一人その視線をこちらに向けてくれはしなかった。

　まるでそこに智宏などいないかのように……

「瑞穂！」

　大声をあげても無駄。

「好香！」

　目の前に立っても無駄。

「真希、コヒロ！」

　肩を揺さぶっても無駄、無駄、無駄……

　誰も智宏のことに気づいてくれない。

　この感覚を智宏は知っている。

　あの誰もいない海辺でさまよっていた彼女が感じていたモノ……

「くそっ！」

　好香たちにいくら呼びかけても無駄だと悟さとると、智宏はたまらず部屋を出て、旅館中の人に声をかけてまわった。



　しかし、結果は同じだった。

　誰だれ一人、智とも宏ひろのことに気づいてくれはしない。

　たった十数分の孤独が、智宏にこれ以上ないほどの焦燥感を与える。

　存在に気づいてくれないということが、こんなにも辛つらいことだったとは。

　これが縁が浅くなったということなのだろうか。

　もしかして、自分はあの温泉で死んでしまったのか。

　ただ、そのことに気づかず、幽霊のように意識だけが残ってしまって――

「濡ぬれ女の言っていたのは、このことなのか……？」

　智宏はみんなのいる部屋に戻り、隅に座り込んだ。

　さっきと話題は変わっており、真ま希きがコヒロの服装を選ぶときのこだわりに関する講釈をしていた。真希のファッションセンスは女性陣には受けが良いらしく、その話には好この香かも真面目まじめに耳を傾けていた。

「そんな話をしてないで、俺おれが帰ってこないことに気づけよな……」

　自分の話題から外れているだけで、智宏は急にみんなからの疎外感を覚おぼえた。

　もしも、このまま自分のことを誰だれも思い出さなくなったらどうなるのだろう。

　濡れ女のように浜辺をさまようことになるのだろうか。

　自分の名前も忘れるほどの時間を――たったひとりで。

　あの灰色の海を背負って。

「耐えられねぇよぉ」

　智宏は両りよう膝ひざに頭を挟んで、うめき声を漏らした。

　やるべきことはある。

　みんなとコンタクトを取る方法を、もっと考える。

　濡れ女とエビス様を捜し出し、この状況を問いただす。

　自分のことに気づいてくれるような、霊格の高いモノを探す。

　頭ではわかっているのだが、すぐには立ち上がることはできなかった。

　その結果、思い知らされる事実が怖かったのだ。



　自分の死を知ることを先延ばしにして、なにが悪い……



「やあ、みんなほったらかしにして、ごめんごめん！」

　そんな智宏の心情などまったく無視した明るい声をあげながら部屋に入ってきたのは、すっかり忘れかけていた意外な人物だった。

「どこ行ってたのよ、お兄ちゃん！」

　自分のベルトバックルコレクションについて熱弁をふるっていた真希が、ガバッと立ち上がって叫さけんだ。怒ったような顔をしているが、ようやく兼かね康やすが帰ってきて声が弾はずんでいるのは隠しきれていない。

「いや、いろいろあってね」

　兼かね康やすは歯切れ悪く言いながら、苦笑いを浮かべた。

「……で、その胸のモノはなんなの？」

　部屋の人間の視線が、兼康の胸に集中する。

　スーツ姿の兼康は、なぜかウサギのリュックを背中でなく身体からだの前にかけていた。

　てろ～んとけだるい表情をしたリュックのウサギが、部屋にいる面々を上うわ目め遣づかいに見つめているような気がする。

「いや、これは……」

　兼康が恥ずかしそうに頭をかくと、ウサギのお腹なかの部分にあるチャックが自然に開いた。

「意外なとこから、ジャジャジャーン!!」

　ウサギの中からぴょーんと飛び出してきたのは、手のひらサイズの小さな珠たま枝えだった。

　そのインパクトのある姿と登場のしかたに、一同は開いた口がふさがらないといったように目を丸くしている。

「わははは、ビックリしたか？　ビックリしたか、おまえら？」

　ウサギの腹からクルクルッと空中三回転を決めつつ、座卓の上に着地した小さい珠枝は機嫌良さそうに大笑いをした。

「なっ、なによ、そのふざけた姿はっ！」

「い、いや、これには深いわけがあるんだ。それは後で話すから……」

　兼康は妙にあわてた様子で真ま希きを黙らせると、部屋をぐるっと見回した。

「あれ、智とも宏ひろ君は？」

　小さい珠枝の登場に一瞬心を奪われていた智宏は、自分の名前が呼ばれたことで我に返った。

　やはり、兼康も自分には気づいてくれないらしい。

　智宏の知る中では一番妖よう怪かいなどを見る力がある人だっただけに、その落胆は大きかった。



「……なにをしておるのだ、智宏？」



　そんな智宏に対して、座卓の上から珠枝が尋ねた。

　智宏は、その何気ない言葉を一生忘れることはないだろう。

　砂漠をずっとさまよった末に見つけたオアシス。

　大おお海うな原ばらを漂流し続けて、ようやくやってきた助け船。

　誰だれも気づいてくれないという絶対の孤独の中では、たった一言の呼びかけがそれらに匹敵するほどの感激であった。

「珠枝！」

　智宏は感極まり涙を浮かべながら、珠枝の元ににじり寄った。

「なんて顔をしておるんだ」

　珠枝はそんな智宏を見上げながら、眉まゆをひそめる。

「珠たま枝えは俺おれが見えるのか？」

「ワチとおまえは縁が深いからな」

「そうか……」

　少し言葉が舌足らずな気がするのは、身体からだが小さくなっているからだろうか？

　だが、そんな些さ細さいなことよりも珠枝が来てくれて、自分に気づいてくれたことがなによりも嬉うれしかった。

「ごっそり中身を持っていかれおって。いったいどうしたというのだ」

「俺にもよくわからないんだ。たぶん、エビス様が関かかわっているんだと思う」

「エビスだと!?」

　珠枝はいきなり大声をあげた。

　するといままで珠枝に不思議そうな視線を向けていた兼かね康やすが、その名前に反応した。

「珠枝様、どうしてエビス様のことを……？」

　その兼康の口ぶりからすると、エビス様捜しに珠枝を利用しようとしていることは、まだ秘密だったのだろう。

　それなのに、珠枝の口から先にエビス様の名前が出れば、それは驚いても無理はない。

「貴様……またこの子を巻き込んだな!?」

　珠枝はその小さい身体で兼康のほうを振り返った。

「クワッ！」

　突然、コヒロが奇声をあげた。

　見ると、コヒロは人間からカラスの姿へと変へん化げしている。

「珠枝様、やめ……やめてください……」

　部屋の壁に押しつけられるようにして、好この香かが苦しげな声を上げている。

　兼康も両耳を押さえ苦痛に顔をゆがめた。

「どうしたんだ、珠枝!?」

　智とも宏ひろの眼力も、ただならぬ禍まが々まがしさをはらんだ気配を察知していた。

　それは力の奔流となって部屋中に膨れあがる。

「許さぬぞ、貴様ら……」

　珠枝は部屋にいるモノたちを見回して、かすれた声で呟つぶやいた。

　その目を見たとき、智宏は金縛りにあったかのように身体が硬直した。

　蛍光灯の白い明かりの下でも、ギラギラと黄色く輝く珠枝の瞳ひとみ。

　獣のように鋭く、心を射抜く、智宏の眼力などとは比べものにならない攻撃的な視線。

「珠枝様……いったいなにをお怒りに……？」

　うめくように問いかける兼康に、珠枝は眼めを細める。

「語る口持たぬわ。まずは貴様の妹を引き裂いてこの溜りゆう飲いん下げてやろうか」

　珠枝の周辺の空気に、生なま臭ぐさい獣臭が漂いだした。

「なっ……!?」

　その言葉に顔を青ざめさせた兼かね康やすは、咄とつ嗟さに懐に手を入れて組くみ紐ひもを引っ張り出す。

　ここぞというときに不思議な力を発揮する兼康の組紐だったが、手から離れた途端、力無くたるんで畳の上に落ちた。

「それとも、一族郎党八やつ裂ざきにして山野の獣にくれてやるか……」

　その珠たま枝えの言葉は、ただの脅しではない。なぜなら珠枝は嘘うそをつくのが苦手なのだ。

　兼康もそのことを知っているのだろう。

　圧倒的な珠枝の迫力の中でも、屈することなく顔だけはあげている。

　いつもの少し困ったような表情は消え、いままで見せたことの無いような険けわしい顔で珠枝をにらんでいた。

　それは紛れもなく、自分に害を為なす敵を見る目つきだ。

　智とも宏ひろは兼康がそんな目で珠枝をにらんでいることにショックを受けた。

　以前、珠枝は兼康たちのことを「もっとも自分を理解している連中」だと言っていた。

　だからこそ、彼らとは真の意味では相あい容いれぬと。

　その言葉が、いま現実となっていた。

　いままでの関係は薄皮一枚に覆われた偽いつわりの姿で、一皮剥むけばこれが人と妖よう怪かいの本当の姿だというのだろうか。

　そのことを思い知らなければならないのか？

　――自分のせいで!?



「違うだろ、珠枝！」



　思わず口に出た言葉は、心からの叫さけび。

「違うだろ、おまえは……そんなんじゃないだろ」

　智宏は座卓の上に立つ小さな珠枝の身体からだを、両手で包み込むようにして抱きしめる。

　すると、珠枝はふわりと小鳥のように軽く、あっけなく自分の手の中にやってきてくれた。

「行こう、智宏……」

「えっ？」

　智宏が少し拍子抜けしていると、珠枝が手の中で背を向けたまま呟つぶやいた。

　もうそこからは、先ほどのような禍まが々まがしい気配は感じられない。

「ここにいると、ワチはなにをするかわからん」

　顔を伏せたままそう言った珠枝は、見た目だけではなくすべてがとても小さくなったような気がした。

「わかったよ、珠枝」

　智宏はうなずいて、部屋のみんなの顔を見回した。

　その場にいる全員がこちらを不安げな顔つきで見ているが、その視線は荒ぶる珠枝に向けられたもの。

　これ以上、珠たま枝えをこんな視線に晒さらしておきたくない。

　だが、この身では珠枝をかばうこともできないのだ。

　そんな自分に不ふ甲が斐いなさを感じながら、智とも宏ひろは珠枝と共にみんなのいる部屋をあとにした。



　　　　　◆◇◆



「落ち着いたか、珠枝？」

　智宏は海岸沿いの道を、肩に珠枝を乗せて一緒に歩いていた。

「なにを偉そうに。それはこっちの台詞せりふだ、罰当たりめ」

　珠枝は智宏の耳たぶを思い切り引っ張って、不機嫌そうに言った。

　耳は痛かったが、珠枝がいつもの調子に戻ってくれたようなので、智宏はひとまずホッとする。

「……おまえ、なんでそんな小さくなったんだ？」

「なに、たいした理由ではない。そんなことよりも、おまえのほうがよほど大事だ」

「俺おれの縁が浅くなっているのか？」

「よくわかっているではないか。これでは母親の美雪さんでも、おまえのことに気づけるかどうか……」

　小さな珠枝は智宏の頬ほおを撫なでながら悲しげに言った。

「治るのか？」

「わからんが……とにかく家に帰ろう。時間はかかるかもしれんが、ワチがなんとかしてやる」

「おまえでも難しいのか」

「いまのワチは見ての通り、いつもほどには力を使えん。家に戻って、じっくりと方策を考えよう。なに、どうしようもなかったら、遠野の古い知り合いに頼るという手もある。おまえを戻す手だてぐらい見つかることだろう」

　珠枝の口から、智宏の父の実家がある遠野の名前が出るのは久しぶりだった。

　元々は珠枝も遠野の出身だというが、なぜかその頃ころのことはあまり口にしたくない様子だった。そんな珠枝が自分から遠野のことを言い出すとは、いまの状況がかなり深刻だということだろう。

「わかった……けど、家に戻る前にしなきゃいけないことがあるんだ」

　智宏は足を止めた。

「なんだと？」

　珠枝は智宏の肩から飛び降りて、ガードレールの支柱の上に器用に着地すると、その小さな身体からだで智宏を見上げる。

「濡ぬれ女に会わなきゃならない」

「……誰だれだ、それは」

　珠たま枝えは眉まゆをひそめ、機嫌悪そうに尋ねた。

「エビス様と一緒にいる女の子なんだ。いまは妖よう怪かいになっているけど、元は人間で――」



　智とも宏ひろはこの海水浴場であったことを包み隠さず珠枝に話した。

　ガードレールの上にバランス良く腰を下ろして、珠枝はその話をずっと黙って聞いていたが、やがて小さくため息をついた。

「そんなモノに気を許すから、つけこまれるのだ」

「いや、悪いのは濡れ女じゃなくてエビス様だろ？」

「それはどうかな」

　よっこいしょと珠枝は立ち上がる。

「やっぱり、エビス様は濡れ女を利用しようとしていたんだ。真ま希きも、力のあるエビス様が濡れ女に手を貸しているのはおかしいって言っていたし――」

「だとしても、ワチはおまえを行かせはせんぞ」

　珠枝は智宏の顔に指をつきつけて、ぴしゃりと言い放った。

「なんでだよ！」

「これ以上、おまえを危ない目にあわせるわけにはいかん。相手がエビスとなれば、なおさらのことだ。海のモノにワチらの道理は通じん」

「だけど……！」

「おまえはワチが稲いな村むら家の家神であることを忘れておらんか。余よ所そのモノのことなど、ワチには関係ない」

　そんな珠枝の冷たい態度に、智宏はカチンと来た。

「だったら、俺おれだけでも行く！」

「なぜそんなにこだわる？」

　珠枝が駄々っ子を諭すような口調で尋ねた。

「こんなふうになって、やっと濡れ女の本当の気持ちがわかったんだ……」

　あの灰色の海を彷徨さまよった寂しさも、智宏が声をかけたときに感じたという喜びも。

　だから、智宏は裏切れなかった。

　自分は濡れ女に手を差し伸べたのだ。

　濡れ女がその手を握り返すまでは、手を引っ込めるわけにはいかない。

　智宏は珠枝に背を向けようとしたが、急に手足が異様に重くなって自由に動かなくなった。

「智宏、あまりワチを怒らせないでくれ」

「珠枝……？」

「こんなことになるのだったら、そんな姿になる前に、ワチがおまえを喰くらっておけば良かった。そうすれば、エビスなどに奪われることはなかったろうに――」

「なにを言っているんだ、珠たま枝え……？」

「前にも言っただろう。ワチらのようなものは大切なモノを独り占めにしたいのだ。誰だれかにやるぐらいなら、ずっと抱きしめて絶対に手放さない」

　珠枝が目を細めると、智とも宏ひろの身体からだがガードレールのほうに手を差し伸べるように勝手に動いた。

　すると、珠枝はそれを待っていたかのように、手の上に乗った。

「中身のないおまえはこんなにも操りやすい。せめて、この残り香を懐いだいて山に籠こもるか」

　再び珠枝が目を見開いたとき、そこに宿る光は黄色に輝いていた。

　手にはそのぬくもりと重みを感じているというのに、これほど珠枝のことを遠くに、そして異質なモノと感じたことはない。

　そして、自分の中で膨れあがる感情。

　その正体を智宏は知っている。

　恐怖。

　それはヤマイヌの巨大さに圧倒されたときに一度経験したことがある、心を打ち砕く恐怖だ。

　また、あんな情けない自分にならねばならないのか。

　なにかをしようと思った途端、目の前に在るモノの大きさに驚き、打ちのめされてしまうような――

　智宏は先ほどの兼かね康やすの姿を不意に思い浮かべた。

　圧倒的な珠枝の気に屈することなく、顔をあげてにらみ続けていた兼康の姿。

　あれが自分に必要なものなのか？

　あの強さが？

　いや……自分はそんなものを求めてはいない。

　そもそも、珠枝をそのようにさせているのは誰なのだ。

　このまま恐怖に負けてしまうようなら、智宏は絶対に自分を許せないだろう。

　智宏は恐怖が身体を満たす寸前のところで大きく息を吸い、それを飲み込んだ。

　胸に溜ためた空気で、無理矢理に恐怖を押し込むと、精一杯の虚勢を張って珠枝に言ってやった。

「なんだよ、もしかして妬やいてるのか？」

　その言葉を聞いた途端、珠枝の目から黄色い輝きが失うせ、智宏の身体は自由を取り戻した。

「そっ、そんなことあるかっ！　この罰当たりがぁっ！」

　珠枝は頭から湯気が出るのではないかというほど真まっ赤かになって怒鳴っている。

　こっちだって生まれてからずっと珠枝と一緒にいるのだ。

　いくら遠くに離れても、異質と感じても、その年月は消えたりはしない。

　やはり珠たま枝えは、自分の思っていたとおりの珠枝だった。その距離は変わりはしない。

　そんな安心する気持ちの中で、智とも宏ひろはふと真ま希きの『人間には悪知恵がある』という言葉を思い出していた。

　なるほど、これは確かに悪知恵だ。

　智宏は軽い自己嫌悪を覚おぼえつつも、いつもの調子でプンスカ怒っている珠枝の姿に安あん堵どした。



　　　　　◆◇◆



　珠枝に導かれて向かったのは、浜はま見みの家がある港町だった。

　エビス様の気配はそこから感じられるという。

　港から町へと入っていく上り坂は真っ暗で、智宏は暗くら闇やみを見通す眼力を使わねば歩くこともできなかった。

　ちゃんと街灯はあるというのに、明かりはひとつも灯ともっていない。

　それ以上に不思議だったのは、通りに建ち並ぶ家々がすべて明かりを消して、しんと静まりかえっているということだ。

「どうしたんだろう、みんなどこかに行っているのかな？」

「いや、物もの忌いみだろう。いまどき珍しく律儀な連中だな」

　珠枝は声を潜めて答える。

「物忌み？」

　つられて智宏も小さな声で聞き返した。

「やってくる神に粗そ相そうの無いよう、明かりを消して家でじっとしているのだ。そういうモノは人に見られることを嫌うからな。ほれ見ろ、静けさにつられて海のモノがあがってきておる」

　珠枝が指さす方向を見ると、電柱に絡みつく白っぽいヘビのようなモノがいた。

　それはよく見てみると、とてもとても長い人の腕であり、その根元はずっと海のほうへと続いていた。

　思わず背筋が寒くなるような光景だ。

「でも、なんでそんなことを」

「この土地ではあえのことをしていると言ったな。となると、新しいエビスがもう来ているのかもしれんな」

「でも、前のエビス様は濡ぬれ女が……」

「とにかく、あえのことの座に行けばわかる。ほら、急いだほうが良いぞ」

　珠枝はそう言って、智宏の耳たぶを引っ張った。



　記憶を頼りにやっとたどり着いた浜見の家には、人の気配はまったくなかった。

「神が来ている間は、家を空けておくのだろう。やってきた神を家主が接待をすることが多いものだが、どうやらこの土地の人間は恐こわがりらしいな」

「でも、このほうがありがたい」

　智とも宏ひろは留守を幸いとばかりに浜はま見みの家の庭に不法侵入をして、あえのことの座がある応接間のほうへとまわった。神を迎えるためだろうか、ガラス戸は全開にされており、中の様子は丸見えだった。

「誰だれだ……？」

　闇やみの中に浮かび上がる、あえのことの座に着く二つの人影。

　米俵に山海の幸、日本酒などにかこまれた豪華な席にまるで夫婦のように並ぶのは、濡ぬれ女と――旅館の浴衣ゆかたを着た智宏であった。

「お、俺おれがいる!?」

「惑わされるな。真の相手は、その手の中にあるモノだっ！」

　智宏の耳たぶを思い切り引っ張りながら、珠たま枝えは鋭く叫さけんだ。

　濡れ女の手には、茶色い玉のエビス様。

　そして、向こうの智宏の手には黒い繊維の塊のようなモノが抱かれている。

　眼力を使うまでもなく、智宏にはその正体がわかった。

　温泉で自分を襲ってきたモノ。

　あの強烈な悪意の持ち主。

「そこにおわすはエビス殿か？」

　珠枝はその小さな身体からだから発しているとは思えないほど、朗々とした声で問いかけた。

「はい、そうです」

　黒い塊はしゃがれた声で返答した。意外と言葉遣づかいは礼儀正しい。

　その間、智宏は素早く濡れ女ともうひとりの自分を観察した。

　どちらも穏やかな顔で目を閉じ、座ったまま居眠りをしているかのようだ。

　もしも、いま向こうの自分が目を覚ましたら、いったいどうなるのだろう。

　自分が二人になるのか、それともどちらかが消えてしまうのか？

　ふと、そんなことを考え、智宏は少し恐ろしくなった。

「あなたを懐くは、ここにいる智宏の身と思うが。これはどうしたことか？」

「このかたは私と縁を結びたいと望まれておりましたので、それを叶かなえて差し上げただけのことです」

「縁とな？」

「そちらに座る私を誘いまして――共に暮らそうと」

「とっ、智宏、おまえワチに相談もなくそんなことを!?」

　さきほどから智宏の肩の上に乗っている珠枝は、耳のすぐ側そばに顔を向けて怒鳴った。

「い、いや、ひとりで海辺にいるぐらいなら、俺たちの地元に来いって誘っただけだよ」

「まったく、余計なことを……」

　珠たま枝えの言葉に反論したくなったが、この場はぐっと堪えた。

「それは海辺に残った、私の一部。勝手に連れていかれては困ります」

「濡ぬれ女がおまえの一部だって？」

　この悪意しか発しない黒い塊と、濡れ女が同じモノだとは納得したくはなかったが――智とも宏ひろの眼力はそれを肯定していた。

　温泉で襲われたときにも感じたが、この黒い塊からは濡れ女が背負っていた灰色の海と同じ気配を強く感じた。

　いや違う。この黒い塊こそが、灰色の海そのものなのだ。

　苦くて冷たい、あの海の正体。

「わかった。そこのモノにはもう関かかわらぬことを約束する。この子の非礼も詫わびよう。だから、智宏の身を返してくだされ」

「……嫌です」

　丁重に頼む珠枝に対して、黒い塊は無下にその申し出を断った。

「なんだと？」

　珠枝の口調が変わった。目つきも鋭くなり、瞳ひとみにはぼんやりと黄色い光が宿る。

「神が一度叶かなえた願いを反ほ故ごにすることはできません」

「貴様、その座に居座ったぐらいで神を気取るな。何様のつもりだ？」

「私が何者かも知らずに、私に願いをしようというのですか？」

「ぐっ……」

　やりこめられ、珠枝は言葉を詰まらせる。いまのところはこちらが劣勢といった感じだ。

　智宏は流れを変えられないものかと口を挟んだ。

「おまえは、本当にその子と同じモノなのか？」

　智宏はひとつのモノがふたつに分裂することがあるのをよく知っている。なぜなら、かつて自分自身がそうだったのだから。

「それは何も知らず、無いモノを求めて愚かに海辺を彷徨さまようだけのモノ。私が本物の私」

　黒い塊は自分が本物だという。

　確かに力の強さでいえば、この黒い塊は濡れ女とは比べものにならなかった。はっきりとはわからないが、少なくともあの茶色い玉のエビス様に近いぐらいの力が感じられる。

　モノは人に崇あがめられることで、神としての力を得るという。

　おそらくは、あえのことの座に着くことでエビス様としての力を得たのだろう。

　だから、珠枝も慎重に下手に出ているのだ。

「なぜ、智宏を引き込む？」

「せっかくエビスになったのですから、もっと現世うつつよに縁を結んで、力を強めたかったのです。そのためには人のなりが必要でしょう？」

「その娘の姿に戻れば良かろう」

　その珠枝の言葉に反応したかのように、黒い塊は絡み合った繊維をざわりと動かした。

「そんなのは……嫌です」

　黒い塊の口調が変へん化かしたことを智とも宏ひろは見逃さなかった。

　と、同時に、少し大きさを増したように見える。

　智宏は反射的に身構えるが、珠たま枝えは小さな手でそれを制する。

「落ち着け……手がかりは揃そろいつつある。奴やつの言葉に耳を傾け、整理して、理解しろ」

　珠枝は智宏の耳元で囁ささやくと、さらに黒い塊に問いを続ける。

　いつのまにか場の主導権は珠枝に移りつつあった。

「どうして智宏のすべてを奪わなかった？」

「余計なお世話をしてくれたので、このかたにも味わってもらおうと思ったのです。誰だれに気づかれることもなく、現世うつつよを彷徨さまよう苦しみを」

「苦しみだと、おまえは望んでここに在るのではないのか？」

「違います。世の中のすべてのモノから縁を切りたいと思い、海に惹ひかれたのです」

　それは先ほどの言葉と矛盾していた。

　さきほどは縁を深めたいと言っていたのに、いまは縁を切りたいと言っている。

「浜辺に残ったのは、私の中の愚かな一部分。得られないモノを求めて、ずっと浜辺を彷徨うモノ。私にとっては苛いら立だたしい、くだらない見み世せ物もの」

　また黒い塊は矛盾した言葉を語る。さっきは連れて行かれては困ると言っていたはずなのに。

　やはりこれはおかしい。

　珠枝もその矛盾には気づいているようで、眉まゆをしかめ難しい顔つきで黒い塊を見つめている。

「そちらのモノと話がしたいのだが、どうすれば良いのだ？」

　珠枝は濡ぬれ女のほうを指さして言った。

　それは智宏も望んでいたことだったが、望み薄だろう。あの黒い塊が認めるはずがない。

「……あなたの美しい髪をくだされば、その方法を教えてあげましょう」

　いままで能弁に語り続けていた黒い塊は、途端にもったいぶったように、そしてこちらを嘲あざけるように言った。

「なっ!?」

　黒い塊の無茶な要求に智宏は憤りを感じたが、当の珠枝は冷静だった。

　珠枝は長い後ろ髪をつかんで、前に引っ張った。艶あでやかな光沢のある髪の流れには一筋の乱れも無く、その姿が小さくなってもそれはやはりとても美しい。

「ふん……この子のためなら、腕一本でも惜しくはない」

　智宏が一瞬見とれている隙すきに、珠枝は躊ちよう躇ちよ無くその長い黒髪を手刀で切断した。

「珠枝!?」

「ほら、くれてやる」

　ばっさりと切り取られた長い髪の束を、珠枝は無造作に黒い塊に投げつけた。

　空中に散乱した髪は、黒い塊の中へと吸い込まれるようにして繊維と同化していく。智とも宏ひろの眼力には、珠たま枝えの髪を得たことで黒い塊がさらに力を強めたように見えた。

「名前を呼んであげなさい。できるものなら」

　力を増した黒い塊の、忌々しげな声。

　だが、いまはそれに腹を立てている場合ではない。珠枝のしてくれたことを無駄にしたくはなかった。

「濡ぬれ女！」

　智宏はあらん限りの声で呼びかけるが、濡れ女のほうはぴくりとも反応しなかった。

「あはははははっ、なんなんですその名前は？」

　黒い塊が声だけで大笑いをした。

「智宏、それはその女の名ではなかろう」

　珠枝は呆あきれたように言った。

　確かに濡れ女というのは、真ま希きが勝手につけた名前だった。

「けど、本当の名前なんて本人だって忘れてるんだぞ！」

「だが、それでも呼びかけねば、そいつは応こたえまい」

　これではまるでペテンだ。

　珠枝があの美しい髪を切ってまで聞き出したというのに。

　智宏は怒りのあまり、黒い塊を蹴けり飛ばしてやろうかと思わず足を前に出した。



    

  
    
      



    

  
    
      「落ち着け、手がかりは揃そろいつつあると言っているだろう」

　そんな智とも宏ひろの耳たぶを珠たま枝えは引っ張った。

「ホントなのかよ？」

「あれは隠すふりをして、何かを知らせたがっている」

　黒い塊に対して最悪の印象しかなかった智宏にとって、珠枝のその推測は意外だった。

「なんでそんな面倒なことを」

「おまえも感じているはずだ。こいつと濡ぬれ女は相反する存在であるが、ふたつでひとつ。いま濡れ女の意識は、こいつに侵され、取り込まれつつある。故にひとつの中に、ふたつの意思が混在しているのだろう」

「知らせたがっているのは濡れ女の意思？」

「ただし、それはとても弱い。濡れ女が目を覚ますきっかけが必要だ」

「そのきっかけが、濡れ女の本当の名前だってことか」

「それがわからぬなら、他ほかをあたらねばならないな。なに、ワチの首でもくれてやれば、もっとわかりやすい手がかりをくれるだろう」

　珠枝が言っているのが本気なのか冗談なのかわからないが、智宏はこれ以上、自分のことで迷惑をかけるのはごめんだった。

　名前さえ……濡れ女の名前さえわかればいいのだ。

「くそっ、こんなことなら、もっとあのとき真剣に思い出させればよかった」

　智宏は穏やかな表情のまま目を閉じている濡れ女の姿を忌々しげに見つめた。

　神が座る席だというのに、相変わらずセーラー服の上着と、その下にはスクール水着という場違いな格好をしている。そして、これもまたいつものようにその全身はしっとりと濡れており、下に着ているスクール水着が透けて見えていた。特に胸の部分はぴったりと貼はりついており――

「そうか、これだっ!!」

　智宏は濡れ女に近づくと、いきなり彼女のセーラー服を脱がそうとした。

「なっ、なにをしているのだ。智宏!?」

　肩から頭に飛び移った珠枝が、驚いたように叫さけびながらぽかぽかと叩たたくが、それでも智宏はやめなかった。

「くそ、どうやったら脱げるんだ!?」

　あまり生地が伸びないので脱がしづらいセーラー服に業を煮やした智宏は、強引に両端から上着をたくし上げた。好この香かが思わず比較してしまった、濡れ女の立派な胸がめくり上げられたセーラー服の中から露あらわになる。

　もちろん、水着は着ているのだが、はたから見ればどう見ても変態行為にしか思えないだろう。

「ば、ば、ば、馬ば鹿か者～！　なんて、破は廉れん恥ちなことを。ワチはおまえをそんな子に育てた覚おぼえはないぞ～っ!!」

　頭の上で珠たま枝えがドタバタと暴れ回っていることなどお構いなしで、智とも宏ひろはじっと濡ぬれ女の胸を凝視した。

「市いち島じま……市島サヨリ？」

「……ひぁ、ひぁい！」

　居眠りしていたところを急に起こされたときのような裏返った声で、濡れ女が返事をした。

「おまえ、市島サヨリっていうんだろ!?」

「ひぁい、そうです、そうです、そうでした。いま思い出しました！」

　何が起きているのかまだ理解していない様子の濡れ女は、反射的にこくこくと何度もうなずいた。

「智宏、なんでおまえ、この娘の名前を……？」

　頭の上で暴れていた珠枝が不思議そうに尋ねた。

「ほら、ここに書いてあるよ」

　智宏が指さしたのは、濡れ女――もとい、サヨリの水着の胸に大きく縫いつけられた布製の名札だった。いまどきのスクール水着にはこんな名札をつけることはないだろうが、古いタイプのスクール水着だったことが幸いした。

「ひっ、ひああああっ、めくらないでください～！」

　サヨリは自分の格好に気づいて、あわててめくり上げられていたセーラー服を元に戻した。水着を着ていても、恥ずかしいものは恥ずかしいらしい。

「あっ……ごめん」

　智宏は真まっ赤かになって謝った。

「おい、智宏……馬ば鹿かなことをしてる場合じゃないぞ。やつを見ろ」

　頭の上の珠枝が、智宏の髪の毛を引っ張る。



「なんでいまさら……いまさら、私を呼ぶのよ……」



　泣き出しそうなしゃがれ声。

　黒い塊を見ると、さっきまで強く絡み合っていた繊維がほぐれていき、その奥にあるモノが見えるようになった。

　それは二つの目玉。

　じっと奥――冷たい海の底から、こちらを恨うらめしげに見上げる目玉だ。

　それはあまりに不気味で、逃げ出したくなるようなモノだったが、智宏は大きく息を吸って気合いを入れると、逆にその目をにらみ返した。

「馬鹿っ、のぞき込むな！　引き込まれるぞ！」

　そんな智宏に珠枝が警告する。

「わかってる……けど、ちゃんと見てやらなきゃ、こいつをわかってやれないだろ！」

　智とも宏ひろは震える指先で、黒い塊からほぐれた繊維の一房に指先を触れた。

　その滑らかな感触は、糸でも植物でも無い……それは髪の毛の手触り。

　この黒い塊は、髪の毛の塊だったのだ。

　そのことに気づき、それが意味することを想像したとき、智宏は心がズルッと身体からだから抜き取られるような感覚がした。



　　　　　◆◇◆



　それは、この海水浴場で何度か体験した感覚。

　眼力によって見える、誰だれかの見た別の光景の共有。

　いま見ているのは、誰の見たモノなのか？

　それは目に見えるモノだけではなく、生の感情として智宏の心の中へと浸透してくる。



　濡ぬれ女が背負っていた灰色の海。

　いま智宏はその海の中にいた。

　海から浜辺を見つめている。

　そこにいるのは誰かを求めて彷徨さまよう、濡れ女の姿。

　その誰かはいなくなってしまったことを、彼女は知っている。

　永遠に失ってしまった、大切な家族。

　取り残された孤独。

　まわりにたくさんあふれる言葉は、どれも自分に向けられたモノではなかった。

　たくさんの人に無視され、自分がここにいる価値が無いということを思い知らされる。

　もう他人しかいない世界に絶望して、彼女は生きる意味を見失った。

　どうせひとりならば、自分さえいらなかった。

　あそこに残してきたのは、そのことを認められずにいた自分。



　智宏が知っている波間を漂う椰や子しの実の孤独とは、まったく違う感情。

　たくさんあるモノの中に囲まれているからこそ、その孤独感にどうしようもなく打ちのめされた。

　手を伸ばせば届く距離にあるのに、どうしても伸ばすことができない。

　逃げることは容易たやすく、甘美であり、波の音はそれを誘う囁ささやきに聞こえた。

　引き込まれる。

　海のモノに……

　それはすべてを飲み込む大きな波のようで、智宏は懸けん命めいにもがいたがどんどんと深みへと引きずり込まれていった。

　海の底には黒く渦うず巻まく絡み合った髪――そして、その奥でこちらを見上げている二つの目玉が見えた。

　あれも、サヨリなのだ。

　海に惹ひかれてしまったサヨリ。

　では……浜辺に残ったのは、誰だれなのか？

　いつもフグを持ち歩いていて。

　なにかと驚いてばかりいて。

　一緒に行こうと言ったら喜んでくれて。

　みんなと海水浴を楽しんでいたあの子は……



「誰でもないだろ……あれもおまえなんだろ!?」



　智とも宏ひろは流れに抗あらがうのをやめ、深みの奥に手を伸ばした。

　海藻のように手て応ごたえなく揺らめく髪の中で、指の先に感じた馴な染じみのある感触。

「ひあっ」

　しゃがれ声の悲鳴。

「おい、サヨリ！」

「違う、私が本物。海辺に残ったのは、叶かなうはずのない私の……」

　手に触れたモノは、まるで言い訳をしながら逃げる子供のように、さらに暗い海の底へと沈み込んでいった。

　もう向こう側は智宏の知る世界ではなく、立ち入ってはいけない場所だとわかった。

　しかし、智宏には引き下がるつもりはなかった。

　頭の隅で珠たま枝えが怒るだろうなと思いながらも、智宏はその向う側に潜って叫さけんだ。

「おまえは、どうしたかったんだよ!?」

「エビス様になりたかったの」

　光の届かない闇やみの中で、渦を巻いていた髪は徐々に拡散していく。

「エビス様になってどうする」

「力が欲しかったの」

「力を手に入れて――その次は？」

　ようやく見えた。

　こんなにも深い海の底で、苦く冷たい水を背負ってうずくまる彼女の姿が。

「それは……」

　海辺を恨うらめしそうに見上げる目ではなく、ちょっと太めの眉まゆ毛げを悲しげにひそめ、こちらをうらやましそうに見つめている……濡ぬれ女とよく似てはいるが、どこか違う女の子。

「おまえがエビス様になりたかったのは、ただ誰かに迎え入れて欲しかったからなんだろ？」

　もう一度……智宏は手を伸ばす。

　そのとき、智とも宏ひろは隣に誰だれかの気配を感じた。

　たくさんのモノに溢あふれる海辺の景色を背負って、智宏と一緒に手を差し伸べていたのは濡ぬれ女。

「こっちに来たかったんだろ？　だったら来いよ、市いち島じまサヨリ！」

　ふたつの手を見比べて、サヨリは戸惑いながらも両手を差し出してくれた。

　その両手を智宏と濡れ女は握りしめる。

　その手は海の中でもなお冷たかったが……手を放さずにいれば、やがては温ぬくもりも伝わるだろう。



    

  
    
      
終章





　――この背中の硬い感触を、智とも宏ひろは最近味わったことがある。

　あの印象深い見事な青空と、からからに焼けた真っ白いコンクリート。

　ここはあの港の岸壁か……

「こらっ、智宏！　いい加減に起きんか！」

　寝ぼけた智宏の頭に、珠たま枝えの怒鳴り声が活かつを入れた。

「うわっ!?」

　智宏は我に返って、跳ね上がるように身体からだを起こしたが、その拍子に顔の上に乗っていたらしい珠枝がコロコロと転がり落ちた。

「ば、罰当たりめ、いきなり起きるな！」

「ご、ごめん！」

「ようやく目が覚めたか……まったく無茶をしおって」

　足下で小さな珠枝がへの字口で腕を組んでいた。

　おかっぱのように短くなってしまった髪が海風に吹かれているのを見て、智宏はぎゅっと胸をつかまれたような気持ちがした。

「ご、ごめん……」

　智宏はもう一度謝ったが、珠枝はその言葉は耳に入っていないという顔をして聞き流した。

　夢うつつで感じたとおり、ここは浜はま見みの家の近くにある漁港。ここにも明かりは灯ともされておらず、波に揺れる月明かりが幻想的だった。

「ほら、しゃんとしろ。船が出るぞ」

「船……？」

　智宏が横になっていた岸壁には、帆柱をもつイカダのようなものが接岸していた。

　それはワラの束を集めて水に浮かべただけのようなモノだったが、そんな造りにしてはサイズはかなり大きく、人が乗れる部分は八畳間ぐらいの広さはあるだろう。

　そして、その船には人ならぬモノがぎっしりと乗っていた。

　一抱えもある巨大なハマグリや、手足のついた奇妙なサザエがゴロゴロと転がり、その合間を船の半分ぐらいを占拠している大ダコがでろんとしていた。ぼんやりと光っているクラゲのようなモノがふわふわ船の周りに浮かんでいるかと思えば、船の舳へ先さきには海風に吹かれても揺れない怪しげな火が灯り、そのまわりでは親指ほどの小さな子供たちがわらわらとはしゃぎ回っていた。

　また、船にはどこかで見み覚おぼえのあるご馳ち走そうや日本酒の樽たるが、所狭しと積まれてもいる。

　智とも宏ひろの地元の妖よう怪かいたちとは、まったく違う姿形の連中だったが、そのごちゃごちゃといろいろなモノが集まっている雰囲気はどこか似ているような気がする。

　その中に、見慣れたモノが一人。

「サヨリ！」

　智宏が呼びかけると、サヨリは照れくさそうにこちらに小さく手を振った。

「おまえ、どっか行ってしまうのか？」

「この子は、これから死出の船出や」

　ぴょこんとサヨリの頭に飛び乗ったのは、船に集まるモノの中でも特に奇妙な姿をしたモノだった。

　妙に大きな茶色い頭にサングラスと長いあごひげ、派手なアロハシャツにウクレレという出いで立たち。身体からだの大きさは小さな珠たま枝えと同じぐらいしかないが、頭が大きいぶん背は少し高い。

「誰だれだ、おまえは？」

「まいど～、人間のかたにはえべっさんとかヒルコとか呼ばれとります～」

　それは関西弁で挨あい拶さつをしてから、ポロンとウクレレを鳴らした。

「えべっさん……って、もしかしてあんたはエビス様？」

　確かによく見るとその大きな頭はあのエビス様の茶色い玉と同じモノのようだった。

「今度の件ではえらい迷惑かけまして、ほんますんませんな」



    

  
    
      



    

  
    
      　ポロンポロンとウクレレを鳴らしながらにこやかに関西弁で言われると、あまり謝られている気にはならなかった。

「そんなことより、あんた喋しやべれたのかよっ！」

「そら長生きだけはしてますからな。他ほかにも四カ国語ぐらいはいけまっせ？」

「いや、そんな自慢はいいけど、だったらなんでもっと早くに喋らなかったんだよ」

「ワシが喋れること知ったら、この子が兄さんと縁結ぼうとは思うたりしませんやろ？」

「なんで俺おれと縁を……？」

「ず～っと海におるこの子があんまり可哀かわい相そうやったさかい、どうにかしてやりたい思いましてなぁ。けど、ワシらは普段気ままに海を漂ってばかりおりますさかい、なんちゅうかな……人間の心の機微ちゅうモンが苦手でしてな」

　エビス様は長いあごひげをいじりながら、言いにくそうに答えた。

「そんで兄さんならどうにかしてくれるやろう思うて、二人の縁を結ばせてもろうたちゅうわけですわ。それに、こういうことは若い男女にまかせるのがええですからなぁ～」

　エビス様はサヨリの頭の上でヒューヒューとはやし立てながら、ウクレレを適当なリズムでやかましくかき鳴らす。

「あなたと出会えたおかげで……あなたが私のことを呼んでくれたから、ようやく海辺から離れられるみたいです」

　そう語るサヨリは、智とも宏ひろの知っている濡ぬれ女とは少し違っている気がした。

「もしかして、ひとりに戻れたのか？」

「……はい。あなたのおかげで、あの冷たい海からあがることができました」

「そうか……いまは頭がごちゃごちゃしているかもしれないけど、ゆっくり整理して慣らしていくといいよ」

　智宏は経験者としてアドバイスをしてやった。

「はい、ありがとうございます」

「でも、よかったよ……ほんとによかった」

「せやせや、めでたいこっちゃ」

　しみじみとした雰囲気を台無しにする、騒々しいエビス様の演奏に合わせて、船の中のモノたちは酒やご馳ち走そうを手にガチャガチャと踊り出す。

「これからどこに行くんだよ？　俺おれの地元に来るんじゃなかったのか？」

「その船の行き先は海の向こう。常とこ世よと呼ばれる場所だ」

　その問いには珠たま枝えが答えた。

「海の向こうだって!?」

　あのときに見た、暗く苦く冷たい海のイメージが甦よみがえる。

「この娘はずっと昔に死んでいるというのに、浜辺に未練を残してしまった。それがおまえの出会った、あの濡ぬれ女だ。その未練に惹ひかれ、この娘は常世にも行かずに、中途半端なままで現世うつつよに残り続けてしまったのだ」

「そういう連中の道案内も、ワシらの役目ちゅうわけですわ。しっかし、未練なんて、野暮な言い方やなぁ。ワシならもっとロマンチックに『希望』っていいますけどなぁ。これだから山のモンはセンス疑うわ」

「うるさいっ！　貴様の仕事に智とも宏ひろを巻き込みおって！」

「またそれを……堪忍したってや。あんたの髪のことも悪いと思うてます。せや、詫わび代わりにワシのひげをあげましょ」

　そう言って、エビス様はあごひげをプチンと一本抜いた。

「いらんわ、そんな薄汚いひげ！」

「なに言うてますねん。正真正銘、えべっさんのひげでっせ。これもっとけば航海安全、商売繁盛、もうウハウハですがな」

　そっぽを向いている珠たま枝えのことは無視して、エビス様はふっと息を吹いてひげを飛ばす。

　すると、そのひげは空中をするすると飛んで、智宏の左手小指にしっかりと絡みついた。

「きっと、あんさんの役に立つとおもいまっせ」

「ほんとかよ……」

「ふん、もともとあやつはこの土地だけで祭まつられるようなエビスではない。この国が生まれた頃ころからずっと海を漂っている古い古いモノだ。そんなモノでもお守りぐらいにはなるだろう。受け取っておけ」

　珠枝は横目でちらりと指に絡まったひげを見ると、ふんと鼻を鳴らした。

　あまり好意的な口ぶりではないが、珠枝がそう言うのならきっと御利益のあるものなのだろう。小遣づかいアップも期待できるかもと、智宏はありがたく受け取ることにした。

「まっ、いつもはあっちゃこっちゃの海をふらふらしてますけど、たまには陸おかにもあがりたくなりますよってな、今年はここで世話になってたんですわ。ああ、次のえべっさんには見所あるモンにきちんと引き継いどきましたさかい、なんの心配もありまへん。そのへんの義理はきっちり通しとります」

　茶色い玉のときには一言も口をきかなかったくせに、正体を明かした途端、聞かれてもいないことまでペラペラとよく喋しやべるエビス様だった。これまでずっと黙っていて、ストレスが溜たまっていたのかもしれない。

　そんなエビス様の話を聞いていると、やがて水平線の彼方かなたが白みを帯びてきた。

「おっと、夜明けや。さあ、ほなぼちぼち行きまっせ」

「もっ、もう行っちゃうのか？」

　エビス様のおしゃべりにつきあっていたら、ほとんどサヨリと話すことが出来なかった。

「ワシら、あまり人に見られるのは好かんのや。それに風の向きも悪うなりますしな。ほら、皆の衆、帆をあげぇ～！」

　その号令に従って、船に乗っていたモノたちがわさわさと動き出す。

　大ダコが綱を引っ張ると、ボロボロの帆が上がり陸風を一杯に受けて膨らんだ。

「兄さん、あんたなかなか見所あるよって、死んだら海に来るとええ。陰気な連中ばかりやと思おてるかもしれへんけど、こんな陽気なやつらもおるんよ。乙おと姫ひめとか、人魚とか、ええ女も紹介してやるさかいな！」

　動き出した船の上で、エビス様はウクレレをぶんぶんと振って騒いでいる。

「馬ば鹿か者、縁起でもないこと言うな。この罰当たりめ！」

　負けじと、智とも宏ひろの肩の上で珠たま枝えが怒鳴った。

　やはり、どうも海のモノと山のモノは相性が良くないらしい。

　そんな二人の神様のことは放ほうっておいて、智宏は去りゆく船に乗るサヨリのことを見つめ続けた。ひとつになったサヨリは自分の知っている濡ぬれ女とは少し違ってしまった気がして、智宏は見送りの言葉がうまく口から出てこなかった。

　すると、船の上のサヨリは大ダコから綱を受け取って何かを結びつけると、それを帆柱の上へスルスルと引き上げた。

「あれは……」

　帆柱の上に、見慣れたスポーツ用品メーカーのロゴが書かれたタオルがバタバタとたなびいている。

「ありがとうございました！　またきっとこのタオルを返しに来ますからっ！」

　船の縁から身を乗り出して、サヨリは大声で叫さけんだ。

　その途端、智宏はあふれ出す気持ちを素直に言葉にすることができるようになった。

「だったら、最後ぐらい俺おれの名前を呼んでみろよ、市いち島じまサヨリ！　でないと、また忘れちまうぞっ！」

　智宏も、波の音にも、風の音にも、エビス様のウクレレの音にも負けないように、大きな声で叫び返す。

「ひ、ひぁい、智宏さん！　智宏さん！　智宏さん……私は絶対に忘れたりしません！　もっと、お話ししたかったです……智宏さんの話も聞きたかったです……だから、また会えますよねっ！　だって海はどこにだってつながっているんですから……」

　エビス様の船に乗って去っていくサヨリの泣き出しそうな声は、なぜか遠ざかっていってもハッキリと智宏の耳に届いた。

「当たり前だろ。いつでも待ってるよ……」

　その智宏の呟つぶやきがサヨリの耳に届いたかどうかはわからない。

　しかし、その思いがサヨリに伝わっていると智宏は確信していた。

　水平線には朝日が顔を出し、その光の中にエビス様の船はシルエットとなって消えていく。

　その瞬間、あのみすぼらしい船が、智宏にはめでたい宝船に見えた気がした。

「これからあの娘が常とこ世よへ行って海の泡となるか、竜宮に落ち着くか、それともまたいつか海辺に戻ってくるのか、それはすべてあれ次第だ。どうすることが一番なのか、それは誰だれにもわからんことだがな……」

　朝日を小さな身体からだ全身で浴びながら、珠枝はポツリと呟いた。

　珠たま枝えの口から出た言葉なのだから、それはきっと真実なのだろう。

　だったら、サヨリにとって一番幸せな道を選べばいい。

　もし、こちらに来られないというのなら、自分から会いに行ってやろう。

　どのようにすればいいのかいまはわからないが、きっといつか、また会えるはずだ。

　海は――この世界は、どこにだってつながっているのだから。



「さて……ワチらもそろそろ帰るか」

「俺おれはもう元に戻ってるのか？」

「ああ、娘がひとつに戻ったときにな。結果としては助かったとはいえ、あんな危ないことをしおって！」

　珠枝は思い出して怒りがぶり返したらしく、ぐいぐいと智とも宏ひろの耳たぶを引っ張った。

「いてて、悪かったよ。ごめんごめん！」

　あまり珠枝が強く引っ張るので、智宏はその方向によろよろとよろけた。

「それで……ワチは拝み屋たちに詫わびたほうが良いか？」

「えっ、なんだって？」

　智宏は引っ張られた耳たぶを撫なでていたので、珠枝の言ったことが良く聞こえなかった。

「……今回の件では、ワチはなにもしてやれなかったからな。おまえだけで解決できたことなのだから、そのことでワチが怒るいわれは……ないからのぅ」

　珠枝は智宏の顔に背を向けながら、とても小さな声でぽつりぽつりと呟つぶやいた。

「あ、ああ……」

　智宏としては、珠枝には美しい髪を犠牲にさせてしまったのだから、自分だけの力などとはとても言うつもりはなかった。しかし、その珠枝の申し出はなにより嬉うれしい言葉だった。

「それで、もしおまえが望むなら……ワチは拝み屋たちに昨晩のことを謝っても良い……と思っていないでもないのだぞ」

　珠枝は口を尖とがらせて、少しぶすっとした顔で言った。

「そりゃあ、仲直りしてくれるっていうのなら……」

「わ、ワチは別にあやつらと仲良くしたいわけではないのだぞ。ただ、いまのままではおまえが気まずかろうと思ってだな――」

「いいよいいよ、わかってるって。ありがとう、俺のためなんだよな」

「ふ、ふん、そのときはおまえも一緒に謝るのだぞ」

「わかってる、わかってる。一緒に謝るよ。心配かけたのは俺なんだからな」

　そうだ、今いま頃ごろみんな心配しているだろう。

　早く戻って、無事な姿を見せて、安心させてやらなければ。

　それに、旅行の日程はまだ今日一日残っている。

　朝日が昇りつつある空は、今日も快晴。

　絶好の海水浴日和になりそうだった。



　　　　　◆◇◆



　翌朝、浜はま見みが一晩の物もの忌いみを終えて自宅に戻ってみると、なんと肝心のあえのことの座はもぬけの空となっていた。

　お供えものの酒もご馳ち走そうも、気持ちが良いぐらいすっかり無くなっていた。

　それは言葉のあやではなく、その空っぽの神の座を見たとき、浜見は不思議と本当に清清しい気分になっていた。

　一晩、仕事のことを忘れ、深夜テレビも寝酒もやめて、静かに、とにかく静かに過ごしたのが、ちょうど良い気分転換になったのかもしれない。

　港全体が息を潜めていた昨日の晩、眠りについたとき妙に波の音が大きく聞こえていた。

　きっと、あの音こそ先祖代々まったく変わらない唯一のものなのだろう。

　浜見はその音に惹ひかれるように、仕事場である港ではなく、浜辺にある海水浴場へと久しぶりに足を伸ばした。

　まだ日が昇ったばかりの早朝だったため、観光客の姿はひとりもない。

　波打ち際を歩く。

　嗅かぎなれた潮の香りも、なぜか今朝に限っては心地よく、とても新鮮な気持ちがした。

　ふと、浜見は波打ち際に転がる丸いモノを見つけた。

　近寄ってみると、それはパンパンに腹をふくらませた立派なフグだった。

　波打ち際で海に戻ろうともがいているようだが、腹が邪魔してうまく動けないらしい。

「波で打ち上げられたのか？」

　浜見が顔を近づけたとき、フグは動きをぴたりと止めた。

「おまえ……」

　そのとき、浜見はこのフグと目と目が合ったことを確信した。

　これまで数え切れないほどの魚を捕ってきた漁師の勘が、このフグを只ただ者ではないと教えてくれている。

「そうか……よしっ、おまえが新しいエビス様だっ！」

　浜見は迷うことなく砂浜のフグを持ち上げると、海から昇る太陽に向けて掲げた。

　フグはしばらくじたばたと暴れていたが、やがて観念したのかおとなしく動きを止める。

「けど、生きたエビス様ってのは初めてだな。やっぱり水槽とかいるのかな？」

　そんな浜見の問いかけに、フグはぴゅーっと口から水を吹くだけである。

　かくして、若じやつ干かんの変へん化かはありつつも、それはずっと昔から受け継がれ、そしてまた来年も――



おわり



    

  
    
      
あとがき



　おかげさまで、本シリーズも三冊目。

　本編での季節は夏休み。

　となれば、当然、水着しかありません。

　思う存分、水着シーンを書かせていただきました。

　そして、一応は妖よう怪かいのお話ですので、夏の海の怪談も忘れてはなりませんね。

　私の偏見かもしれませんが、なんとなく山の妖怪と、海の妖怪だと、後者のほうが陰気なイメージがあります。船幽霊なんかは、実際に遭遇したことを想像するとかなり怖い妖怪のような気がします。

　本編でも、そんなイメージに基づいて、ちょっと出生の変わった濡ぬれ女という妖怪を登場させてみました。これまでの妖怪たちとはちょっと雰囲気の違う濡れ女との関かかわりで、智とも宏ひろは彼らの新しい側面を垣かい間ま見みることになります。

　ところで、本編に登場するエビス様に関する信仰や、あえのことというのは日本に実在するものですが、ちょっとこのお話なりのアレンジも加えてあります。ですが、日本の各地で伝えられるそういった信仰や儀式は、その土地の風土によって様々なバリエーションがあるので、もしかするとどこかの地方にはこのようなスタイルが実在しているかもしれません。

　日本にはこうした独特の信仰や儀式が、いまでもたくさん伝えられています。

　それは昔の人がどのようなことを考え、世界と接していたのかを知ることのでる生きた手がかりです。そこからは歴史書に名を残すようなきらびやかな人物ではなく、大多数の普通の人たちの思いを知ることができます。

　私はそんな土の臭においのする歴史が好きだったりします。



　なお、次回は智宏たちも地元に戻りますので、おなじみ石の怪や、「ん～ふふふ」なあの子もほのぼのにぎにぎしく再登場します。もふもふ好きのかたはご期待ください。

　あっ、そういえば珠たま枝えは次回もあの姿のままだったりします……う～ん、いったいどうなっちゃうんでしょう？



　最後に、今回のお話を書くにあたり、エビス様信仰などについての考察やプロットに関してお世話になったＳＵＺＵＮＥ様にこの場をお借りして深く御礼を申し上げます。



内うち山やま靖やす二じ郎ろう



    

  
    
      　著者

　内山靖二郎（うちやま・やすじろう）

　　東京生まれ、東京在住ですが、小さい頃は田舎で暮らし、野山を走り回っていました。

　　田舎の風景が恋しく思いつつも、やっぱり都会の便利さは捨てられないなぁ～、という気持ちも多々あり。

　　趣味はＴＲＰＧというアナログゲームと、美味しいモノを食べながらお酒を飲むこと。この前、お医者さんに飲みすぎと注意されました。もっと気をつけねば。



　イラスト

　真田茸人（さなだ・たけと）

　　千葉県出身、千葉県在住。３月14日生まれ。

　　好きなことは、ドライブと音楽を聴くことと

　　歌を歌うこと。



　　ホームページ「pumpkin jet!」

　　http://pumpkinjet.web.fc2.com/



    

  
    
      神様のおきにいり３

ぬれおんなの巻
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